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近年、私たちを取 り巻 く交通事情は年々悪化 し、本市におきましても通勤・通学時間帯

を問わず、中心街に向かう主要道路各所において慢性的な交通渋滞が起 こってお ります。

この度調査の運びにな りました秋山氏館跡 もそのような道路事情の中で、東西を結ぶ道路

として期待 されている都市計画街路高畑町昇仙峡線の建設工事に伴 って発生 した緊急発掘

調査でございます。調査につ きましては、計画街路の最後の一区間 ということで地元、市

民などからの一刻 も早い開通を願 う声 もあ り、本市都市整備部 との協議 を進める中で発掘

調査 と道路工事の調整をとりつつ発掘調査を進めました。

さて、秋山氏館跡の所在する高畑 は、甲府市の中西部、荒川の右岸に位置 し、昔から甲

府方面 と身延方面をつな ぐ交通の要路 ともなっている場所でございます。 しか しながら、

甲府市南部から南西部一帯は、多 くの河川が入 り組み、昔は大規模な氾活の被害を受けて

いた地域 という印象があり、この度調査を実施致 しました高畑 も、荒川の氾濫のために遺

跡はあまり残 されていないのではないかと見 られてきました。

ところが実際に調査 してみます と、人々が大地に刻み込んだ溝や建物の経跡、生活で使

用 した様々な道具など貴重な資料が多数発掘 されました。 この遺跡の名称 ともなってお り

ます秋山氏の居館に関わると考えられる堀、小規模土塁、建物跡なども検出され、江戸時

代前期に屋敷を画 していた溝跡か らは、漆椀や箸などの木製品を始め、土器・陶磁器など

多 くの生活道具がまとまって発見 されました。また、平安時代 と考えられます巨大な溝跡

も発見されました。

調査 した中には洪水の痕跡 も確認されましたが、災害に道い、苦聞 しなが らも平安時代

か ら現代に至るまで連綿 と続いた人々の営みが発掘調査によって確認され、改めて先人た

ちの労苦 と努力に頭の下がる思いが致 しました。現代に生 きる私 たちも、過去の人々の英

知に学び、 よりよい環境 。社会の形成に向けて尽力 してまい りたいと考えてお ります。

最後にな りましたが、調査にあた りまして地元 自治会をはじめ、関係各位に大変な御理

解 と御協力を賜 りました。心 より御礼申し上げます とともに、本市文化財保護行政の更な

る推進に引き続 き御助力をいただけますよう、 よろしくお願い申 し上げます。

平成13年 3月

甲府市教育委員会

教 育長 金 丸 晃
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1.本 書 は山梨県 甲府市高畑一丁 目地 内 に所在 す る秋 山氏館跡の発掘調査報告 書で ある。

2。 本調査 は、 甲府都 市計画街路 高畑 町昇仙 峡線拡幅工事 に伴 う調査 で あ り、 甲府市教 育
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B地区拡張 区試掘調査 平成 12年 12月 20・ 21日  調査面積約 10m2  合計 850ギ

5。 本書 の執筆 は、佐 々木満・ 山崎雅 恵が分 担 し、文末 にそれぞれの文責 を記 した。図化

作業 は中村 里恵・栗 田かず子 を中心 に行 った。

6.国 土座標 の設置 は帥 日浪1、 航 空写真測量 は仰 シン技術 コンサル にそれぞれ委託 した。

7.出 上 した金属 製品、木製品の保存処 理 は働 帝京大学 山梨文化財研究所 に委 託 した。

8.本 書の編集 は、市瀬文彬 (文化芸術課長 )を 責任者 とし、佐 々木満 が行 った。

9.本 書 に係 る出土遺物及び記録 図面 、写真 な どは甲府市教 育委員会 で保管 してい る。

10.発掘調査及び報告書の作成 にあたって は、次の諸氏及び機 関か ら御指導 。御協 力 を賜

った。記 して厚 く感謝 申 し上 げ る。
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例

1.現地 調 査 にお け る地 区害1り は X-39295・ Y6015ラ イ ンを基 準 と して 5mグ リッ ドを設

定 して い る。

2.本 書 付 図 中 に掲 載 した地 図 は、平 成 3年度 甲府 都 市計 画 図 2500分の 1・ 10000分の 1を

用 いた。

3,遺 構 断面 土 層 の色調 及 び遺 物観 察表 中の色 調 は、『標 準 土 色 帖』 (農林 水 産 省 農林 水 産

技 術 会議 事 務 局監 修  1997後期 )に基 づ いて い る。

4.本 書 に記 載 した方位 は真 北 を基 準 と して い る。

5。 全体 図・ 実測 図 の縮 尺 は、 図 中 に示 した通 りで あ る。

6.セ ク シ ョン図 に表 記 され て い る水 平 線 の数 1直 は、海 抜 高度 を表 し、 単位 は mで ぁ る。

また、 セ ク シ ョンポイ ン ト表 記 の EoWoS・ Nは東 西 南 北 を表 し、 同 じ遺構 で複 数 の

断面観 察 を行 って い る ところ はアル フ ァベ ッ トで表 記 して い る。

7.ピ ッ ト・ 土療 。出土遺 物 に関 わ る詳細情 報 は、 各観 察表 を参 考 に され た い。

8.本 書作 成 に際 して引用・ 参 考 に した文献 は一括 して文 書最 後 に記 載 した。

9。 本 書 に使 用 した記 号 マ ー ク及 び ス ク リー ン トー ンは以 下 の とお りで あ る。

皿剛皿Ⅲ本 ‰ 骨
饉 藝 翻

焼 土

匡璽璽霊翻灰釉陶器須恵器
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第 1章 調査の概要

第 1節  調査 に至 る経緯

甲府都市計画街路・ 高畑町昇仙峡線 (高畑工 区)の 開発工事 に先立 ち、平成 10年 10月 2

日付 け、都発第 10-11号 に よ り甲府市長名で本市都市整備 部 か ら周知の埋蔵 文化財包蔵地

秋 山氏館跡の発掘調査 が通知 された。通知 を受 け、平成 10年 10月 12日 ～21日 まで試掘調査

を実施 し、平安時代 か ら近代 に至 る遺構 。遺物が良好 な状 態で包蔵 されてい るこ とが確認

されたため、平成 11年度 か ら本調査 を行 うこ ととなった。

しか し、調査着手時点で調査対象地 区 中央部分 の用地 が未買収 であったため に、全体 を

3分割す る形で西側 をA地区、 中央部 を B地区、東側 を C地区 と し、平成 11年度 にA・ C

地 区、平成 12年度 に B地区の調 査 を段 階的 に実施 した (図 1)。

調査対象 とな る計 画街路予定地 は東西約 70m、 南北約 15mで、面積約 1050m2で あるが、

現地 は民家が隣接 し、既存道路 は道幅が狭 く交通量 も多い。 その ため対象面積 すべ て を調

査 す るこ とは危険で あ る と判 断 し、隣接地 か らやや引 いた ところで調査 を実施 した。 C区

につ いては、調査 区北側 に防火水槽 が埋設 されていた こ ともあ り、調査面積 は大幅 に狭 い

もの となった。 したが って、最終 的 な調査面積 は約 850m2で あ る。

第 2節  試掘調査 と基本層位

試掘調査 は、 当初 は地 下の状 況把握 を目的 に、入力で 2m四 方のグ リッ ド5か所 を掘削

した。結果的 に複数の時代 の遺物 とともに遺構 の存在 が確 認 され たため、 トレンチに よる

確 認作業 に移行 した。表土 は重機 に よ り掘 削 を行 い、確 認面以下 は人力 に よ り掘削及び確

認作業 を行 ってい る。試掘 で はA地区で60ぜ、 C地区で 10∬ の面積 を調査 し、 ピッ ト・ 溝

跡・ 水溜状遺構等 を検 出す る とともに、地形 が南側へ緩や か に傾斜 してい る状況が把握 さ

れた。遺物 も平安時代 の もの を中心 に、近世・近代 まで出土す るこ とが確 認 された。

本調査地区の上壌 は、基本 的 に砂質 で、粘性 が弱 い。言 い換 えれば水の浸透性・速乾性

に優 れた土壊 であ る反面、保水性 。耐水性 が弱 い といった特徴 が あ る。基 本層位 は、表土

か ら約 60cm前 後 の レベル で暗褐 色砂質上が夜 い、直下 に洪水 に よる と考 え られ る粗粒砂層

が 5～ 10cm程 度堆積 してい る。下層 は黒褐色砂質土が微妙 に変化 しなが ら堆積 し、断面 中

で 3面 ほ ど遺構面 を確認 で きた。

土層堆積状況か ら、遺構 面 は近世 で 2面、 中世で 1面存在 す るこ とが想定 され、上 層の

近世面か ら調査す るこ ととし、最終 的 に中世面 までの調査 を目標 とした。

第 3節  調査の方法

平 成 11年度 の調 査 対 象 で あ る A・ C地 区 につ いて は、 6月 21日 か ら面積 的 に規模 の大 き

い A地 区 の調 査 に着 手 し、終 了後 速 や か に C地区の調 査 を実施 した。 試掘 調 査 の成果 に基

づ き、 重機 に よ り概 ね粗 粒 砂 層 レベ ル まで全体 の掘 削 を行 った。 砂 層 は広 範 囲 に確 認 され

た もの の、 主 に調 査 区 中央 か ら南側 に限 り堆積 が認 め られ た。 また、 南側 も帯状 に砂 層 が

途切 れ て いた こ とか ら、 土 塁状 の 高 ま りの存在 を確 認 した。 よって、 この段 階 か ら人 力 に

よ る調 査 へ と移行 した。 B・ C地 区 の調 査 にお いて も重機 に よ る掘 削 レベ ル は、 A地 区 の

調 査 成果 に基づ いて 設 定 し、 土 層 の変化 に応 じて随 時掘 削 作 業 を進 め た。
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甲府市 において は、近年本格 的 な調査 が市 内各所 で行 われてい るため、他遺跡群 との関

連性 を考 える上 で共通 の方向性 を持 たせ る必要性 が あ る と考 え、 X・ Y座標 で計算 され た

国土座標 に よる基 準杭 を導入 した。調査 区内は木枕 に よ り5m四 方の碁盤 目状 のグ リッ ド

を設定 し、北 か ら南へ A～ Iま でのアル フ ァベ ッ トと、西 か ら東へ 1～ 15ま での算用数 字

を付 して表記 した (図 1)。 各 グ リッ ドは北西隅 にあた る杭 を基 準 と し、グ リッ ド番 号 はア

ル フ ァベ ッ トと算用数字 を組合せ た もの を名称 として用 いた。遺構 実測、遺物取 り上 げ に

際 しては、すべ てグ リッ ドに合 わせ て記録 した。個 々の遺構 は平面形態の確 認後、 ピッ ト

な ど小型の追構 は半裁 、土羨 な ど大型の遺構 は二分法 、或 は四分法 を用 い、断 ち割 りに よ

って断面観察 を行 った後 、完掘 した。

第 4節 調査の経 過

平成 11年度 (A地 区・ C地区)調査

A士也E至  (ヨ司垂曇要月FHH : 1999.6 .21´ -1999.12.3)

6月 21日  重機 に よる表 土 除去 を開始。平行 して精査、遺構確 認。

6月 22日  1号堀跡確 認。

6月 29日  重機 に よる表 土掘削終 了。全体精査。 中央 に土層観 察用ベル トを残 す。

7月 5日  1号 土塁跡、根石列確 認。

7月 6日 ～18日  雨等 に よる天候不順 のため作業 中断

7月 22日  1号 堀跡、 1号土塁跡検 出。

8月 2日  東京大 学・ 国学院大学学生調査参加。

8月 3日  1号 堀跡掘 削 開始 (部分調査 )。 調査 区杭打 ち。 グ リッ ドを設定す る。

8月 9日  甲府 市 内の小学生発掘体験。

9月 9日  検 出 した幕末 ～近代遺構 の全体撮影。

10月 22日  重機 に よる堀跡 の掘削 開始。 中央 に残 したベル トを除去 。

10月 23日  堀 際の杭列検 出。午後、地元住民 を対象 に遺跡見学会 を行 う。参加者約 70名 。

10月 25日  シン技術 コンサル に よるA地区 1回 目の航 空写真測量 を実施。

10月 26日  遺構検 出面 下層 の精査及び掘削開始。

10月 27日  集石 墓群 の調査 を開始。

10月 29日  ピッ ト、土羨新 たに検 出、随時掘 削。

11月 16日  22号土羨 墓検 出、掘削。

11月 19日  山梨文化財研究所 畑大介氏来訪。

11月 20日  1号 土塁跡下 よ り新 たに集石 墓 を検 出。

11月 22日  A地 区 2回 目の航 空写真測量 を実施。

11月 26日  山梨文化 財研 究所  畑大介氏来訪。 22号土羨 墓 の骨 を取 りあげ る。 30号土羨 及

び 13号溝跡 の存在 を確 認 し掘削。

12月 1日  豊富村教 育委員会  岡野秀典氏来訪。

12月 2日  秋 山氏館跡 A地区の調査 を終 了す る。

12月 3日  事務所等後 片付 け。

C地区 (調査期 間 :1999.12.6～ 1999。 12.28)

12月 6日  重機 に よる表 土剣 ぎ及び人力 による掘削 開始 。全体精査。

12月 7日  近代 の水溜 め を検 出。 この他 ピッ ト、土羨 を検 出。随時掘 削。

12月 8日  調査 区杭打 ち。 グ リッ ド設定。
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12月 15日

12月 16日

12月 17日

12月 20日

12月 21日

12月 22日

12月 28日

74号・ 75号土羨 の骨 を検 出。

山梨文化財研究所 畑大介氏来訪。

平行 して工事立会 を行 っていたA地区 よ り石組 み井戸 を検 出。 C地 区の ピッ ト

群 はほぼ完掘終 了。 C地 区 1回 目の航 空写真測量 を実施す る。

遺構検 出面下層の掘削開始。精査、遺構検 出後、随時掘削。

74号土療 の骨 を取 りあげ る。

75号土羨 の骨 を取 りあげ る。

C地 区 2回 目の航空写真測量 を実施。平成 11年度調査 を終 了す る。

平 成 12年 度 (B地区)調 査

B地 区 (調査 期 間 :2000,7.21～ 2000.10.17)

7月 21日  重機 に よる調 査 区表 土剥 ぎを開始 。

7月 22日  表 土刹 ぎ終 了。 全体 精 査 開始 。

7月 24日  調 査 区杭 打 ち。 グ リッ ドの 設 定。

8月 2日  遺 構 確 認終 了。 上羨 ・ ピ ッ ト群 の掘 削 を開始 。

8月 4日  調 査 区西壁 にお いて地 境 の石 垣 検 出。

8月 9日  15号溝 掘 削 開始 。

8月 4日 ～18日  午 後 雷 雨 が続 き、午 前 中の 多 くを現 場 の排 水 や復 旧作 業 に費や す。

8月 24日  豊 富村 教 育委 員 会  岡野秀 典 氏来 訪 。

9月 1日  豊 島 区教 育委 員 会  橋 日定 志氏 、成 田涼 子 氏 、 水 本和 美 氏来 訪 。

9月 7日  シ ン技 術 コ ンサル に よる 1回 目の航 空写 真 測 量 を実施 。

9月 12日  11日 か らの 雨 が記録 的 な集 中豪 雨 とな り現 場 全体 が水 没 。

9月 19日  18。 19溝跡 掘 削 開始 。

10月 5日  サ ブ トレンチ を掘 削 し、 22号溝 跡 の状 況 を把握 。

10月 12日  2回 目の航 空写真 測 量 を実施 。

10月 17日  現 場撤 収 。

12月 20日  調 査 区南側 の残 地 と既 存 水 路 解 体 部分 の試掘 。 15・ 18・ 19溝跡 延 長 を確 認。

12月 21日  試掘 調 査 終 了。
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図 1 調査区域 とグリッ ド配置図
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第 2章 秋山氏館跡の概要

第 1節 遺離の立地

秋 山氏館跡 は、甲府市街地西部 を南 に流下す る荒 ,II中 流域西岸の 自然堤 防上、標 高265m
に立地す る。荒川 は秩父 山地 を源 に甲府盆地 を南流す る。流 長 34km、 流域面積 1821on2、 甲府

市の主要河川 であ り、金石橋付近 よ り西南方向 に広が る荒川扇状地 を形成 し、市最 南端の

大津町で笛 吹川 と合流 す る。荒川 は音羽橋付近 か ら天丼川 の傾 向 を示 し、 これ まで下流域

一帯 に多 くの水害 を引 き起 こ して きた。

秋 山氏館跡 の所在 す る甲府市高畑 の地名 は、文献史料 には ｀
高 畠

″ として記載 されてお

り、周囲 よ り比較 的高地 になっていたこ とか らその名がつ いた といわれ る。 1997年 度地形

図 をみ ると、遺跡 は東西約 100m、 南北約 130mの範 囲 に展開 してお り、現在 は多 くが住宅

地 となってい る。

第 2節  歴 史的環境

秋 山氏館跡周辺 に所在 す る上石 田遺跡、上石 田 B遺跡、宮北遺跡、大北河原遺跡、久保

北河原遺跡 な どの分布状況か らみ ると、河サIIに よ り形成 された 自然堤 防や微 高地上 に古 く

か ら集落が点在 していた様子がわか る。上石 田遺跡 で は縄文時代 中期 中葉 か ら後葉 にか け

ての 3軒の住居址 と大量 の上器 と石器が出上 し、低地 に営 まれた縄文集落遺跡 として注 目

を浴 びた。他の追跡 はいずれ も平安時代 の集落 と考 え られ、平安期 に新 たな開発者 に よる

集落経営が展開 された もの と考 え られ る (図 2)。

甲府市域 は、奈良 。平安時代 には甲斐国の旧山梨郡・ 巨麻郡 に属 し、荒川 が両君[の 境 で

あった ともいわれ る。現在 で も設置 された郷名 を遺称 とす る地名が多 く残 ってお り、高畑

の一帯 を、 巨麻郡 の東端 にあた る青沼郷 の一部 とす る見方 もある。奈良時代 には、高畑 に

治水の神 を所巳った住吉本申社 が勧請 された との記録 が あ り(『 甲斐 国志』巻 ノ60)、 水害の絶

えなか った土地柄 を窺 うこ とがで きよう。

中世 の高畑 は、一条郷 あるいは青沼郷 の一部 とな り、 甲斐源氏の庶流 で ある一条氏の支

族、高 畠氏が治めていた といわれてい る (『 甲斐国志』巻 ノ95)。 一条氏 を最初 に称 したの

は、武 田信義の男、忠頼 である。忠頼 は甲府市 中心部か ら南東 にかけて展開 していた と考

え られ る一条郷 を本拠 とし、一条小 山の地 (現 甲府城跡 )に 居館 を構 え一条氏 を称 した。

しか し、一時 は鎌倉幕府 と肩 を並べ るほ どの勢力 を誇 った甲斐源氏 も、勢力拡大 を恐れた

頼朝 に よ り忠頼以下板垣兼信、安 田義定が次々 と失脚 させ られ る中で、一条氏の名跡 は一

旦途絶 えて しまう。 その後、忠頼の弟で頼朝 の寵愛 を受 けていた武 田信光の四男、信長が

一条氏 を名乗 り、 その子信行が高 畠氏 を称 している。高 畠氏 は『一蓬寺過去帳』 に記載が

あるが、以後 の行方 は明 らかではない。戦 国時代 には、高畑 で秋 山越前守虎康 の名がみ ら

れ る。

秋 山氏 は一条氏 と同 じく甲斐源氏 であ り、加賀美遠光の長男、光朝 を祖 とす る一族であ

る。光朝 は山梨県 甲西町秋 山村 を根拠 とし、秋 山氏 を称 した。秋 山虎康 は、武 田信 玄の次

男竜宝の付 け人であった との記録 が ある (『 甲陽軍鑑』品第 17・ 『甲斐国志』巻 ノ109)。 い

つ頃か ら高畑 に居住 す るようになったかは不 明である。武 田氏減亡後、女子 を穴 山梅雪の

養女 として家康 に献 じてお り、越 前守虎康 の子孫 は江戸幕府 の旗本 となってい る。『甲斐国

志』 (巻 ノ44)に よる と、かつ て長慶寺 とい う寺が あ り、高 畠村 南境 の笠屋天神 の宮寺であ
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ったが、洪水 で罹災 し北 山筋 に移転 してい る。移転 に際 して、納 め られていた虎康 の位牌

も移 した こ とが記載 されてい るが、現在寺院の所在 は不 明で ある。

『甲斐 国志』に よる と、高畑 内には秋 山虎康 と別系統の秋 山氏の存在 も記述 されてい る。

武 田信 玄の重 臣であ り、織 田軍 に よって美濃岩村城 で刑死 した秋 山伯 者守信友の男、民部

右衛門 にゆか りの ある秋 山孫右衛門 も高畑 に居住 していた こ とが記録 されてい る (『 甲斐国

志』巻 ノ109)。 時期 的 には徳川幕府が成立す る前後 の こ とで あ り、武 田減亡後 に出仕 し、

移封 されたか、新 たに士官 して登用 された ものか、 どの ような経緯 で 当地 に居 を構 えるこ

とになったのか は不明で ある。

秋 山孫右衛門 は民部右衡門、荘兵衡、平太大、兵助 と相続 した家系 で あ るが、 『甲斐 国

志』では孫右衛 F]は 宝永 2年 (1705)に は高畑 に住す とある。何 れ に して も虎康 の系統で

はない と判断 され るため、本遺跡 は、民部右衡門 に縁 の ある秋 山氏の館跡 ない しは屋敷跡

であ ると推浪1さ れてい る。 しか し、秋 山輔正氏蔵 の秋 山家文書 にある家系 図及び万延元年

(1860)に大和郡 山の柳沢氏 に出 された奉公願書 と『甲斐 国志』の記載 に異 な るところ も

あるため、詳細 は現段 階で は不 明 と言わ ざるを得 ないが、秋 山家文書 に よると、慶長 10年

に 1よ 高畑 に居 を構 えた こ とが言己載 されてい る。

武 田氏滅亡後 に入国 した徳川 家康 は、武田家の旧家 臣団、寺社、各郷村 の所領安堵 を行

うと共 に起 請文 を差 しだ させ、本格的 な領 国経営 に着手 してい る。高 畠に関す る もので は、

天正 10年 (1582)11月 20日 に青沼助兵衛 に本領 の高 畠において 「高 畠之内定物」 として 5

貫文、同年 12月 3日 には市川 以清斎元松 に本領 として「高 畠本在家」300貫 文、12月 12日 に

は志村又左右衛 門尉 に本領 として「高 畠内塩屋分」18貫 文 を安堵 してい る。『一蓮寺過去帳』

に文明 16年 (1484)2月 24日 に高 畠で 「シホ屋」逆修 と記載 されてい るが、同一の塩屋 で

あろ うか。

高畑 は甲府方面 と身延方面 をつ な ぐ交通 の要路 として古 くか ら利用 されていた らしく、

一条小 山あた りか ら南下 し、「高畑 の渡 し」か ら荒川 を渡 り、高畑村 か ら下石 田 を経 由 して

駿州路西路 にで る旧身延路 を利用す るル ー トと、山梨郡 西青沼村 で甲州道 中 と分 かれ、「西

条渡 し」 を利用 して荒ナIIを 渡 り、高畑村 と上石 田村 の境 を南西 に進 み駿州路 に至 る河内道

を不可用す るル ー トが あ る。

「高畑 の渡 し」は、古代 。中世 か ら使 われていた古道 と伝 え られ、道沿 いに高畑住吉神社

が ある。「高畑 の渡 し」に関 しては秋 山家文書や万延元 申年二 月の高畑村議 定書 に渡 しの維

持管理 を近 圏の郷村 で請 け負 っていた記録 が あ り、生活 に関わ る渡 しとして利用 されてい

た もの と思 われ るが、主 に人の往来手段 としての渡 し舟 で あった ようで ある。現在 「高畑

の渡 し」 は千秋橋、「西条の渡 し」 は荒川橋 として利用 されてい る。
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琴滲囀

1,秋山氏館跡  2,寿 町遺跡  3,上 石田B遺跡  4,上 石田遺跡

5,久保北河原遺跡  6,大 北河原遺跡  フ,渋沢遺跡  8,千 松院遺跡

9,青沼遺跡  18,青沼三丁目遺跡  11,太田町遺跡  12,湯田―丁目遺跡

13,伊勢町遺跡  14,食糧工場遺跡  15,幸町A遺跡  18,幸町B遺跡

17,木俣濤跡  18,般舟院跡  19,高畑の渡し  20,西条の渡し

図 2 秋山氏館跡周辺遺跡分布図
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第 3章 遺構 と遺物

2年度 に渡 る分割調査 であ り、かつ調査 区 中央部 にあた るB区が最終 の 12年度調査 とな

って しまったため、時期別 または調査順 を整理 して遺構番号 を付す こ とがで きず、遺構 の

性格等 に応 じて適時番号 を付 してい る。調査 区全体 で堀跡 1、 土塁跡 1、 水 溜状遺構 2、

埋甕 1、 建物跡 6、 柱 穴列 3、 溝跡 22、 土羨 83、 集石遺構 16、 井戸跡 4、 竪 穴状遺構 6、

石垣 1、 ピッ ト408が検 出 された。本文 中 にあ る重複関係 で溝跡 な ど大型の遺 構 につ いては

ピッ トとの切 り合 い関係 は省略 してい る。 また、 出土遺物 では図化 可能で あ った もの につ

いて は、番号 を記載 してい るが、図化 で きない もの もあ るため、主 な出土 品の み を列記 し、

時期 の明確 な もの につ いては具体 的 な年代 を提示 してい る。

第 1節 堀跡

1号堀跡  (図 3 ・ 4 ・ 24・ 25)

調査 区西側 A・ B・ C・ Dl～ 3を 中心 に検 出 された。堀跡 は屋敷地 の南 西隅が検 出 さ

れてい る。堀跡 は江戸初期 に秋 山氏が屋敷地 を造成 した段 階で掘削 され、 その後徐 々に拡

張が行 われ戦後 くらい まで高畑周辺の生 活用水 として機 能 していた ようで あ る。南北 は調

査 区外へ広 が るが、南端 は「 L」 宇状 に東へ 曲が り、既存道路 と重複 してい く。屋敷地 内

に当た る東側 には小規模 な土塁が設 け られ てい るほか、護 岸 として木枕列 が 3列検 出 され、

堀 の ライ ンの推移が確 認 された。西側 は調査 区外 に立 ち上 が りが ある と考 え られ る。総延

長 は不 明で あるが、堀幅 は約 8mと 考 え られ る。堀跡 は大 き く 4時期 の変遷 が確 認 され、

1期 には南端 で大 き く東へ屈 曲 し、既存道路 方向 に展 開す る。南 には一部 に 1号石積 が施

され る。 2期 には木杭 に横板 を渡 して 1号石積以東 を部分 的 に閉鎖 し、流路 の変更 を行 っ

て い る。 3期 |こ は南封ヒ方向 を木オ九に よ り直線 的 に改修 し、 隅吉田は完全 にとす鎖 し、 /Jヽ 規模 な

桝 池状施 設 を設 ける。 4期 の最終段 階 には 3期 の内側 に木杭列 を打 ち流路 を直線化 し、調

査 区北側 に淡水魚用 の魚桝が設 け られ る。 1期 は江戸期、 2期 は幕末 ～明治、 3期 は大正、

4期 は日召和 と

'争

え らヤとる。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :1～ 30。 他土師器、須 恵器等古代 か ら近現代 までの遺物 多数。漆 椀 1点 出土。

時  期 :近世初頭 ～現代。

第 2節  土塁跡

1号 土塁跡 (図 3・ 4・ 25)

1号堀跡 東 か ら調 査 区南側 にか けて確 認 され た小規模 な高 ま りで、調査 段 階で は幕 末

～明治の洪水 に よる砂層が土塁跡検 出部分 で帯状 に途切 れていたため確 認 で きた。上部 は

削平 されて基底部 のみ検 出 されたため、全容 は不 明であ る。残存値 で幅 は北側 で約 3.20m、

南側 で 5m、 高 さは残存値 で約 0.3m程度 で あった。堀の形状 に合 わせ て南東部 は屈 曲 して

い る。

重複 関係 :11号集石遺構、 32・ 33号遺構 を切 る。

出土遺物 :31～ 41。 他 に淳州窯系青花皿 も数点合 む。

時  期 :近世初頭 ～近代。
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第 3節  水溜状遺構・ 埋甕

1号水溜状遺構 (図 4)

A区の調査 区中央 D6グ リッ ドか ら検 出 され たが、平面形 はほぼ方形で、四面 に木枕 を

打 ち込 んで横板 を渡 した もので壁面 を補強 して いた。下層 は粘土質 の上が堆積 してお り、

水が溜 め られて いた状 況が明確 にわか った。

重複関係 :2号溝跡 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。かわ らけ。

時  期 :近代 。

2号水溜状遺構 (図 4)

C区南東隅か ら検 出 されたが、遺構 の平面形 は隅丸方形 で北 。西側 には丸太が設置 され

ていた。南 。東側 は調査 区外 に展開 してい るため、全容 は不 明で あ るが、遺構 の立 ち上 が

り部分 には根 に よる小 さな穴が無数 に確認 されてい るため、立 ち上 が り部 には生 け垣 が廻

っていた と考 え られ る。

重複 関係 :21号溝跡 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。在地土器、瀬戸美濃 。肥前 陶磁器、ガ ラス製品等。

時  期 :近代 。

1号埋甕 (図 4)

甕 の体部 か ら日縁部 にか けて はすで に失 われてお り、底部付近 のみ出上 した。 中か らは

ウ リ科植物 の種 子 も出土 してい るため、水甕 とい うよ りも厠遺構 で ある可能性 もあ る。掘

り方の径 は約 46cmで あ る。

重複関係 :な し。

出土遺物 :図化遺物 な し。甕底部他、金属製品。

時  期 :幕末 ～近代 か。

第 4節 建物跡・ 桂 穴列

1号建物跡 (図 5)

C4グ リッ ド内で確 認 されてい る。 ピッ ト146・ 167に は径約 15cm前 後 の柱材 が残存 して

お り、 柱 FHlは 南ゴヒ約 1.85m、 東西約 3.60mで ヌみる。 主車由は南北方向で、 オ主FHlは南封ヒ約 1.90

m、 東西 は3.40m・ 3.60mと 東西が若千歪む。

重複関係 :12号溝跡、 30・ 35号土羨、 4号集石遺構 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。 ピッ トか らは土師器等 が 出土。

時  期 :江戸期 か。

2号建物跡 (図 5)

D6・ 7グ リッ ド内で確認 された建物跡で、主車由は東西方向で ある。柱 間 は東西約 1.90

m・ 2.30m、 南 Jヒ 約 2.20mで あ る。

重複 関係 :1・ 2号溝跡 に切 られ る。 3号建物跡、 2号柱 穴列 との重複関係 は不 明。

出土遺物 :図化遺物 な し。 ピッ トか らは土師器等 が 出土。

時  期 :江戸期 か。
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3号建物跡 (図 6)

D6・ 7グ リッ ド内で確 認 され、 1号建物跡 同様 ピッ ト28・ 96・ 209か らは径約 15cmの 柱

材 が検 出 されてい る。建物 の主軸 は南北方向で、柱 間 は南北が約 1.90m、 東西が約 2.40m
～2.50mで あ る。

重複関係 :1・ 2号溝 跡 に切 られ、 2号建物跡、 2号柱 穴列 との重複 関係 は不 明。

出土遺物 :図化遺物 な し。 ピッ トか らは土師器、肥前磁 器 が出土。

時  期 :江戸期。

4号建物跡 (図 6)

中世面 の調査段 階で D7・ E7グ リッ ド内 において確 認 された建物跡で、主軸 は南北 方

向で、柱 間 は南北 が約 2.10m・ 1.60m、 東西約 1.90m前 後 で ある。

重複関係 :1・ 2号溝跡 に切 られ、 28号土羨、 2号井戸跡 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。 ピッ トか らは土師器等 が 出土。

時  期 :中世 か。

5号建物跡 (図 7)

G llグ リッ ド内で検 出 された建物跡 であ る。主軸 は東西方向で、柱 間 には場所 に よ り違

いが あ るが、 南封ヒ約 2m前 後 、 東西 1.95m・ 2.70m前 後 で あ る。

重複 関係 :4号竪穴状遺構 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。 ピッ ト内か ら土師器等 が 出土。

時  期 :江戸後期 か。

6号建物跡 (図 9)

A区南壁 際付近 で小石 を集 めて根石 とした建物跡 が確 認 されてい る。土塁跡 の一部 を利

用 してい るためか、北側 よ リー段高 い場所 で検 出 されてお り、秋 山家 に所蔵 されてい る屋

敷絵 図内に描 かれてい る長屋門の基礎 と考 え られ る。

重複 関係 :8号溝跡、 11・ 15・ 21・ 23・ 27・ 36号土羨 、 2・ 3・ 6・ 12号集石 を切 る。

出土遺物 :な し。

時  期 :江戸後期 か ら近代 。

1号柱 穴列 (図 5)

C7・ D8グ リッ ドにか けて確 認 された。柱i列 主車由は東西方向で、柱 間は1.80m～ 2.10

mで あ る。

重複関係 :1・ 3・ 7号溝跡 に切 られ、 18号土羨 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。 ピッ ト内か ら土師器等 出土。

時  期 :江戸期 か。

2号柱 穴列 (図 7)

D6グ リッ ド付近 で確 認 され、主軸方向は南北で、柱 間 は1.90m・ 2.10mで ある。北側

は調査 区外 に展開す る と考 え られ る。

重複 関係 :1・ 2号溝跡、 9号土療 に切 られ る。 2・ 3号建物跡 との重複関係 は不 明。

出土遺物 :図化遺物 な し。 ピッ トか ら土師器等 出土。

時  期 :江戸期 か。
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3号柱 穴 列 (図 7)

D7・ E8グ リッ ドで確 認 され、 主車由は東 西 方 向 で あ る。柱 間 は1.70m～ 2.10m。

重複 関係 :4号 建 物 跡 と重複 す るが 、 前後 関係 は不 明。

出土 遺 物 :図 化 遺 物 な し。 ピ ッ トか ら土 師 器 等 出土 。

時   期 :中 世 ～近 世 。

第 5節  溝 跡

1号溝 跡 (図 9。 26)

洪 水 に よ り堆 積 した砂 層 の 除去後 に検 出 され た東 西 方 向 に延 び る溝 跡 で あ り、 長 さ約 25

m、 幅約 1.20mで あ る。 平 面 形 は所 々で歪 ん で お り、 西 は C4グ リッ ド内の上 塁 手 前 で終

わ って い る。 水 の流 れ た痕 跡 はな く、 聞 き取 り調 査 で は近 代 に畑 が存在 して い た こ とが確

認 され た た め、 畑 の畝 の よ うな もの と考 え られ る。

重 複 関係 :3号 溝 跡 に切 られ る。

出土遺 物 :42・ 43。 古代 か ら近代 まで の遺 物 。

時   期 :近代 。

2号溝 跡 (図 9・ 26)

1号溝 跡 と並 行 して検 出 され て い る。 中央 で部分 的 に浅 くな り途切 れ るが、 長 さは約 26

m、 幅約 1.40mで あ る。 西 は D4グ リッ ド内 で終 わ って い る もの の、 東 は調 査 区外 に延 び

て い る。 や は り、水 の流 れ た痕 跡 は な く、畑 の畝 と考 え られ る。

重複 関係 :3号 溝 跡 、 1号 水 溜状 遺 構 に切 られ る。

出土 遺 物 :44～ 48。 古代 か ら近代 まで の遺 物 。

時   期 :近代 。

3号溝 跡 (図 9)

D8グ リッ ド内で南へ屈 曲 し、 E8グ リッ ド内で止 まってい る。 それ以降 は撹 舌Lと 試掘

段 階で掘 削 されてい るこ ともあ り確 認で きなか った。長 さは約 13m、 幅約 0。 4m程度 で、遺

構 の性格 は不 明で ある。

重複 関係 :1・ 2・ 6号溝跡 を切 る。

出土遺物 :図 化遺物 な し。他 に上師器等。

時  期 :近代 。

4号溝跡 (図 9)

東西約 3.30m、 幅約 0.8mであ り、 1・ 2号溝跡 と形 1伏べP方 向が類似 T"る こ とか ら、月田の

畝 と考 え られ る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器等。

時  期 :近代 。

5号溝跡 (図 8)

B3・ C3グ リッ ド内の土塁跡基底部 か ら検 出 された溝跡 で、 当初 は木杭 と横 板 が存在

したため土塁の上留め と考 え られたが、掘 削 した ところ水 の流 れた痕跡が認 め られ たため、

溝跡 と して扱 った。長軸 は南北約 6.70m、 幅約 0.5mで あった。
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重 複 関係 :土塁 を切 る。

出土遺 物 :図化 遺 物 な し。 他 に土 師 器 、瓦 等 。

時   期 :19世紀 以 降。

6号溝 跡 (図 9)

D8グ リッ ド内 で検 出 され たが、 北側 は撹 乱 に よ り破 壊 され て い るた め全体 の 規 模 や 方

向性 は不 明 で あ る。 主軸 は東 西 方 向 で約 80cm、 幅 約 30clnで あ った。

重 複 関係 :3号 溝 跡 に切 られ る。

出土遺 物 :遺物 な し。

時   期 :近代 。

7号溝 跡 (図 8・ 26)

C7・ D7グ リッ ド内で検 出 され た溝 跡 で、 北 側 は調 査 区外 に延 び て い る と考 え られ る

が 、 南側 は 1号溝 跡 に切 られ た ところで途 切 れ て い る。 主軸 は南北 方 向 で約 4。 30m、 幅約

lmで あ る。

重複 関係 :1・ 2・ 3号溝 跡 に切 られ 、 18号土 羨 を切 る。

出土遺 物 :49～ 51。 土 師器 、灰 釉 陶器 少 量 。

時   期 :江戸後 期 か。

8号溝 跡  (図 8 ・ 26)

F7・ 8グ リッ ドにか けて検 出 され て い るが 、 F8内 で北側 に屈 曲 し、 弱 く湾 曲 しなが

ら調 査 区外 に延 び る。主軸 は東 西 方 向 で約 8.30m、 幅 約 0.6mで あ る。何 らか の 区 画性 の あ

る溝 跡 と考 え られ る。

重 複 関係 :11号土 羨 に切 られ、 3・ 6・ 12号集石 遺 構 を切 る。

出土遺 物 :52～ 54。 土 師 器 、在 地 上 器 等 。

時   期 :中 世 後 半 。

9号溝 跡  (図 10・ 26)

C6・ D6・ E6グ リッ ド内で検 出 され 、 主軸 は南北 方 向 で北側 は調 査 区外 に展 開 し、

南側 は E6内 で止 まって い る。検 出 され た範 囲 で 長 さ約 9.80m、 幅 は中央 部 分 が 狭 ま るた

め北側 で約 1.70m、 南側 で約 2.20mで あ る。堆 積 状 況 か ら水 は常 に溜 まって い た と考 え ら

れ るが、上 層 は人為 的 に埋 め戻 され、確 認 面 上 で は硬 化 して い た。

重 複 関係 :1・ 2号溝 跡 、 1号 水 溜状 遺 構 に切 られ、 22・ 29号土羨 、 8号 集石 遺 構 、 1号
井 戸 跡 を切 る。

出土遺 物 :55～ 57。 土 師 器 、須 恵器 、 灰 釉 陶器 、瀬 戸美 濃 陶器 等 小 片 多数 。

時   期 :中 世 後 半 ～近 世 初 頭 か。

10号溝 跡 (図 10・ 26)

B4。 C5グ リッ ド内の調 査 区壁 際 にお い て検 出 され 、 北側 半分 は調 査 区外 に展 開 して

い る と考 え られ る。 主軸 は東 西 方 向 で約 7.20m、 幅約 1.60mで あ る。平 面形 は不 整 形 で全

体 に浅 く、 自然 流 路 と思 われ る。

重 複 関係 :12・ 13号溝 跡 、 30号土羨 を切 る。

出土遺 物 :58・ 59。 土 師器 少量 。

時   期 :近世 か。
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11号溝跡 (図 8)

調査 区 中央 E5グ リッ ド内で検 出 され た。長軸 は東西方向で約 5.85m、 幅約 0.3m。 8号

溝跡が延長上 に存在 してお り、何 らかの関連 が あ る もの と考 え られ る。

重複関係 :14・ 19号土羨 に切 られ、 9号 集石遺構 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器少量。

時  期 :中世後 半 ～近世初頭。

12号溝 跡 (図 8)

C4グ リッ ド内で確 認 され たが 、 南 側 は判 然 と しな か った ため全体 を検 出す るこ とが で

きなか った。検 出 され た範 囲 で長軸 は南 北 方 向 で約 5.50m、 幅 約 0.3mで あ る。

重 複 関係 :1号 建 物 跡 に切 られ、 13号溝 跡 、 30号土羨 を切 る。

出土遺 物 :図 化 遺 物 な し。他 に土 師 器 、 在 地 上 器 等 。

時   期 :中 世 。

13号溝跡 (図 11・ 26・ 27)

C4・ D4グ リッ ドにおいて調査終 了間際 に検 出 された。 そのため南側 につ いては部分

的 に未調査 の まま終 了 した。主軸 は南北 方向で30号土羨 に北側 を切 られ るため、残存 して

いた範 囲で長 さ約 3.50m、 幅約 0。 8mで あ るが、調査 区北壁 30号土羨 に切 られた13号溝跡 の

セ クシ ョンが確認 で きたため、溝跡 は調査 区北側 に延びていた もの と考 え られ る。 また覆

土上層 には拳大 か ら人頭大程度の礫 まで多数の礫 が投 げ込 まれていた。

重複 関係 :12号溝跡、 30号土羨 に切 られ、 22号溝跡 を切 る。

出土遺物 :60～ 68。 土師器、須 恵器、灰釉陶器、在地土器、 白磁 、 常滑、石 製 品等 多数。

時  期 :15世紀 ～16世紀。

14号 溝跡及び 1号石垣 (図 12・ 27)

B区西壁 際の 1号石垣基底部 か ら検 出 された溝跡で、主軸 は南北方向で長 さ約 8.50m、

幅約 0.15mで ある。 1号石垣 の側溝 と考 え られ る。 1号石垣 は割石 な どを 2段程度積 み上

げてい るが、基底部 には松材 と思 われ る胴木 を杭 でオ甲えなが ら渡 し、 その上 か ら石 を積 み

上 げてい る。検 出地点 は調査 区 A・ B区の境 界であ る と同時 に、昔 の地境 で もある位 置で

検 出 され たため、秋 山氏屋敷 と外部 とを区画す る施 設で あった と考 え られ る。

重複関係 :15。 22号溝跡 を切 る。

出土遺物 :69～ 71。 在地土器、瀬 戸美濃・ 肥前陶磁器。

時  期 :18世紀 中葉か ら19世紀末。

15号溝跡 (図 12・ 27～ 38)

E9・ F9・ G9グ リッ ドを中心 に検 出 され、主車由は南北方向で長 さ約 14.70m、 最大幅

約 2.50mで あ る。 南側 には吉L分的 に石積 が施 されてお り、 石積裏側 には もう 1条の溝跡 が

確 認 され たため、 15号溝跡 は当初 F9・ G9グ リッ ド付近 で東側 に弱 く屈 曲 しなが ら流 れ

ていた もの を、 ある段 階で石積 に よ り封鎖 し、新 たに直線的な水路 に改修 した ことが判 明

していた。 したが って、調査段 階で は石積 で封鎖 された水路 を旧路 とし、 直線 の水路 を新

路 として取 り扱 った。後 日調査 区南側 の既存水路解体前 に調査 を した ところ水路 の延長が

確 認 され、 旧路 はその まま南側 に延 び るこ とが確認 され、新路 は西側 に屈 曲す るこ とが判

明 した。 15号溝跡 はA・ B区の境 界 に位 置す るため、 1号石垣 が構築 され る以前の地境 の

溝跡 と考 え られ る。 また、同遺構 か らは時期 的 に一括性 の高 い様 々な遺物群 が出上 してい
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る。 それ につ い て は、 出土遺 物 第 10節 並 び に考 察 を参 照 され た い。

重 複 関係 :14号溝 跡 、 3号 竪 穴状 遺 構 、 37号土 羨 に切 られ、 22号溝 跡 を切 る。

出土遺 物 :72～ 302・ 593・ 594。 他 には 中国青 磁 、 木 製 農具 、 用 途 不 明滲 製 品等 多数 。

時   期 :17世紀 ～ 18世紀 初 頭 か。

16号 溝 跡 (全体 図参 照 )

B区調 査 区南側 で検 出 され 、 南側 半分 は調 査 区外 に展 開 して い る。 主軸 は東 西 方 向 で 長

さ14m、 最 大 幅 0.7mで あ る。 全体 図 に記 載 され て い な いが、 東側 は C区 まで延 び て い た。

重複 関係 :3号 井 戸 跡 に切 られ、 17号 溝 跡 を切 る。

出土遺 物 :図 化 遺 物 な し。 他 に瀬 戸美濃 陶磁 器 、瓦 少 量 。

時   期 :近代 。

17号溝 跡 (図 11・ 39)

B区東側 G13・ H12グ リッ ド内で検 出 され、 平 面 形 は不 整形 で あ る。 主軸 は南 北 方 向 で

長 さ約 9m、 最 大 幅 で約 1.10mで あ る。 床 面 に は無 数 の小 さな穴 が検 出 され た た め 、 溝 肋

は生 け垣 の跡 で はな いか と考 え られ る。

重 複 関係 :16号溝 跡 に切 られ 、 22号溝 跡 を切 る。

出土遺 物 :303～ 305。 土 師器 、灰 釉 陶器 、 肥 前 陶磁 器 等 少 量。

時   期 :18世紀 中葉 以 降。

18号 溝 跡 (図 13・ 14・ 39～ 41)

主軸 を南 北 方 向 に有 し、調 査 区外 南北 方 向 に さ らに延 び て い る。 15号 溝 跡 に隣接 し、 北

か ら南 へ 緩 や か に傾 斜 して お り、 長 さは検 出 した範 囲 で 14.5mで、溝 幅 は北側 が約 1.80m

に対 し、 南側 が や や 膨 んで約 2.20m前後 で あ る。 土 層 堆積 をみ る と、上 層 で は水 の流 れ た

薄 い砂 層 も数 層確 認 で きた た め、 雨水程 度 の流 水 が あ った と考 え られ るが、基 本 的 に は低

い場所 にアlく が専留ま る程 度 で あ った と見 られ る。

重複 関係 :15号溝 跡 に切 られ 、 60号土羨 、 19。 22号溝 跡 を切 る。

出土遺 物  : 306-343・  589。

時   期 :16世紀 前 半 ～ 17世紀 初 頭 。

19号 溝 跡 (図 13・ 14)

18号 溝 跡 東 に隣接 して検 出 され たが、上 層 は無 数 の礫 が 充填 され て お り、礫 の 中 か らは

多数 の窪 み石 が 出上 した。主軸 は南 北 方 向 で長 さ約 12.70m、 最 大 幅 約 2.80mで あ り、F9・

10グ リッ ドに存 在 す る60号土羨 跡 も19号 溝 跡 に付 随 す る施 設 で あ る と考 え られ る。 溝 跡 は

B区試掘 調 査 にお い て延 長 が検 出 され たが、 試掘 調 査 区 内 で止 ま って い た。性 格 は不 明 で

あ るが 、何 らか の 区 画溝 で あ る と考 え られ る。

重複 関係 :40号土羨 、 18号 溝 跡 に切 られ、 61号土羨 、 22号溝 跡 を切 る。

出土遺 物 :344～ 388・ 591・ 592。 土 師器 、須 恵器 、 灰 釉 陶 器 、在 地 土器 、 常滑 、石 製 品 等 。

時   期 :15世紀 ～ 16世紀 。

20号溝 跡 (図 11)

B区北側 か ら検 出 され た溝。主軸 は東 西 方 向 で 長 さ約 9.70m、 最 大 幅約 0.9mで あ る。水

の流 れ た痕 跡 は な く、遺構 の性 格 は不 明 で あ るが 、 何 らか の 区画溝 と考 え られ る。

重 複 関係 :19号溝 跡 に切 られ 、 57号土羨 を切 る。
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出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器、在地上器。

時  期 :15世紀 か。

21号溝跡 (図 11)

H14グ リッ ド内で検 出 され、主軸 は南北方向であ る。長 さは4.50m、 幅約 lmで底部 は

所 々根穴が見 られたため、生 け垣 で はないか と考 え られ る。

重複 関係 :62号土羨、 2号水溜状遺構 に切 られ、 65。 69号 土羨 、 22号溝跡 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器少量。

時  期 :江戸期 か。

22号溝跡 (図 14)

主軸 を東西方向 に有 す る22号溝跡 は、平成 11年度段 階で はその存在 は確認 された ものの、

規模 や範 囲 につ いて は不 明の ままで あったが、平成 12年度 B区調査 において、サブ トレン

ヂ を1入 れ幅約 9。 20m以上 の 巨大 な溝跡 で あるこ とが判 明 した。総 延長な どは不 明であ るが、

少 な くとも調査 区の約 8割が この遺構 が埋没 した上 に展 開 して いた こ とにな る。 したが っ

て、調査 当初 は旧河川 で はないか とも考 え られたが、堆積状況 を見 ると下層 に砂層の堆積

は見 られ る ものの、礫等 は含 まれず、穏や かな水流 が確保 され ていた こ とと、下層 におい

て明瞭 に遺構 の ライ ンが確 認 で きたため、 単な る自然水路 で はな く人工 的 に造 り出 された

水路 で あ ると判断 した。下層 か らは甲斐型Ⅸ oX期の遺物 を主体 とした遺物群 が出土 し、

中には墨書土器 も数点合 まれていた。

22号溝跡 イまF llグ リッ ド付近 か ら立 ち上 が りが不 明日斎とな り、 ● ぐ1ヒ狽Jで 22号酋患跡 か ら

は軸 が外 れてい く大 きな落 ち込 みが検 出 された。 中か らは甲斐 型 XI期 を主体 とす る土器群

が出上 したため、 当初 は22号溝跡 を切 る23号溝跡 として扱 ったが、 22号溝跡 内で南側 の立

ち上 が りが まった く見 られ なか ったため、 22号溝跡の埋没過程 で投 げ込 まれた上層の遺物

群 と判断 した。 また、調査 区 A・ B区の境 日付近 で22号溝跡 の北側 の立 ち上 が りはまった

く捉 え られな くな り、 E10グ リッ ド付近 か ら調査 区北壁 にか けて は連続 した堆積 とな り、

15号溝跡 の存在 した E10グ リッ ド下層か らはさらにま とまった甲斐型Ⅸ・ X期の土器 を主

体 とす る遺物群 が出土 した こ とか ら、 22号溝跡 は E10グ リッ ド付近 で大 き く膨 らむ と同時

に、別方向か らもう 1条 の溝跡 が入 り込むのではないか と想定 した。遺構 の切 り合 い も最

も激 しい場所 であ り、遺構 の切 り合 い関係等 は明確 にで きなか った ものの、遺物 につ いて

は22号溝跡 の上層 として扱 った。詳 しくは「第 4章  考察」 にお いて図示 してい るため参

照 されたい。

最終的 な埋没時期 につ いて は、 中世段 階 には水路 として既 に機 能 していなか った と考 え

られ るが、最上層か ら15世紀 前後 と見 られ る土器類 が出土 して い るこ とか ら、多少の窪地

が残 っていた と思 われ る。

重複 関係 :調査 区内で最 も下層 の遺構 であ るため、多数の遺構 に切 られ る。

出土遺物 :下層 出土遺物  389～ 416・ 上層 出土遺物  417～ 425。

時  期 :9世紀後 半 ～10世紀後 半 を主体 とす る。           (佐 々木満 )

第 6節  土境

調査段 階で は、 出土遺物 な どか ら土羨墓 とみ られた遺構 もすべ て土羨 として取 り上 げて

い るため、図のみ別途分 けて提示 してい る。図化遺物 のない土羨 、性格不 明な土羨 につ い

ては一覧表 にまとめ掲載 してい る。
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1号土羨 (図 15)

F8グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。 平 面 形 は円形 、 長軸 64cm、 短 軸 60cm、 確 認面 か ら

の深 さ70cmを 測 る。遺 構 の性 格 は不 明。

重 複 関係 :な し。

出」二遺 物  : 426。

時   期 :近代 。

2号土羨 (図 15)

F8グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。 平 面 形 は楕 円形 、 長軸 92cm、 短 車由67cm、 確 認面 か

らの深 さ25cmを 測 る。遺 構 のイ性格 は不 明。

重 複 関係 :ピ ッ ト95を 切 る。

出土 遺 物 :427。

時   期 :江戸後 期 。

3号土羨 (図 15)

F9グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。遺 構 の北側 約 半分 は調 査 区外 に展 開 して い る と考

え られ るが、 平 面 杉 は ほぼ 円形 。 長軸 約 191cm、 短 車由約 110cm、 確 認 面 か らの深 さ94cmを 浪1

る。遺構 の性 格 は 当初 出土 品や 堆 積 状 況 か ら丼 戸 と考 え られ た が 、 1号 竪穴 状 遺 構 とセ ッ

トで厠 で あ る可 能性 もあ る。

重 複 関係 :8号 土羨 、 1・ 6号竪 穴状 遺 構 を切 る。

出土遺 物 :428～ 436。

時   期 :18世紀 中葉 ～ 19世紀 。

6号土療 (図 15)

E7グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。 平 面形 は不整 形 、 長軸 約 253cm、 短 軸 約 208cm、 確

認 面 か らの深 さ約 29cmを 測 る。遺 構 の形 状 か ら植 栽痕 と思 われ る。

重 複 関係 :9号 土療 を切 る。

出土遺 物 :437～ 443。

時   期 :19世紀 。

7号土羨 (図 15)

D7グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。 平 面形 はほぼ 円形 で あ り、 直径 約 98cm、 確 認面 か

らの深 さ19cmを 測 る。遺 構 の′
隆格 は不 明。

重 複 関係 :1号 溝 跡 、 ピ ッ ト62・ 65・ 86を 切 る。

世寺」二遺 物  :444。

時   期 :時期 不 明 。

11号土羨 (図 15)

F6・ 7グ リッ ドで確認 した土羨 で あ る。調査 区の壁 に一部 かか るが、遺存部分 で、平

面形 はほぼ円形、長軸約 287cm、 短軸約 238cm、 確認面 か らの深 さ86cmを 測 る。遺構埋土 は

ほぼ一括 の砂 で ある。南側 堀跡 と連続 していた可能性 が考 え られ る。

重複関係 :ピ ッ ト136。 156に切 られ、 8号溝跡 を切 る。

LL J二 遺物 : 445。 446。

時  期 :18世紀前半か。
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18号 土羨 (図 19)

C7、 D7グ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。調査 区北壁 に一部 かか るが、平面形 はほぼ

楕 円形、長軸約 220cm、 最 大幅約 101cm、 確認面 か らの深 さ約 14cmを 浪1る 。 出土 したかわ ら

けは、標 高 261.000～ 261.500mの 高 さで半円形 に配置 され てお り、周辺か ら馬 の歯や骨 の

細片が出土 してい る。何 らかの祭所E跡 と考 え られ る。

重複関係 :ピ ッ ト116に切 られ る。

出土遺物 :447～ 454。

時   期 :中世。

20号土羨 (図 19)

E5・ 6グ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。一部調査 区の壁 にかか るが、平面形 はほぼ 円

形、長軸 は約 119cm、 短軸 は約 110cm、 確 認面 か らの深 さ約 50cmを 測 る。上羨 の側壁 か らは

腐食 した状態の桶 の側板 を検 出 してお り、埋桶跡 と考 えてい る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器等。

時  期 :江戸期 。

22号土羨 (図 19)

C6グ リッ ドで検 出 した Lウ療て,あ る。 こ〒顧ittは ほ t譜梓豪卜

"修

、 J罠車由は260cm、 夕豆車由イよ154cm、

確認面 か らの深 さ16cmを 測 る。22号土羨 か らは人骨が 出上 している。骨 は遺存状態が悪 く、

頭蓋骨の半分 と一部小 片 を検 出 したのみで ある。被葬者 はあおむ けの状態で埋葬 されてお

り、体 の両側 にあた る位 置か ら六道銭 を出土 してい る。

重複関係 :9号溝跡 に切 られ る。

出土遺物 :455。 他 に土師器。

時  期 :15～ 16世紀 。

24号土羨 (図 16)

D8。 9グ リッ ドで検 出 した土羨 で、平面形 は円形 で あ り、直径約 140cm、 確 認面 か らの

深 さ42cmを 測 る。

重複関係 :1号竪穴状遺構 に切 られ る。

出土遺物 :456・ 457。 他須 恵器等。

時  期 :10世紀後 半。

25号土羨 (図 16)

C7グ リッ ドで検 出 した溝 で ある。平面形 は不整楕 円形 、長軸 は約 102cm、 短車由は76cm、

確認面 か らの深 さ31cmを 測 る。

重複関係 :2号竪穴状遺構 を切 る。

出土遺物 :458。

時  期 :10世紀後 半。

26号土羨 (図 16)

D8グ リッ ドで検 出 した上羨 で ある。一部調査 区の壁 にかか るが、平面形 はほぼ楕 円形

であ る と思 われ る。遺存部分 で、長軸約 75cm、 短軸約 51cm、 確 認面 か らの深 さ約 20cmを 測

る。遺構 の性格 は不 明。
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重複関係 :34号土羨 を切 る。

出三上遺物 :459・ 460。 他 かわ らけ等。

時  期 :中世 か。

27号土羨 (図 16)

F7グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。一部調査 区の壁 にかか るが、平面形 は不整 円形、

遺存部分 で長軸約 92cm、 短 軸 70cm、 確認面 か らの深 さ約 9 cmと 浅 い土羨 で ある。

重複関係 :23号土羨 に切 られ る。

出土遺物 :461。

時  期 :15世紀 ～16世紀 。

29号土羨 (図 16)

C6グ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。 9号溝跡 に切 られ るが、遺存部分 で平面形 は不整

楕 円形、長軸約 120cm、 短軸約 87cm、 確認面 か らの深 さ16cmを 測 る。

重複関係 :9号溝跡 に切 られ る。 ピッ ト221を 切 る。

置J」二撻垂リカ : 462・ 463。

時  期 :15世紀 ～16世紀 。

30号土羨 (図 16)

C4・ 5グ リッ ドで検 出 した土羨 であ る。一部調査 区の壁 にかか るが、平面形 は不整楕

「
I形 で長方形 に近 しヽ形 を してい る。 長車由約 403cm、  短 車由約 276cln、  確認面 か らの深 さ約 60cm

を測 る。今 回検 出 した土羨 の中で は最大 の上羨 で あ る。

重複 関係 :12・ 13号溝跡 に切 られ る。

出土遺物 :464～ 478。

時  期 :15世紀 ～16世紀

34号土羨 (図 20)

D8グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。平面形 は不整楕 円形、長軸約 206cm、 短軸約 147cm、

確認面 か らの深 さ約 30cmを 測 る。土療覆土 よ り、多量 の焼 土塊 を面的 に検 出 してい る。焼

土塊 には、骨の細片が多量 に含 まれてお り、人葬遺構 、 も しくは埋葬 に伴 う奈昆所 で はな

いか と思 われ る。

重複関係 :26号土羨 に切 られ る。

出土遺物 :479～ 484。 他土 RTF器、 かわ らけ等

時  期 :15世紀 ～16世紀 。

35号土療 (図 20)

B4、 C4グ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。平面形 は隅丸長方形、長軸約 253cm、 短軸約

179cm、 確 認面 か らの深 さ約 40cmを 測 る。遺構 は中ほ どで一段深 く掘 り込 まれてお り、覆土

には多量 の焼土片、骨の細 片が混 じる。土羨床面 中央部やや西側 か らは、面的 に焼土塊 が

検 出 されてい る。 34号土羨 と同 じく火葬遺構、 もしくは埋葬 に伴 う奈毘所 ではないか と思

われ る。

重複関係 :ピ ッ ト162に切 られ る。

出土遺物 :485～ 488。 他土師器、 かわ らけ等。

時  期 :15世紀 ～16世紀。
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44号土羨 (図 19)

H12グ リッ ドで検 出 した土羨。平面形 は円形、直径 は約 150cm、 確 認面 か らの深 さ約 50cm

を測 る。上羨 の側壁 に沿 って竹製の桶 の タガ を検 出 してお り、埋桶 と考 えてい る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :489～ 495。 他 に下駄 、曲物等。

時  期 :18世紀後 半。

53号土羨 (図 18)

G12グ リッ ドで検 出 した上羨 であ る。平面形 は不整 円形、長軸 は125cm、 短軸 は約 90cm、

確認面 か らの深 さ18cmを 測 る。遺構 の性格 は不 明。

重複 関係 :42・ 46号 土羨 に切 られ る。

出土遺物 :496。 他土師器等。

時  期 :16世紀 。

54号土羨 (図 18)

F llグ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。平面形 はほぼ円形、長軸 は146cm、 短軸 は144cm、

確 認面 か らの深 さ24cmを 測 る。遺構 の性格 は不 明。

重複関係 :57号土羨 に切 られ る。

出土遺物 : 497・ 498。  他三L師器等。

時  期 :16世紀 。

57号土羨 (図 19)

F llグ リッ ドで検 出 した土羨 であ る。平面形 はほぼ円形、長軸 は189cm、 短軸 は182cm、

確認面 か らの深 さ60cmを 測 る。土羨上面 か らは地輪 が検 出 され た。土羨 内には一段 の掘 り

込みが あ り、埋土 か らは骨の細 片 を検 出 してお り上羨 墓 と考 えている。

重複 関係 :54号土羨 に切 られ る。

出土遺物 :499～ 502。 他土師器、かわ らけ等。

時  期 :15～ 16世紀。

59号土羨 (図 19)

F12、 G12グ リッ ドで検 出 した土療 で あ る。平面形 は楕 円形、長軸 は166cm、 短軸 は約 85

cm、 確 認面 か らの深 さ20cmを 測 る。土羨 内か らは骨 の細片 を検 出 してお り、土羨 墓 と考 え

てい る。

重複関係 :56号土羨 に切 られ る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他土師器等。

時  期 :15世紀 ～16世紀 か。

60号土羨 (図 13・ 14)

F9。 10、 G9。 10に かけて検 出 した土羨 で あ る。平面形 は不整形、遺存部分 で長軸 334
cm、 短軸 296cm、 確 認面 か らの深 さ86cmを 測 る。 19号溝跡 の張 り出 し部分 とみ られ る。

重複関係 :58号土羨 を切 る。

出土遺物 :590。 他古瀬戸後Ⅳ新 の卸 目大皿、 かわ らけ等。

時  期 :15～ 16世紀。
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61号土羨 (図 18)

E10グ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。調査 区の壁 に一部 かか るが、追存部分 で平面形 は

楕 円形、長軸 180cm、 短 軸 119cm、 確 認面 か らの深 さ30cmを 浪1る 。

重複 関係 :19号溝跡 に切 られ る。

出土遺物 :503～ 505。 他須 恵器 長頸壷等。

時  期 :10世紀後 半。

62号土羨 (図 18)

H14グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。調査 区の壁 が一部 かか る。平面形 はほぼ円形、遺

存部分 で長軸 178cm、 短軸 125cm、 確 認面 か らの深 さ38cmを 測 る。遺構 の性格 は不明。

重複関係 :66・ 67号土羨 、 21号溝跡 を切 る。

出土遺物 :506～ 508。 他 に在地播鉢、肥前磁器等。

時  期 :18世紀後 半。

65号土羨 (図 18)

H14グ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。平面形 は不整形、長軸 130cm、 短車由12 1cm、 確 認面

か らの深 さ39cmを 測 る。遺構 の性格 は不 明。

重複関係 :69・ 71号土羨 を切 る。

出土遺物 :509。 他土師器、須 恵器等。

時  期 :16世紀。

70号土羨 (図 20)

H13グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。平面形 は楕 円形、長軸 128cm、 短軸 102cm、 確 認面

か らの深 さ17cmを 測 る。骨等 は出土 しなか ったが、遺構 の形状 、 出土遺物 か ら土羨墓 とみ

らヤとる。

重複 関係 :78号土羨 を切 る。

出土遺物 :580・ 581。 他土師器等。

時  期 :15世紀 ～16世紀。

73号土療 (図 19)

113グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。調査 区の壁 に一部 かか り、平面形 は不 明で あ る。

遺存部分 で、長車由74cm、 短車由35cln、 確 認面 か らの深 さ16cmを 測 る。

重複 関係 :68号 土羨 に切 られ る。

出」二遺物 : 510・  511。

時  期 :17世紀後 半 ～18世紀前半。

74号土羨 (図 20)

H13グ リッ ドで検 出 した土羨 で ある。平面形 は楕 円形、長軸 238cm、 短車由154cm、 確 認面

か らの深 さ12cmを 測 る。土羨 内か ら人骨 を検 出 してい る。遺存状 態 は悪 く、部分 的 に検 出

で きたのみである。

重複関係 :な し。

出土遺物 :512・ 513。 他 に土師器、かわ らけ等。

日寺   期 :15～ 16世糸己。
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75号土羨 (図 20)

G13グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。調査 区の壁 が一部かか るが、平面形 は方形、遺存

部分 で長軸 274cm、 短軸約 238cln、 確 認面 か らの深 さ19cmを 測 る。上羨 内か ら人骨 を検 出 し

てい る。骨 は最 も遺存状態が よ く、北枕 西 向 きで体 を屈めて埋葬 されていた。骨 は奥歯 に

鋼 製 品が挟 まれてお り、背の 中ほ どに古銭 を 6枚出土 している。

重複関係 :な し。

出土遺物 :582～ 587。 他土師器等 。

時  期 :15世紀 ～16世紀。

79号土羨 (図 18)

H14グ リッ ドで検 出 した土羨 で、平面形 は楕 円形、長軸 159cm、 短車由99cm、 確 認面か らの

深 さ12cmを 測 る。土羨 の形状 な どか ら、土羨 墓 と考 え られ る。

重複 関係 :69号土羨 に切 られ る。

出」二遺物  : 588。

時  期 :15世紀 ～16世紀。

80号土羨 (図 19)

E6グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。平面形 はほぼ円形、長軸 42cm、 短軸 38cm、 確 認面

か らの深 さ約 4 cmを 測 る。土羨 内 よ り、桶 の底 を検 出 してお り、埋桶 跡 と考 え られ る。

重複関係 :な し。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器等。

時  期 :江戸期。

83号土羨 (図 19)

B区拡張 区 112グ リッ ドで検 出 した土羨 で あ る。平面形 は円形、直径 約 40cm、 確認面 か

らの深 さ約 5 cmを 測 る。土羨 内 よ り桶 の底 を検 出 してお り、埋桶跡 と考 え られ る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :な し。

時  期 :江戸期 か。

第 7節  集石遺構

集石遺構 と扱 った遺構 は、 1号集石遺構 を除 き、集石墓 と判断 してい る。集石墓 は土葬

に よる土療墓 と区別 す る意味で、土羨 中に石 を組 んだ もの、埋設段 階で石 を投 げこんだ も

の、敷 きつめた もの も含 めた人葬 墓 を示 してい る。

1号集石遺構 (図 20)

E6グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。範 囲のみ確認 した もので あ る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :514。

時期 :江戸期 か。

2号集石遺構 (図 20)

E6グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平面形 は長軸 134cm、 短軸 122cm、 確 認面 か らの深
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さ24cmを 測 る。

重 複 関係 :15号土羨 に切 られ る。

出土 遺 物 :515～ 517。

時   期 :15～ 16世紀 。

3号集石 遺 構 (図 20)

F8グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。 平 面 形 は ほぼ 円形 、 長軸 147cm、 短 軸 146cm、 確 認

面 か らの深 さ43clnを 測 る。一 部 他 の遺 構 に切 られ るが、 2～ 3段の石 積 を壁 面 にめ ぐら し、

中央 部 に石 を充 壊 して い る。 しか し、 東側 下 部 か らは石 組 が検 出 され な か っ た た め、 当初

か ら 3面の み石 組 で あ つた と考 え られ る。 埋 上 に骨 の細 片 が混 じる もの の、 蔵 骨器 は検 出

して い な い。検 出状 況 か ら、 人葬 して の ち埋 葬 され た もの と考 えて い る。

重 複 関係 :12号集石 を切 る。 8号溝 跡 に切 られ る。

出土 遺 物  : 518・ 519。

時   期 :15～ 16世紀 。

4号集 石 遺 構 (図 21)

C4グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。 平 面 形 イよほぼ 円形 、 長車由97cm、 夕豆車由87cm、 確 認 面

か らの深 さ31cmを 測 る。 土羨 底 部 中央 は一 段 i朱 く掘 り込 まれ て い る。

重 複 関係 :土塁 下 か ら検 出 して い る。 ピ ッ ト1721こ 切 られ る。

出土遺 物 :図化 遺 物 な し。遺構 確 認 段 階 で 12号集石 遺構 531と 類 似 す る青 磁 口縁 が 出上 して

い る。

H寺   期 :15～ 16世糸己か。

5号集石 遺 構 (図 21)

D4グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平 面 形 は楕 円形、長軸 は 128cm、 短 軸 は 84cm、 確 認

面 か らの深 さ34cmを 測 る。 埋 LIこ は骨 の小 片 が混 じる。

重 複 関係 :13号溝 跡 を切 る。

出土 遺 物  : 520。

時   期 :15～ 16世紀 か。

6号集石 遺 構 (図 21)

F7・ 8グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。 一 部 撹 乱 を受 け るが 、遺 存 部分 で 平 面形 は不

整 形 、 長 軸 173cm、 短 軸 158cm、 確 認 面 か らの深 さ34cmを 測 る。

重 複 関係 :8号 溝 跡 に切 られ る。

出土 遺 物 :521～ 523。

時   期 :15世紀 ～ 16世紀 。

7号集 石 遺 構 (図 21)

D5グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。 平 面 形 は楕 円形 、 長軸 167cm、 短 車由■ 7cm、 確 認 面

か らの深 さ22cmを 測 る。埋 土 には骨 の細 片 が 多量 に混 じって い た。

重 複 関係 :13号集石 遺 構 を切 る。 11号溝 跡 に切 られ る。

出土 遺 物  : 524´-527。

時   期 :15～ 16世紀 。
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8号集石遺構 (図 21)

E5グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。 9号溝跡 に切 られてい るため、平面形 は不明であ

るが検 出 した部分 は方形 を呈 す る。遺存部分 で長軸 132cm、 短軸 94cm、 確認面か らの深 さ23

cmを 浪1る 。検 出部分 での石積 は一段 で あ り、 中央部 に石 を充填 して い る。

重複 関係 :9号溝跡 に切 られ る。

出土遺物 :528。

時   期 :16世紀前半か。

9号集石遺構 (図 21)

E5グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平面形 は不整 円形、長軸 161cm、 短車由131cm、 確認

面 か らの深 さ22cmを 浪Jる 。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :図化遺物 な し。他土師器等。

時  期 :15～ 16世紀 か。

10号集石遺構 (図 21)

D4グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平面形 はほぼ円形、長軸 172cm、 短軸 148cm、 確認

面 か らの深 さ14cmを 測 る。集石 埋土 よ り火 を受 けた人骨の一部 が 出上 している。

重複 関係 :な し。

世士 L撻艶ウ勿 : 529・  530。

時  期 :15～ 16世紀。

11号集石遺構 (図 22)

D3グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平面形 は円形、直径約 90cm、 確 認面 か らの深 さ24

cmを 測 る。集石 は土羨上部 を覆 う形 で配置 され、 内部 に充壊 されて いない。埋土 よ り人骨

の一部が検 出 されてい る。

重複 関係 :土塁 に切 られ る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器等。

時  期 :15～ 16世紀。

12号集石遺構 (図 22)

F8グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平面形 は不整楕 円形、長軸約 150cm、 短軸約 130cm、

確 認面 か ら深 さ17cmを 測 る。他 の遺構 と切 り合 うため、石 は部分 的 に残 っていた。

重複 関係 :36号 土羨、 3号集石遺構 、 8号溝跡 に切 られ る。

出土遺物 :531・ 532。

時  期 :15～ 16世紀。

13号集石遺構 (図 21)

D4・ 5グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平面形 は不整 円形、長軸約 180cm、 短軸約 140

cm、 確 認面 か らの深 さ23cm程 を測 る。石 はまば らであ り、埋土 か ら骨の細 片 を検 出 してい

る。

重複 関係 :7号集石遺構、 11号溝跡 に切 られ る。

出土遺物 :538～ 536。

時  期 :15～ 16世紀。
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14号集石遺構 (図 22)

D4・ 5グ リッ ドで検 出 した集石 で あ る。平面形 はほぼ 円形 、長軸 97cln、 短車由82cm、 確

認面 か らの深 さ約 20cmを 測 る。埋土 か らは焼 けた骨の綱片 を検 出 してい る。

重複 関係 :13号溝跡 を切 る。

出土遺物 :537。

時  期 :15～ 16世紀 か。

15号集石遺構 (図 22)

112・ 13グ リッ ドで検 出 した集石 で ある。平面形 はほぼ円形、直径 約 130cm、 確 認面 か ら

の深 さ約 30cmを 測 る。集石 は まば らで あ るが、埋土 に骨の糸日片 を検 出 してい る。

重複 関係 :ピ ッ ト389。 404・ 406、  68号 土羨 に切 られ る。

出土遺物 : 538。

時  期 :16世紀前半 ～中葉。

16号集石遺構 (図 22)

B区拡張 区 JHグ リッ ドか ら検 出 した集石 であ る。平面形 はほぼ 円形、直径約 70cmを 浪1

る。壁面付近 に石組が部分 的 に検 出 された。

重複 関係 :81号 土羨 に切 られ る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土 師器等。

時  期 :15～ 16世紀 か。

第 8節  井戸跡

1号井戸跡 (図 22)

C6グ リッ ドで検 出 した井戸で あ る。重機掘削 中に検 出 したため、平面図のみ図示 して

い る。平面形 は円形、掘 り込 み部分 は確認 していないが、石積 直径 約 76cm、 確 認面 か ら石

積 直上 までの深 さ約 90cmを 測 る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :539～ 542。

時  期 :15世紀 ～16世紀。

2号井戸跡 (図 22)

E8グ リッ ドで検 出 した井戸で あ る。平面形 は円形、直径約 120cm、 確 認面か らの深 さ98

cmを 測 る。

重複 関係 :ピ ッ ト165に 切 られ る。

出土遺物 :543～ 546。

時  期 :15世紀 ～16世紀。

3号井戸跡 (図 22)

H10グ リッ ドで検 出 した井戸で あ る。平面形 は円形、直径約 100cm、 確認面 か らの深 さ約

90cmを 測 る。

重複 関係 :16号溝跡 に切 られ る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に上師器、瀬 戸美濃陶磁器等。

時  期 :近代。
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4号井戸跡 (図 22)

H12グ リッ ドで検 出 した井戸で、調査 区の壁 に一部 かか るが、遺存部分 で平面形 はほぼ

円形、直径約 134cm、 確 認面 か らの深 さ約 60cmを 測 る。

重複関係 :22号溝跡 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器等。

時  期 :不明。

第 9節 竪穴状遺構

1号竪穴状遺構 (図 22)

D8グ リッ ドで検 出 した遺構 で あ る。調査 区の壁 に一部 かか るが、遺存部分 で平面形 は

方形、長車由305cm、 短 車由300cm、 確 認面 か らの深 さ26cmを 測 る。

重複関係 :12号土羨 に切 られ、 6号竪穴状遺構、 24号土羨 を切 る。

出上遺物 :547～ 550。

時   期 :18世糸己～19世紀 。

2号 竪穴状遺構 (図 23)

C7・ 8グ リッ ドで検 出 した遺構 で あ る。調査 区の壁 に一部切 られ るが、遺存部分 で平

面形 はほぼ方形、長軸 607cm、 短軸 ほぼ 40cm、 確 認面 か らの深 さ14cmを 測 る。

重複関係 :25号土羨 、 ピッ ト172に切 られ る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器等。

時   期 :不 明。

3号 竪穴状遺構 (図 23)

E10グ リッ ドで検 出 した遺構 で あ る。調査 区の壁 が一部 かか るが、平面形が ほぼ方形、

面 の南部分 中央 に一段段差 が設 け られてい る。遺存部分 で長軸 270cm、 短軸 162cm、 確認面

か らの

'条

さ38cmを 浪Jる 。

重複関係 :15号土羨 を切 る。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に瀬 戸美濃・肥前陶磁器等。

時  期 :19世紀以 降か。

4号 竪穴状遺構 (図 23)

G llグ リッ ドで検 止Iし た遺構 で ある。 平面形 イよほば方形 、 長車由421cm、  短車由357cm、 確 認

面 か らの深 さ41cmを 測 る。 ほぼ完形 で検 出 してお り、竪穴状遺構 のなかで は最 も大 きい。

重複関係 :ピ ッ ト276・ 288・ 294、 49号土羨 に切 られ る。

出土遺物 :551～ 553。 他 に焼 けた壁 土 と思 われ る焼土塊等 が 多数 出土。

時  期 :15世紀。

5号竪穴状遺構 (図 23)

E llグ リッ トで検 出 した遺構 で ある。調査 区の北壁 に一部 かか るが、遺存部分 で平面形

が ほぼ方形、長軸 337cm、 短車由60cm、 確 認面か らの深 さ16cmを 測 る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :図化遺物 な し。他 に土師器等。

時  期 :江戸期 か。
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6号 竪穴状遺構 (図 23)

D8グ リッ ドで検 出 した遺構 で ある。直上 を 1号 竪穴状遺構 に切 られてい るが、遺存部

分で平面形 が ほぼ方形、長軸 264cm、 短車由246cm、 確 認面 か らの深 さ約 20cmを 測 る。

重複 関係 :3・ 24号 土羨 、 1号竪穴状遺構 に切 られ る。

出土遺物 :554～ 558。 他 に土師器、須 恵器等。

時   期 :10世紀 前 半 か。

第 10節  出土遺 物

(山 崎 雅 恵 )

秋 山氏館跡 で は、古墳時代 ～近現代 まで幅広 い遺物が出土 してい る。図化 した もの は各

遺構 単位 に ま とめて掲載 しているが、金属 製 品 につ いては全体 的 に縮尺 が他 と異 な るため、

一括 して掲 載 してい る。

1～ 30ま で は 1号堀跡 の出上で 7の青緑釉輪禿皿や 11の瀬 戸美濃鉄釉碗 の ような 17世紀

後半代 の遺物 も散見 で きるが、主体 は16・ 17・ 18の ような18世紀後 半 ～19世紀代 の資料 で

ある。昭和 まで使 用 されていたため、新 しい時代 の もの も数多 く存在 した。 15は須 玉町 で

一時期焼 かれ ていた小倉焼 の行平鍋 の把手 で、 20は 「事変記念」 と印刷 されてお り、満州

事変の記念 として製作 された徳利 で あ る。

31～ 41は 1号土 塁跡 か ら出土 した。 31の大 窯 3段階後 半の瀬 戸美濃灰釉皿 か ら33の 志野

織部鉄絵皿 、 37の責瀬戸折縁鉢 といった第 1小期 の遺物 までが比較 的 ま とまって い る。図

化 はで きなか ったが、陶胎 の淳州 窯系青花皿等 も少量 出土 している。 中には34の よ うな14

世紀代 の美濃系 の山茶碗 も出土 してい る。

溝跡 出土遺物 につ いては、 42・ 44は 瀬戸美濃天 目茶碗 で 17世紀前半、 46は 瀬 戸美 濃 の壷

で 17世紀前半の製 品で ある。 1・ 2号溝跡 は近代 の遺構 で あるため、下層の ものが混入 し

た と考 え られ る。 52は瓦質括鉢 で在地 の もの と考 え られ る。 53は 常滑の壷の底部 で あ る。

58は 内耳鍋 で あ るが、 16世紀代 の もの に比べ器壁 は厚 く、土質 もやや精緻 で あ るこ とか ら

16世紀以前 の もの と考 え られ る。 60～ 68ま でが 13号溝跡の資料 で あるが、 60は瓦 質 の茶釜

で61は瓦質 内耳鍋 で ある。 62は 硯 の破 片で部分 的 に墨 の痕跡 が残 されていた。 63は 内耳鍋

か橋鉢 の破 片 を磨 いて作 られた土製円盤 で あ る。66～ 68は かわ らけで、器壁 は比較 的薄 く、

直線的 に立 ち上 が る。 いずれ も15世紀代 と考 え られ る。 69は肥前の蛇 ノ ロ高台の染 付皿 で

18世紀後 半 で あ るが、同 じ皿 の破 片が もう 1個体分 出土 してい る。 70は 18世紀後 半 の色絵

筒茶碗 と考 え られ るが、通常の もの に比べ てやや 日径 が小 さい。 71は 18世紀後 半 に類例 の

あ る鍋 島の染付皿 で ある。鍋 島につ いては第 4章 において考察 を加 えるこ ととす る。

72～ 302ま でが 15号溝跡一括資料 で あ る。主 な時代 は17世紀後 半 ～18世紀初頭 と考 え られ

る。 72～ 116ま でがかわ らけである。 56～ 173ま でが瀬戸美濃・ 肥前陶器 であ り、圧倒 的 に

碗 が多 く、特 に尾 呂茶碗 が多数 を占め る。皿 は159の 灰釉皿、160の 菊皿、161の 青緑 釉輪 禿

皿 の 3点 のみで、 84は唐津二彩鉢 で あ る。陶磁 器 につ いて は、第 4章で若千 の考 察 を加 え

てい るため参照 されたい。1741ま 古瀬戸 中期 の合 子 であ り、底部 に墨書が ある。175～ 196ま

で は肥前磁 器 でや は り碗 が圧倒 的 に多 く、時期 的 に も17世紀後 半の ものが主体 を占め る。

175～ 180ま で は17世紀後 半以降の碗 で あ るが、181は 高尾窯の製 品で 18世紀初頭 の製 品で あ

る。 188は 小型 の香炉 であ るが、陶磁 器で は唯一完形 品で あった。 1901よ 陶胎染付 の灰 お と

しで あ り、 189。 193は色絵の製品、 194・ 195は いわゆ る初期伊 万里で あ る。 197～ 201は瀬

戸悟鉢 で あ る。

202～ 204は 瓦 で、図化 していないが、他 に も平瓦 が出上 してい る。 17世紀代 の屋敷建物

に どの程度 まで使 用 されていたか不明であ るが、部分 的 に瓦 を葺 いた建物が存在 した よう
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である。205～ 214は 焙烙鍋、215～ 218は 土器香炉 で、 2191ま焼塩壺 の蓋 で あ る。図化 で きな

かったが、焼塩壷の身 も出土 してお り、蓋 と合 わせ て 1個体 存在 していた ようで ある。混

入品で は、226が 甲斐 型 VII期 の不で あ り、底部 には「太○」 と書 かれた墨書が確認 され、下

の字 は「親」で はないか と見 られてい る。230～ 234は 15号溝 旧路 の追物 で あ るが、234は「 S」

字状 口縁 台付甕 であ る。235～ 247ま で は漆椀 の蓋 で、248～ 261ま でが漆椀 である。261は 1

点のみ旧路 か ら出土 してい る。262も 漆製品で あ るが、器 台で あろ うか。263～ 298ま で は木

製品で、曲物や桶、箸 、農具 、櫛 、下駄等生活 に関わ る様 々な道具が見 られ る。 299～ 302

は石 製品で ある。 303～ 305は 17号溝跡 の遺物 で、 303は 18世紀後 半で あ る。

306～ 343ま で は18号溝跡 出土遺物 で、年代的 に16世紀後 半 か ら17世紀初頭の遺物群 が主

体 を占め る。19号溝跡 と切 り合 ってい るため、古 い段 階の遺 物 も多数混 入 してい る。321は

火鉢 と考 え られ、 内外面 は黒色処理 されてい る。 325・ 326は焙烙鍋 で、 中世段階の内耳鍋

か ら焙烙鍋 に変化 した もの と考 え られ、器高 は17世紀後 半段 階の焙烙 と16世紀段階の内耳

鍋 の中間的な高 さで あ り、 16世紀木 ～17世紀初頭段 階で煮沸形態 に変化 が生 じた もの と考

えち れ る。陶磁器 は327は 大 窯 2・ 3段階の天 目茶碗 、 328は第 1小期 の志野織部鉄絵皿 、

329は大窯 3後半段 階の初 山小雰、 3301ま 大 窯 3段階の鉄釉皿 で あ る。悟鉢 も333・ 334の 2

個体分 出土 し、 333は 大 窯 3後半段 階であ る。 また3371よ 中津 )II産 と推 定 されてい る製品で

ある。 339は 志戸 呂の鉢 と考 え られ る。 341は漆 の杓子 で あ る。

344～ 388ま では19号溝跡 の出土遺物で、3691ま 茶釜 で あ るが、瓦質 で肩部 に ミガキが入 る。

茶釜 に関 しては、瓦質 の もの は基本的 に ミガ キを施 し、土 師質 の もの は部分 的 に削 り調整

が施 され る程度で あ る。 371は 自磁輪花皿、 372は 青磁碗 で、 中国陶磁 器 はこの 2点 のみで

あった。374は瀬戸美濃祖母懐 壷 の底部で、375～ 377は 常滑甕 の 日縁部資料 であ り、いずれ

も13世紀後 半 ～14世紀初頭 の もので ある。378・ 3791ま 混入 品で あるが、甲斐型邪の底部 で、

墨書で 「安」・「小介」 の文字が確 認で きる。 おそ ら く下層 に存在 す る22号溝跡 に関連 す る

遺物 と考 え られ る。 380・ 3811ま 添椀 である。 いずれ も外面黒漆、 内側朱漆 である。 同一個

体 とも考 え られたが、接 点が な く若千径 が異 なったため別個体 として扱 った。

389～ 425は 22号溝跡 出土遺物 で、 甲斐型Ⅸ ～�期 を主体 とす る遺物群 で ある。墨書土器

で は、 392が 「太」、 393が 「 /1ヽ 介」、 418・ 420が  「安」、 394・ 395・ 400。 401は 不明¬Gあ るが、

395は 「円」か「田」で あろ うか。419は 記号で あろ うか。398は 内タト面黒色処理 された付高

台の邪か碗、405・ 406は 高邪 で あるが、406は脚部 が 8角 に面取 りされ た もので、県下で も

これ までの ところ出土例 は少 ない資料 で ある。

上羨 資料 も様 々な ものが 出土 してい るが、442は 景徳鎮 の青花で ある。30号土羨 の資料 が

1副嚇己～16世紀段 階の もの として比較 的 まとまってお り、 471・ 472は 常滑 である。 44号土

療 は埋桶 であったが、 490・ 491・ 492と も18世紀後 半の資料 で あ り、 492は 京・ 信楽産 の色

維半球碗 と考 え られ る。500は 五輪塔 の地輪 で、57号土羨 北側 に据 えて あわたが、元 の位 置

であ るか は不 明であ る。

集石遺構 につ いて は、資料 が いずれ も小破 片で あ り、復 元 実浪1し た ものが多い。 中で も

523・ 531は 青磁碗 で あ り、 7号集石遺構底面か らは526・ 527の 土錘 が 2イ回体 出二上した。 538
は瀬戸美濃 の灰釉皿 で あ り、大 窯 2段階の ものであ る。

井戸跡、竪穴状遺構、 ピッ トについては、 2号井戸跡 か ら543の 白磁皿、 4号竪穴状遺構

か ら551の 青磁盤 が出土 してい る。 ピッ ト183の 569は 土製の大 だ ろ うか。

調査 区遺物で は600が線刻 の 甲斐型郷で、 605～ 607が緑釉 陶器碗 、608は 古瀬 戸後 IV新 の

卸 目大皿、609は 12世紀後 半の常滑甕で ある。6151ま 大 窯 3後半の折縁皿、616イよ唐津向付 で

あ る。 622・ 623は 17世紀後 半の美濃菊」■で、 624も 17世紀後 半 の美濃鉄 糸会皿 で ある。 628は

唐 津碗 で あろ うか。
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]号 土 塁 跡

ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
ヨ

ｒ
Ｈ

Ｈ

昨

Ｈ

Ｈ

Ｌ

図 3 1号堀跡、 1号土塁跡
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1号 堀 跡

]号土塁跡

００〇
一Ａ

1 25Y暗灰策色土%
225Y黒 褐色土%
325Y黒 褐色土%
425Y黒 褐色土%
525Y黒 掲色主%
6 25Y晴 オリージ褐色土%
725Y黒 褐色土%
825Y黒 褐色土%
9215Y黒 褐色土%
〕025Y黒 褐色土%
1125Y黄 灰色土%
12.25Y黄 灰色土%
1325Y黒 掲色土%
1425Y階 灰黄色土%
1525Yオ リーブ褐色土%
1625Y黒 掲色土%シルト質。
17.25Y黒 褐色土%
18 25Y晴 オリーブ褐色土%
〕925Y黒 褐色土%
2025Y黒 褐色土%

Y黒 褐色 土%
Y黒 褐色■シ

Y黒 褐色 土%
Y黒 褐色 上孫

Y黒 褐色 土%
Y黒 褐色 土%
Y黄 灰色土%

42 25Y皓 オリーブ褐色±
32

管3 〕OYR灰 黄掲色土 %
コ4 10YR黒 掲 色 土 %
45 10YR灰 黄掲色土%
4625Y黒 褐 色 土 %
47,10YR灰 貢褐e土 %

一Ａ

2825Y皓灰黄色土%
29 25Y暗灰策色土%
3025Y階 灰黄色土 %
31 25Y暗 灰策a土 %
3225Y晴オリーブ褐色土%
3325Y晴オリーブ褐色土%
3425Y黒 褐色 ± 3/2

3525Y黄 褐色土%
3625Y晴オリーフ褐色土%
8725Y贈オリーフ褐色土%
38,25Y皓オリージ褐色士%
3925Y黒 褐 色上 3/2

4025Y黒 褐 色土%
4125Y黒 褐色土%

一Ｂ
i 25Y皓灰黄色土 %炭化物多い。粘性なし.

225Y黒 褐 色 土 %
325Y黒 褐色 土%炭化物少塁。粘1生ややあり。

4 25Y晴 灰黄色■4/2粘性なし。

5 25Y暗 灰黄色土%土粒やや糧。

625Y黒 褐色±3/炭化物微霊。粘性なし。

725Y黒 褐色土%

825Y黒 掲 色土%土粒laい 。粘性なし。

3,25Y黒 掲 色土%
1025Y黒 掲 色 土%土粒細かい。粘性なし。

〕1 10YR灰 黄褐色土 炭イヒ修若干。

1225Y暗 灰黄e土 %炭イヒ物、焼土少量。

13 25Y階灰黄色■%粘性ややあり。しまり強い。

1425Y黄 灰 色土%炭化物、焼土少量。粘性なし。

E1                   2m

i号水溜

261200

26,000

州
槃
＋
―

0                        2m

〕25Y皓オリーブ褐色士%炭化物少量。粘性なし。

1号堀跡、1号土塁跡、1号・2号水溜状遺構、1号埋甕

2号水溜

1 25Y皓灰黄色土%部分的に礫含む。茨化修少量。

2.25Y皓灰貢色土%灰自色粗地砂主体。

3 25Y黄 灰色土%炭化物微璽。粘性あり。

425Y糞 灰色±4/粗粒砂多く含む。粘性弱。

i号埋甕

26i000

図 4

-28-



1号建物跡

鍔 建物勁
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図5 1号 。2号建物跡、1号桂穴列
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8号建物跡
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図 6 3号・ 4号 建 物 跡
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図7 5号建物跡、2号 93号柱穴列
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。 ィォ
ガ

ア

261000

一

26,200

A＼ ―二//A′

〕25Y黒 掲色■%炭化M、 焼土少量。

261000

Btt B′
β5Y贈オリージ褐色± 3/3炭 化物多い。土地粗い。

25Y黒 褐 色 土 e/2炭化物、焼土少霊。

26〕 000

VΨ
1 10YR黒 褐 と ± 3/2炭 イヒ物少量。

2 ,OYR黒 褐色土%土粒粗い。粘性なし。

0                     2m

∞

握 B′

ヽ

1 25Y晴 灰黄色± 4/2炭 化物少量。

2 25Y暗オリーブ掲色± 3/8炭化杉少霊。土粒粗い。

B号溝跡

26,000 261000

A ttA′

25Y黒 掲 色 ± 3/2茨 化物微量。

25Y黒 褐 色 ■ 3/2炭 化物微重。粘性あり。

25Y階 オリーフ褐色± 3/e土粧細かい。
25Y黒 褐 色 ■ 3/土粒粗い。

10YR黒 褐 色 ± 3/炭化粗晏い。鉄分沈殿。

B南 日

125Y黒 褐色± 3/2炭化物微量。

225Y黒 褐 色■ 3/2炭化物繊島 粘性あり。

3.25Y黒 褐色土%炭化物微島 土粒粗い。
4 3層 にほぼ同じ。

5,25Y黒 褐色士%土粒細かい。粘性あり。
625Y黒褐色土%炭イと肌 重。上粒粗い。

帥
一

図 8 5号・7号・8号・11号・12号溝跡
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８
号
土
壌

　

　

９
号
土
塘

1号溝跡

“

12111

1

,ど〔i・

｀
==こ
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こここここIE========二三IIこ と:,,″

,と、
′

1,=5V晴褐色土%

“

〕200

1

8~B′
I.25Y黒帽色土 %

2号溝跡
?61逍00

1

A~A′
|,10YR皓褐色土%

2611200
~         1         ~

B        B′
1,25Y贈褐色± 9/2

3号溝跡

261鉤 0
~   1  ~

N‐
~S

, どこY暗オリープ掲色土%

4号溝跡

261 21Xl

i

l,10YR暗褐色± 3/c

S号溝跡

“

1200

N｀――/S

Pit2 ‐
、
嘲
Ψ
キ
ー
ー
ー
ー
ー
獣
馴
ギ
９
痘

韓

ｔ３
轟

Ｐ

飛
引
ｄ
甲
離
＞
Ю
ヽ

．一

ぺ
引
硼
螺
旺
ヽ
い
ヽ
．一

6号建物跡

Pit9 0
e麟 Pit5

誕 P14プ
.

26121111

学
1,2_5Y瞳オリープ褐色土e/8

Pit6

翻

叩

糸 拶
十 ~~煮

登 7-― 一 美 鬱 ―
十 ~~頂

餃 瞬 ― ― ― く り 井
~

1.25ヤ 暗オリープ褐色土/3  i,2.5Y晴オリープ褐色土e/3   1.10YR鰭
褐色土%      1,10YR暗褐色土●/3       1,10Y日 晴褐色土/3

Ｐｉｔ ８

ｏ

で

図9 6号 建物跡、1～ 4・ 6号溝跡
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9号溝跡 10号溝跡

籐郡料

1,10YR黒 褐 色 ■ 3/2灰 自色砂多い。炭化物微量。

2 10YR暗褐 色± 9/3灰 白色砂多い。土粒は粗い。

325Y晴 オリーブ褐色± 3/3■ 粒細かい。

125Y黒 褐 色 ± 3/2炭 化物少鼠。しまりあり。

525Y黒 褐 色 土 %炭化物微霊。しまりなし。

6 10YR黒 褐 色 ± 3/2■ 粒粗い。

725Y黒 褐 色 ± 3/2シ ルト質。土粒非常に細かい。

8 25Y階 オリーフ褐 3/2■ 粒粗い。

925Y黒 褐 色 圭 3/2土 粒粗い。

10 25Y黒 色 土 %シルト質。土粒非常に細かい。

ll.25Y黒 褐 色土%土粒粗い。

12.25Y黒 褐色± 3/1シ ルト質。粘性なし。

1326Y黒 褐色土%炭化物少量。

10YR黒 褐色土 %炭化物多い。しまり強い。

25Y黒 褐 色 ie/し まりやや強い。

26Y黒 褐色± 5/4■ 粒非常に組かい。

25Y黒 褐色土%ンルト質。粘性なし。

25Y黒 帽 色土%土粒は/aい。

625Y黒 褐 色 土 %シルト質。しまり弱い。

7 26Y皓 オリーブ掲色土 e/2炭 化物少量。土粒は粗い。

8 25Y暗 オリーブ褐色■ 3/8土 粒は粗い。

図 10 9号・ 10号溝跡

261000

串

′

1 25Yオ リープ褐色± 3/3■ 粒は粗い。

261000

′

1 26Y鰭オリーフ褐%灰白色の砂夕い。

o                      2m
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26,000

1 10YR灰 黄褐色± 4/2灰 自色細砂多量。炭イヒ物少量。

2.10YR灰黄褐色± 4/2炭 化物、焼土微量。■粒糧い。

3 25Y黒 褐 色 ± 3/2炭 化物、焼土多い。土泣粗く、しまり弱い。

4 25Y黒 褐 色 上 e/2炭 化物微量。土粒粗い。

525Y黒 褐 色土%
S,25Y黒 褐 色土%炭化物、焼土少量。しまり強い。

7 25Y黒 褐 色土%炭化物微雲。土粒細かく、粘性あり。

8 25Y黒 褐色土%土粒糧い。粘性ややあり。

9 25Y黒 褐色土%炭化物微置。粘性あり。

]フ号溝跡

l`10YR灰 黄掲色土%炭化物、焼土少霊。

2 10YR灰  黄 褐%炭化物若干。■粒は4Eい 。

261000

占
~｀

く正三三コ正三二万ラ¬己′

1 10YR灰 黄褐色土 %炭化物、焼土少璽。粘性なし。

20号溝帥

261000

AttA′

1 10YR灰黄掲色土%土粒やや粗。

2 10YR黄 灰色土%炭化物者干。

3 10YR黄 灰色土%茨化物音干。しまりあり。

261000

B｀夢泰三三ラゴイB′

125Y黄反色土%炭化物者干。
2 25Y皓灰黄色士 %炭化物者干。土粒は粗い。

3.?5Y階灰黄色土%■粒は狙い。しまりあり。

8                        2m

261,000

A本く翌≡三三三ラ巧や

1 25Y黄灰色土%炭化物多く含む。

2.25Y黄灰色■%主粒粗い。

261000

B一 B′

1 10YR灰 黄褐色± 4/2土粒糧い。

図 11 13号・ 17号・20号・ 21号溝跡
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15号溝跡

。A′

土粒禍い。

しまり弱い。

125Y黄 灰 色 土 1/4土粒は粗い。

2 25Y確 灰黄色± 5/2粗砂層。

3.25Y暗 灰黄色■ 5/2お 礫`宮む。

425Y黄 灰 色 ± 5/上粒粗い。

5,25Y黄 褐 色 土 %土粒粗い。

6 25Y暗 灰黄色± 5/2

725Y黒 褐色土%反化物少重。シルト質。

825Y黄 灰色土%土粒粗い。

925Y黒 褐色土%シルト質。上粒非常に細かい。

10.25Y黄 灰色土 %シルト質。粘性あり。

11.26Y黒 褐色土%土粒粗い。粘性あり。

10YR灰黄褐色■ %土粒糧い。粘性あり。

10YR灰黄褐色± 4/2土 粒粗い。

10YR灰黄褐色■ 5/2粗砂層。

10YR灰黄褐色± 5/2 ak分の沈殿みられる。

25Y黒 掲 色 土 %ンルト質。土粒非常に綴かい。

25Y黒 色 土%シルト質。
10YR黒 褐色±3/粘性ややあり。
25Y黒 色 ■%土粒非常に細かい。
10YR黒 褐色土%土粒非常に細かい。

鞘裁
C

図 12 1号石垣、14号 。15号溝跡
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0                       21

図 13 18号 。19号溝跡、60号土療
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18
号

溝
跡

26
1理

1 
25
Y黄

灰
色

±
41
粘

性
や
や

あ
り
。

22
5Y
東

灰
色

上
'4
粘

性
強

しヽ
■

粒
粗

い
。

32
5Y
黄

灰
色

土
'(
粘

性
や

や
あ

り
。
土

粒
細

か
い
。

42
5Y
貢

灰
色

土
%粘

性
や
や

あ
り
。
■

粒
組

い
。

52
5Y
葵

灰
色

土
%粘

性
あ

り
。
土
粒

や
や

IE
い

。

62
5Y
葵

灰
色

土
%粘

1生
な

し
。

72
5Y
黒

褐
色

±
31
粘

性
や
や
あ

り
。

26
1 
00
0

]9
号

溝
跡

82
5Y
黒

掲
色

土
%シ

ル
ト
質
。
土
粒
細
か
い
。

92
5Y
黒

褐
色
土
%粘

性
あ
り
。
土
粒
や
や
粗
。

10
25
Y黄

灰
色
土

'4
粘
性
な
い
。
砂
層
。

1 
25
Y皓

灰
葵
色
■
%4
6性

な
し
。
土
粒
や
や
粗
。

60
号

土
境

 2
60
00

+ 
25
Y黄

灰
色

土
%炭

化
物
、
焼
土
者
干
。

22
5Y
黄

灰
色

土
%炭

化
物

多
い
。
上

粒
粗

い
。

32
5Y
貢

灰
色

±
4/
炭

化
物

若
干
。
粘

性
や

や
あ

り
。

42
5Y
黄

灰
色

±
4/
粘

性
あ

り
。
し
ま

り
あ

り
。

62
5Y
黄

灰
色

土
劣

粘
性

強
い
。
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5Y
黄

反
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土
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粒
や

や
網

か
い

。
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オ
リ
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掲
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し
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。
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。
土
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粗
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土
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物
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材
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含
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。
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リ
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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6号土媛

261200

3 25Y黒 掲 色 土晃 粘性あり。

4 26Y階 灰黄色± 52細施砂層。

＝
憔
＋
―3号土墳

1 10YR黒 褐 色 土 %
2,OYR黒 掲色土%
3 10YR黒 褐 色 ± 32

夭 !|:::¥羅塀臭歩壇色土%
625Y黒 掲色土%
725Y票 褐 色 上 %
8 25Y皓オリーブ褐色土%

925Y黒 褐色土% 1325Y票 褐色土%
1025Y黒 褐色上% 1425Y黒 掲色土%
1125Y黒 掲色土% 1525Y黒 褐色■%
12 10YR褐 色 土%

8号土嬢
1625Y陪 オリープ褐色土%
|夕 25Y黒 掲色土%
キ825Y階 オリープ褐色土 %

26Y黒 掲 色 ■ 32炭 化物夕い。

25Y黒 褐色■%土粒やや粗。

12号土塘

10YR灰黄褐色土 %
10YR灰黄褐色土%粘性、しまりある。
5Y 灰オリージ色土%粗砂層。
25Yオリープ掲色土%土粒IEい。
5Y 灰オリーブe上 %

10 75Yオ リーブ黒色土%粘性強。
H 5Yオ リーブ黒色■%粘性あり。
12 5Y オリーフ黒色土%土粒粗い。
13 5Yオ リーフ票色土%粘性強。

4 75Yオ リージ黒色土兆土粒粗 粘性強。
1525Y黒 褐 色 土 %
1625Y黒 褐色土%土粒粗い。
1725Y黒 掲色土%
1825Y黒 掲色土%炭化物多い。

8 25Yオ リーフ褐色土%細粒砂含む。
7 5Y 灰オリーブ掲色土%糧砂層。
8 5Y 皓灰黄色土%
9 5Y オリーフ黒色土%炭化物者千。

1 25Y暗オリーブ掲色土光

⊇ ⊇5Y黒 褐 色 ■ %
3 25Y皓 オリーブ褐色土%

S(≒ テ 表
=て N

1 25Y皓灰黄色■%
225Y票 掲色土%

1 10YR黒 掲色土%
225Y黒 掲 色 土 %

引
憔
＋
―

１
林
キ
ー

００〇

一

図15 1号 ～ 16号土墳

Sヤ N
25Y暗 オリーフ褐色土%炭イし物多い。
25Y黒 褐色土%

き           く
1 25Yオ リーフ掲色土%戻化物微量。
225Y陪オリープ掲色土%炭化物多い。
325Y票 褐色土e/2粘性弱い。

25Y暗 オリーブ掲色土%
25Y黒 褐 色 土 %

N                    S

' 5Y灰
オリージ色± 42月 礫`含む。

ρ 25YE音 オリーブ褐色上%

261 000

w         E
1 10YR黒 掲 色 ■ 32戻 化物夢い。

2 10YR暗 幅色土%

iO号土媛

-40-



/騨

厖ゞ尋戸ヾ
1 10YR黒 褐色土%炭化物多い。325Y黒 掲色土%
210Y日 黒褐色土%      425Y黒 褐色土%土粒粗い。

Ａ

と

１
261000

E匿玉重≡
=重

二
=正

三三
=ア

~w

23号土墳
〕 25Y黒 褐 色 士 %

27号土墳

225Y黒 褐 色 ■%
3.25Y黒 褐 色 ± 3/2

25号土境

t06〕 000

S¬

[三二三三ΞΞ三「

N

1 10YRに ぶい黄褐色土 %
2 10YR灰 黄褐色土 %炭イヒ物夢い。

3 10YR灰 黄褐色土 %

29号土境   .

28号土

26号土境

引
憔
半
―

＼

柳・
1,25Y黒 褐 色 ± 3/2  3,25Y黒 褐 色 ■ %
2 10YR黒 帽 色 ± 3/3  4 10YR黒 褐 色 ± 3/2

ヽ
125Y黒 褐色土%
225Y黒 褐色±3/2し まり強い。

ガ
憔
＋
―

舛
憔
＋
―

261000

S― N
l10YR黒 褐 色 土 %

刀
歓
＋
―

Ｏ
Ｌ

Ｏ
⑮

26〕 000

S―  N

l キOYR灰黄褐色± 4/2

2 10YR灰 黄褐色± 4/2土粒粗い。

魏縁
31

Wべ
蕉 ≡ 墓 豆 ラ

//E

261000

1 25Y灰黄褐色±4/2

225Y黒 褐色■%炭化物妄く含む。
3215Y黄 灰色土%

図 16 17号・19号・21号・23号～33号上崚

261000

S� N
l 10YR黒 褐 色 ± 3/2

38号土境

1 〕OYR灰黄帽色土 %
2.10YR灰 黄褐色土 %炭化物多い。

325Y黒 褐 色 ± 3/2土 粒粗い。

4,25Y黒 褐色土%炭化杉多い。褐色粘土ブロック状に混じる。
5 10YR灰 黄褐色±4/2炭化物うい。土粒粗い。
6 ,OYR灰 黄褐色土%
7 10YR灰 黄褐色土%土粒粗い。

0

∵媛

S
125Y黒 褐色土%炭化物多い。

Ц
岡

一

24号土境

261000

1 25Y黒 褐 色 土 %炭化物、続土夢い。

261000

1.25Y暗オリープ褐色± 3/2

225Y黒 褐 色 ■ 3/2

325Y黒 褐色土%
425Y暗 オリープ褐色± 3/3

2]号土境

5,25Y黒 褐色 土%
625Y黒 褐色 土%炭化物妄い。

ア25Y皓オリープ:褐色± 4/8

925Y黒 褐 色± 3/2土粒粗い。

925Y黒 褐 色土%

3□ 号土境
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88号土境

89号土媛

�巌

'25Y黒
掲色土%炭化惨多い。

, 25Y暗オリーブ掲色土%

刀
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帥
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ー

引
憔
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開ヽ

4フ号土境

2Ы 聖           _
P :〕 25Y褐 灰色土%  N

261000 2

涌
1 10YR灰 黄褐色±4/2 3〕 OYR灰貢掲色土%粘性なし。

2 10YR褐 灰色土%

48号土塘
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銚
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〓洲
ヽ
Ｆ
市
―

4i号土嬢

261000

硼
一
Ｗ

引
蝋
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―

,10YR褐 灰色± 4/

2'OYR掲 灰色土%
325Y暗 灰黄色■ %
4,10YR黄 灰 色 土 %
525Y羮 灰 色 土 %
6.25Y黄 灰 色 土 %
725Y晴 灰黄色土 %

49号土境

51号土境     42号 土塘
825Y皓灰羮色上%  10〕 OYR褐 灰色■%

縄詩黄飢%甘 J翠畳侯影
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＝
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卜
十
１

＝
蝋
＋
―

26,000

刀
憔

＋
―オ

憔
＋
―

一　．．．． 　．

1 25Y皓 灰貢色土%土粒粗い。

225Y皓灰黄色■4/炭化物若千。

325Y黄 灰色土%

W〔
デ

玩

1 10TR掲 灰色土%
2,OT R掲 灰色土%土粒は粗い。

261 000

45号土堰

125Y暗灰黄色土%
225Y黄 灰色土%
325Y黄 灰色土%土粒粗い。
425Y黄 灰 色 ■ %粘 性あり。

525Y黒 掲色土%粘性あり。

～43号・45号 ～52号土塘
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38号土嬢

ヽ

1 10YR褐 灰色土%
?10Y R灰 黄掲色土%
3 10YR褐 灰色土%
425Y貢 灰色土%

1 10YR灰 東褐色土 %
2 10YR褐 灰 色 ±

4/1炭
化物含む。

3 10YR掲 灰 色 土 %
コ10YR褐 反色土%土粒細かい。

E

261 000

Wく
=耳

7E
,25Y黄 灰 色 土 %

1 10YR褐 灰 色 土 %
2 ,OYR灰 黄掲色土 %
325Y黄 灰色土%

0                        2m

261 000

′

1 10YR掲 灰 色 土 %粘 1とややあ り。 しまりある。

5]号土境。46号土境。42号土境
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58号土嬢

261 000

W

1 25Y黄 灰色土%炭化物多い。

225Y黄 灰色土%

55号土媛

1 10YR褐 灰 色 上 %炭化物多い。

2,8YR褐 灰 色 ± 4/

325Y羮 灰 色 土タ

64号土嬉

261000

S
・ア千号土境・フ9号土境

261000

偏氏韓≡≡≡≡堅三
=≡

≡ヲ万E
十.25Y黄 灰色土%
225Y黄 灰色土%土粒非常に細かい。

54号土娠

・ゝ

261000
一

　

　

一

・
一

一

〕 e5Y黄 灰 色 土 %
225Y葵 灰 色 ■ %炭化物、焼土多い。

261000

Ⅵが ぎ 臣 澤 〒 テ π E

1 25Y黄 灰色土%土粒粗い。
225Y黄 灰色土%

26キ 000

s｀
く三三

=正
三
=三==三

三三三三二Z歪ニフ
rN

125Y黄 灰色土%
225Y黄 灰色土%

65号土境 。69号土境

一　　　　　一一一一一一一一一一一一一62号土境
261 000

A

1 26Y皓オリージ褐色±3/3

2 25Yオ リーブ掲色土%
325Y晴 オリージ掲色土%

sア提:L朔電

425Y階 灰黄色土 %

261 000

1 10YR灰 委掲色土%
2 10YR灰 黄褐色土%土粒粗い。

aゝ

ょ購えを雛
65号土墳
261000

アl号土境
261000

CttC′

1 10YR灰 黄褐色土 %
2 10YR灰 黄褐色土 %
3 10YR灰 黄掲色上 %土 粒粗。

4 10YR灰 黄褐色土 %炭 化物含む。

5 10YR灰 黄褐色土 %粘 性あり。3 10YR灰 黄褐色土 %

89号土境
26〕 000

占ム唇乏三≡モ言＼＼B′

10YR灰貢褐色土%
10YR灰黄褐色土%
18Y日 黒褐色土%

口▼

6 ,OYR灰 黄褐色土%

フ9号土墳
261000

261000

げ

1 10YR灰 黄掲色土 %

10YR灰羮掲色土 %炭 イヒ物夕い。

10YR灰黄褐色土%土粒細かい。

図 18 53号～56号・58号・61号 ～69号 。71

D＼等≧茎___生_____一学ノD′

10YR灰黄褐色土%
10YR灰黄掲色土%灰自色砂夕い。
10YR灰黄褐色土%土粒粗い」

―
|||:!よ、ヽ′

彦 賢 詮 生 ゝ

261000

B▼ 日 誦
1 〕OYR掲 反 色 土 %
2 25Y晴 灰黄色土%
3 10YR灰 黄捐色土 %

フ2号土鳩

/ぜ
帥
一

62号土境 。6フ号土嬢 68号土媛

66号土嬢

-43-
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sttN

Ⅲ 10YR灰策掲色土%
2,10YR灰 褐色土%

78号土嬢

1 25Y黒 褐 色 土 %炭 化物弱干。

22号土境

26'lX10

W~E

l 10YR灰黄褐色土 %

81号土嬢

劇

一

261 000

s~電亜三
=ゝ

Iン夢庁
N

l.10YRにぶい黄褐色土%
2 10YR灰 黄褐色土%
3 10YR灰 黄褐色± 4/2

261000

W― E

1 10YR灰黄掲色土%
2 10YR灰 黄掲色土%粘 1生ややあり。

261000

W

剛
一

261000

Ⅵ

0        50cm

125Y黒 鴇色土%        425Y黒 掲色土%
225Y皓 掲色土%炭イヒ物多い。   525Y黒 褐色 土%
325Y黄 灰色 土%茨化物、院土多い。

0         1m

図 19 18号・20号・22号 。44号・57号・59号 。73号 。76号 ～78号・80号 ～83号 土墳

E凛
《≡翌蛋垂]W
10YR灰黄褐色± 4/2

10YR褐 灰色土%
10YR黒 掲色上%

W― 匠

125Y黒 褐色土%
225Y黒 褐色土%
325Y黒 褐色土%
425Y黒 掲色土%
525Y黒 色 土%
625Y黒 色 土%

57号土境

261000

725Y黒 色 土銘

825Y黒 掲 色 土 %
925Y票 褐 色 ■ 3/

1025Y黒 褐色土%
1125Y黒 掲色土%
12.25Y黒 褐色土%
,325Y黒 褐色土%

, 10YR褐 灰色■4/ 5,18YR褐 灰色■%
2 10YR褐 灰色±4/ 6 10YR褐 灰色土%
3 18YR灰葵褐色土% 7 10YR黒 褐e■ %
4 10YR灰 黄褐色土% 825Y黒 褐色土%

261000

＝
ｋ
キ
ー

＝
憔
＋
―

＝
憔
＋
―

N

1 25Y黄 灰色土%炭イし物多い。

225Y羮 灰色土%土粒やや粗。

325Y皓 灰黄色土%粘性なし。しまりあり。

44号土媛
18号土媛

0 0

20号土媛

◎

125Y黒 褐 色 ■ 9/2

-44-



フ4号土娠

26,000                    i

l 'OYR灰 黄褐色土%骨混しtD。

2 ,OYR灰 黄掲色上%

75号土塘

261000

Бて正翌要亜二苓て
1 10YR灰 黄褐色土%炭化物、焼土夢い。

＝
憔

＋

―

＝
憔

＋
―

1 10YR灰黄褐色砂質土 %

2 +OY日 黒 褐 色 ± 3/2

一
　

ＥW

85号土境

1 10YR掲  色 ± 4/4土粒細かい。

2 10YRに ぶい黄褐色土%
3 10YR灰 黄掲色土%
4 10YR黒 掲色土%炭化物、焼土あり。

5 10YR黒 褐 色 ■ 3/2

6 10YR褐 色 ± 4/4土粒非常に細かい。

7 10YR黒 褐 色 土 %土粒粗い。

8 10YR灰 黄褐3± 4/2

]号集石遺構＝
憔
＋
―

刀
憔
＋
―

1 10YR黄 灰 色 土 %炭 化物、焼土多い。

225Y黒 色 土%炭化物層

325Y黒 褐色土%炭化物、焼土多く含む。

δ

―

剛
一診

③

〕25Y暗オリープ褐色土%粘性ややあり。

迎 25Y黒 褐色土%

1 ,OYR暗 褐 色 ± 3/3

225Y黒 褐 色 ■ 3/2

3 25Y暗オリーブ褐色■%炭化物少量。
425Y黒 褐色土%土粒は粗い。
5 25Y暗灰黄色土%炭化物,焼土若干含む。

図20 34号・35号・70号・74号。75号土墳、1号 ～3号集石遺構

8号集石遺構

-45-
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4号集石遺構  .
＝
憔
＋
―

1 10YR灰 黄捐色土%炭化物多い。

2 ,OYR灰 黄掲色■ 4/2

A      尽

1 25Y暗 オリーフ褐色± 3/3

225Y黒 褐 色 ± 3/2

325Y黄 灰 色 士 %

261000

B              B

1 25Y暗灰黄色土%
2,25Y暗灰黄色■%炭イヒ物多い。

325Y黒 褐色土%粘性あり。しまりあり。

＝
蝋
＋
―

＝
憔
半
―

9号集石遺構

|

帥・　隕
E E

〕 10YR灰黄褐色土%
2 10YR黒 褐色± 3/2炭化物、焼土多い。

325Y黒 褐色土%圭粒やや粗。

4 25Y灰 黄掲色土 %粘性なし。

525× 黒掲 色土 %

±42やや粗。

0         1m

1 25Y暗 オリーブ褐色土 %
225Y黒 褐 色 ± 3/2土粒粗い。

325Y黒 褐 色 ± 3/2灰白色の砂狭在。

425Y黒 褐色■ 3/2炭 化惨多い。

525Y黒 褐色土%上粒粗い。

6 25Y黒 褐色土%粘性ややあり。

10号集石遺構

引
く
＋
―

w巫≡≧硬還垂巨Σ多テ/匡
w                E

1 ,gヽ R灰黄褐色土 %灰 自色の砂多く

, 25Y暗オリーブ褐色土%粘性あり。しまりあり。

226Y黒 褐色土%ID性非常に強い。

図21 4号～10号・ 13号集石遺構

261000

N

遂
甥
σ

罐∝ 陣 D
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12号集石遺構

＝
憔

＋

―

26〕 000

10YR黒 褐 色± 3/2炭 イヒ物多い。

10YR黒 褐色± 3/2

10YR黒 褐色土%灰白色砂混。炭化物多い。

10YR灰黄掲色± 4/2

W        E

1 10YR灰 黄褐色土%灰自色砂混。

1号井戸跡

2号井戸跡

3号井戸勧

0         1m

〕 25Y黒 褐 色 土%炭化物多い。

2 25Y黒 褐 色 土e/土粒粗い。

326Y暗 褐 色 ± 3/2土 粒粗い。

4 25Yオ リーブ褐色土%粘性ややあり。しまりあり。

5 26Y暗 オリーブ褐色± 2/3炭 化物多い。

6 25Y黒 褐 色 土%粘性ややあり。しまりあり。

125Y黒 褐色土%
2 25Y暗 灰黄色土%土粒やや細かい。

925Y黄 灰色土%礫混じり。土粒粗い。

261000

25Y羮 灰色土%炭化物、焼土非常に多い。

25Y黄 灰色■%粘性ややあり。しまりあり。

0                      2m

ll号・12号・14号 ～16号集石遺構、1号 ～4号井戸跡、1号竪穴状遺構

妄土焼％柳韓

土

土

ブ

色
色
井

掲
褐
川

黒

黒

暗

ＹＲ

ＹＲ

５Ｙ

5号集石遺構‐

Л
Л
く
ｒ
キ
ー
ー

＝
憔
キ
ー

州
憔
＋
―硼・ＷＴ

＼

嗣
一

〕 キOYR灰黄褐色土 %炭イヒ物、焼土多い。

2 'OYR黒 褐 色 土 e/炭イヒ物、焼土多い。

3 ,OYR灰 黄褐色土 %灰自色の砂混。

刀
ヽ
＋
―

＝
憔
＋
―

16号集石遺構

EttW

]号竪穴状遺構

261000

1 25Y暗オリーブ掲色土%
2 25Y皓 オリーブ褐色土%土粒やや粗。しまり強い。

325Y黒 褐色■ 9/2粘 性あり。しまり強い。

4 25Y黒 褐色士%粘性あり。しまりあり。

525Y黒 褐色土%土粗粗い。

6 25Y票 掲色土%粘性ややあり。しまりあり。

4号井戸跡

図22
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2号竪穴状遺構

8号竪穴状遺構

ド 竜
=ミ _======幸 一 奈 =章 ===少

疑
i 10YR灰 黄褐色土%岩化物、焼土多い。

2 iOYR黒 褐 色± 3/2土 粒やや粍

4号竪穴状遺構

1 25Y黄 灰色土%炭化物非常に多い。

2 25Y晴灰黄色土 S/2粘性ややあり。しまりあり。

3 25Y暗 灰黄色± 4/2粘性ややあり。上粒細かい。

4 25Y晴 灰羮色土%炭化物、焼土多い。

5,25Y黄 灰色■%粘性ややあり。しまりあり。

825Y黄 灰色±4/炭化物ヲF常に多い。

7.25Y黄 灰色土%炭化物外い。

3 ρ5Y晴灰黄色± 4/2粘 性なし。しまりなし。

2喝
                  |::::::::::::::::::::|:|::::''テ

7r__1::

 ヽ     |
1 25Y黄 灰色土 %炭化物夕い。

2,26Y黄 灰色± 5/土粒やや粗。

325Y黄 灰色土 %炭化物やや多い。

425Y黄 灰色■ %粘性ややあり。しまりあり。

5号竪穴状遺構

1 25Y皓灰黄色土 %～%炭化物多い。

2.25Y暗灰黄色■%  炭化物、焼土妄い。

325Y黄 灰色土%  土粒やや細かい。

4 25Y黄 灰色■%  土粒やや粍

25Y策 灰色土%粘性ややあり。土粒粗い。

25Y黄 灰色土%炭化物ヲF常に多く含む

25Y嗜灰黄色土%粘性なし。

25Y黒 幅色 ■%粘性ややあり。

6号竪穴状遺橋

W

125Y黒 褐 色 ± 3/2

225Y黒 掲 色 ± 3/2炭 化物夢い。

325Y黒 褐 色 ± 0/2粘性ややあり。しまりあり。

425Y黒 褐 色 ± 3/2粘 性なし。しまりあり。

525Y黒 褐 色 ± 3/2灰 白色砂を含む。

6 25Y黒 褐 色 土 %粘性やや弱く、しまりある。

7 25Y黒 褐色±3/2土 粒はやや粗。

8 25Y贈オリープ褐%炭化物微量。粘性なし。

一
Ｎ

5

6

図 23 2号～6号竪穴状遺構
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図 28 15号 溝跡出土遺物 (2)
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図29 15号清跡出土遺物 (3)
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図38 15号溝跡出土遺物 (12)
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図 45 22号溝跡 出土遺物 (2)
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香 長 径 短 径 深 さ 備 考 番 号 平面 形 態 備 考

Pit Pit8コ 円 形

Pit85 円 形

P 7 Pit86 円 形 8 6号上羨、1号溝肋に切られる

Pit 4 14 悟 円形

Pit 5 円 形

Pit 6 Pit89 橋 円形

Pit90 不 整 円形

Pit91 略 円形

Pit Pit92

Pit10 円 形 Pitllと 重複 Pit93 円 形

Pit 円 形 7 Pit10と 重複  Pit34を 切 る Pi194 円 形

Pit12 略 4号澪 跡 を切 る Pit95 円 形 2号土塘 に切 られ る

円 形

田各 Pit97 略 円形 Pitl10を 切 る

略 円形 4号溝 跡 を切 る Pit98 円 形 9

Pit16 円 形 Pit99 略 円形

Pi 略 円形 3 1号凝 跡 を切 る Pit100 略 円 レ

Pit18 略 Pit101 略 円形 21 7号溝 跡 を切 る

Pit19 略 Pit102 略 円形

R3ト Pit103 不整 円形 1号溝 跡 を切 る

略 円形 Pit104 略 円 4

円 形 Pit105 略

Pi 略 円 Pit106 I13ト 1号罵 vIIを

Pit24 円 形 Pit107 略 円形 1号蔵 杯 を る

Pit25 略 8 Pit108 略 円形

Pit109 円 形 4

Pitl10 橋 円形 Pit97を 切 る

円 形 Pitlll 1号澪 跡 を切 る

略 円形 Pitl12 略 円

Pit30 円 形 Pitl13 略円

P汁 不整 円形 Pitl14 不整 楕 13形 に切られ、7号澪跡を切る

Pit32 将軍‖ Pitl15 略 円形 を切 る

Pit33 Pitl16 略 円形 18号上婚 を切 る

鶏きト Pitlllこ 切 られる Pitl17 不整 円形 1号澪 跡 に切 られ る

略 円形 Pitl18 略 円形 Z 16号土 援 を切 る

Pit36 悟 円形 Pitl19 tj)多 1号竪穴状遺構に切 られる

Pit37 円 形 l 椿 円形

Pit38 略 円形 略 円形

Pit39 略 ト Pit122 略 円形

Pit40 Pit123 円 形

帝 多 Pit124 不整 円形

田各F 形 Pit125 (円形 )

略 円形 14 Pit126 tj引レ Pit92を 切 る

Pit44 楕 円形 Pit127 (円形 ) 28号上娠 に切 ら/Lる

Pit45 不整 円形 円 形

Pit46 昭 5号土娠 を切 る Pit129 略 円形

1号種 掛 に切 られ る Pit130 不 整 円形 l号溝 跡 に切 られ る

形 Pit131 略 円形 l号灘 跡 に切 られ る

略 円形 17 Pit132 略 円形 1号澪 跡 に切 られ る

Pit50 円 形 Pit133 10号 焉 跡 に切 られ る

Pi 円 形 3号灘 跡 に切 られ る Pit134

Pit52 略 円形 2号灘 跡 に切 られ る Pit135 略 円形 号
一

に切 られる

Pit53 円 Pit136 形 11手子 8号滋 跡 を切 る。

Pit54 4 Pit137 円 形 小を切 る

Pit 2号再 切 に切 られ る Pit138 楕 円形

円 形 Pit139 円 形 11 2号凝 跡 に切 られ る

8 1号溝 跡 を切 る Pit140 略 円形 17 11

Pit58 略 円形 l号溝 跡 を切 る Pit141 梧 円 形 8号再 跡 を切 る

Pit59 (円形 ) 3号溝 跡 に切 られ る 形

Pit60 略 FL 円 形

Pit61 Pit144 円 形

7号土 頻 に切 られ る Pit145 略 円形 4

円 形 Pit83を 切る Pit146 略 円形 12号澪 跡 に切 られ る

円 形 9 8 Pit147

Pit65 円 形 8 7号土 婚 。2号澪 跡 に切 られる Pit148

Pit66 不整 円形 Pitl 昭 レ Pit151を 切る

Pit67 不 整 ト 2号澪 防 に切 られ る 略 円形 に切 られる

Pit68 1号種 PTIに 切 られ る Pit151 円 形 7 it147に 切 られる

ト Pit152 円 形 10号溝 跡 に切 られ る

円 形 13 Pit153 不整 円形 ■ 号 土要 を切 る

Pit7ユ 円 形 8 Pit154 呼 円 形 ■ 号 濤 跡 に切 られ る

Pit72 橋 円形 Pit155 経 円 杉

Pit73 略 円形 Pit156 円 形

Pit74 Pit157 略 円形

Pit158 略 円形

2号再 餌 に切 られ な Pit159 略 円形

77 円 形 Pit160 悟 円形

Pit78 円 形 2号溝 跡 に切 られ る Pit16ユ 略 円形

Pit79 円 形 Pit162 略円形

Pit80 楕 円 Pit168 不整 橋 円形 7

Pit164 ■形

Pit165 略 円形 2号井 戸跡 を切 る

略 円形 17 Pi+681こ 切 ら/tる Pit166 橋 円形

表 1 ビット・ 土渡観察表 単位 :cm( )は 現在値

-81-



単位 :cm( )は 現存値
番 号 平 面 形 態 長 径 考 番 号 平 面 形 熊 深 さ 傭 考
Pit167 橋 円 形 4号集 る をt/Jる Pit247 略 円形 37
Pit168 不■k円形 2号溝 跡 に切 られ る Pit248 橋 円形
Pit169 不整 円形 7 Pit249 楯 円形
Pit 円 形 Ⅲ各円形

Pit 不整 円形 9 Pit251 略円形
Pit (不整 円 形 ) 1 Pit252 円 形

Pit 略 円形 Pit253 不 整 円形

74 円 形 Pit254 円 形

略 円形 Pit255 円 形

Pit176 Pit256 円 形 8
Pit177 H各 ロ Pit257 円 形

Pit178 悟 円形 Pit258 略 円形 6

Pit179 略 円 形 Pit259 略 円形

Pit180 楕 円形 Pit260 円 形 1

不整 円 形 Pit261 略 円形 1

Pit 円 形

Pit188 Pit263 略 円形

Pit184 3号再 肋 に切 られ る Pit264 田各円 形 6
Pit185 (円 形 ) る Pit265 略 円形

Pit186 略 円形 ZЬ号土塘 る Pit266 円 形

Pit187 (円 形 ) Pit267 略 円形
P 悟 円形 Pit268 円 形

Pit189 P 円 形

P P 略 円 形

P 略 円 形 P 円 形 8 16号 澪 TVIに 切 られ る
、円形 it1261こ JJら イ宅る P 略 円形 16号 層 跡 に切 られ る

悟 円形 Pit273 不 整 円形

悟 円形 Pit 略 円形

悟 円 修 Pi 不 整 円形
Pit196 小 整 円 形 p汁ク7A 円 形 Pit280を切 る
Pit197 H各 円 膠 1 Pit277 円 形 9
Pit 略 円 形 Pit278 略 円形 7 Pit278に切 られる
Pit 不 整 橋 円形 Pit279 略 円形 18号 露郎 、 19号再 跡 を切 る
Pit200 梧 円形 14 Pit280 (円形 ) 52号 土塘 を切 る
Pit20] 不 堅 楕 刊形 Pit281 略 円形
Pit202 略 」‐

I 杉

Pit203 椿円形
Pit219に切られる
1号住居を切る

Pit283 略 円形

Pit284 イヽ率円形
Pit204 円 形 6 Pit285 円 形

Pit205 橋 円形 8号溝 跡 を北 Pit286 椿 円形

略 円 形 8号渡 跡 を七 Pit287 円 形

Pit207 橋 円形 7 Pit 略 円形
Pit208 略 円 形 円 形

Pit209 略 円形 Pit290 略 円形
Pit210 円 形 Pit291 側を円形
Pit211 略 円形 Pit292 円 形

Pit212 略 円形 Pit293 不 整 円形

Pit 円 形 2号溝 跡 に切 られ る Pit294 円 形

Pit l 略 円形 PItZυb 円 形 Pit303を切 る
Pit215 P‐I形 28号土渡 を切 る Pi十

'OA
円 形

Pit216 椿 円 形 Pit297 略 円形 15 41号土 媛 を切 る

Pit217 略円形
Pit210に L71ら オ宅る
1号竪穴状遺構を切る

Pit298 不整 形 45号上 壊 に切 られ る

Pit299 円 形 31

略 円形 Pit300 略 円形

Pit219 円形
1号竪穴状遺構を切る
Pit203を切る

Pit30ユ 略 円形 297に切 tDれ る
Pit302 円 形

Pit220 lf6出 杉 34号土援 を切 る PFi303 略 円形
Pit221 1 29号土 娠 に切 られ る Pi 円 形

Pit222 楕 円形 1 12号集 石 遺 樗 を切 る Pit305 示 整 円形 8
Pit223 円 形 Pit306 略 円形

Pit224 略 円形 Pit307 円 形

Pit225 略 円形 Pit308 (円形 )

Pit226 円 形 Pi (円形 )

Pit227 円 形 (円形 )

Pit228 略 円形 Pit3 略 円形 Pit356を切 る
Pit229 略 円形 l 40号上娠 に切 られ る Pit312 不整 形

Pit230 円 形 Pit318 略 円形

Pit231 略 円形 7 Pit314 略 円形
Pit232 略 円形 Pit315 略 円形
Pit233 ‖各円リ Pit316 円形
Pit234 椿 円形 12 Pit317 楕円形 1」

Pit235 略 円 17 Pit318 略円形 2 13 t366を 切 る
Pit236 円 形 Pit319 円 形

Pit 略 円形 Pit320 略 円形 17 Pit342を 切る
Pit 略 円形 17 Pit32ユ 円 形 l | Pit342を 切 る
Pit 指 円 Pit322 略 円形 12

Pit240 円 形 Pit323 略 円形 141 Pit364、 Pit382を 切 る
Pit241 略 円 (略 円形 ) 17) 15

Pit242 略 円形 Pit325 椿 円

Pit243 構 円形 Pit327 熙各円

Pit244 円 形 Pit328 略 円形

略 円形 Pit329 円 形

脩 円形 Pit330 円 形 91 1号濫 跡 を切 る
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:cm( )は 現存値

番 号 平 面 形 態 短 径 決 さ 備 考 番 号 平 画 形態 長 径 短 径 深さ 1     傭    考

Pit331 ト 4 4号土 援 円形 ? 6

ri
一Ｆ 形 5号土 獲 不整 円形 Pit46に tJJら オtる

略 円形 11
8号土羨 円形 ? 14

3号土羨に切 られる
孔号竪穴状遺構を切るPit334 格 円形

P 悟 円形 Vす 工 宏 円 形 5 6号土 獲 に切 られ る

P 円 形 Pit362を 切 る 10号 土媛 不整 形 6 1 Pit331こ 切られる Pit152を 切る

P 47 76号土 羨 をtJJる 12号 土 擾 橋 円形 11号驀 FVJlを 切 る

P 13号 土 援 円 形 _lr L か ′

P 椿 円形 14号 土 壊 不 堅 11 石貴 構 を切 る

P 円 形 5 1 止118に切 ら/Lる

P 椿 円形 16号 土塘 13

P 略 円形 17号 上 羨 楕 円形 11号溝 跡 を切 る

Pit343 略 円形 19号 土渡 不整 形 14 2号竪 穴 状 遺 樗 に切 られ る

Pi+344 円 形 21号 土 援 不 整 椿 円形

Pit345 略 杉 23号 土 娠 円 形 51 L Pit1 27、 185、 187、 215,引ゝ ら/Lそ

Pit346 28号 土 頻 126 371 古銭 出土

Pit347 形 31号 土 頻

Pit348 不整 橋 円形 3Z● 二 友 円 17 土 塁跡 に切 られ る

Pit349 形 33号 上 塘 不整 円形 土 塁師 に切 られ る

Pit350 形 36手}二Lウ (指 円形 ) 260

Pit351 略 円 形 6 37号 土 不整 形

Pit352 槍 円形 38号 土 羨 略 円形 8 101
Pit353 略 円形 39号土 茨 梧 円 形 61
Pit354 略 円形 40号 土接 円 形 Pit229に切 られる

Pit355 略 円形
ylt3131こ ワJら なしる 41号 上 羨 (示 明 46号土媛 、 53号 土 羨 を切 る

Pit356 不整 形 42号 土媛 不整 形 47号土援 を切 る

Pit357 (円形 ) 43号 土 娠 (円形 ) 植 栽 反 か 7

円 形
45号土羨 円形

42号土娠 に切 られ る

53号土塘 を切 る 植栽度か ?Pit85tJ P 一修 2号水磐状遺穂 に LJ」 られ る

Pit360 (椿円形 ) 46号 土 壊 361 43号土塘 に切 られ る

Pit361 円 形 Pit33 rに 切 られる (円形

Pit362 略 円形 上 塘 不 率 円 9

Pit363 将子P 形 49号 上 塘 椿 円形 17

Pit364 l Pit325に 切 られる 50号 土 獲 (円形 ) 14 14

51号 土 獲 (略円形 ) 8 Pit2821こ 切 られる

8 Pit3201こ 切 らア化る 52号 土 壊 橋 円形

Pit367 円 形 55号 土 獲 不 整 楕 円形 161 9号 土塘 を切 る

Pit368 略 円形
56号土羨 略円形

18号 溝跡に切 られ る

59号土羨 を切 るPit369 (円形 ) 9

Pit370 将写P 形 58手}三しウ雷 (不 明 17 70号土援 を切 る

Pit371 2 Pit379を t7Jる 63号 土 壊 (略円形 ) 16号語 lIIに 切 られ る

64号 土 援 (円形 14 62号土 娠 に切 られ

66号 土 娠 (橋円形 ) 26 1 62号上塘 に tJJら れ

Pit374 略 円形 8
67号 土壊 (略 円形 )

15号 集石遺構に切 られる
73号土援を切るPit375 楕 円形

Pit376 略 円形
68号土羨 (円形 )

65号土娠 に切 られ る

79号土壊 を切 るPit377 側各P 形

Pit378 橋 円形 69手説ニヒゥ葺 (円形 ) 14 65号上 壊 に切 られ る

Pi+379 71号 土 媛 楕 円形

Pit380 72号土 娠 (楕円形 ) 8 Pit338に切 られ る

Pit381 円 形 7 76号上 娠 悟 円形 101
Pit382 略 円 形 IJit37 1に つりられる 77号 上 娠 (1平雪 9

Pit383 円 形 78号土羨
81号 上塘

(

Pit384 円 形 (PЦ 16号集 石 遺 構 を切 る

Pit385 円 形 Pit325に 切 られる 82号 土 媛 (円形 ) 13

Pi+386 4

Pit387 3

Pit388 呼

Pit389 円 形

Pit390 円 形 14

Pit391 橋 円形

Pit392 略 ]形 31

Pit393 橋 円 形

Pit394 Jナタ

Pit395 円 形

Pit396 略 円形

Pit397 指 円形

Pit398 略 円形

Pit399 円 形

Pit400 14

Pit40] 円

Pit402 円

Pit403 (円形 ) (12) 17

Pit404 橋 円形 8

Pit405 略 円形

Pit406 楕 形 1

Pit407 15号 果る 道構 に切 られ る

Pit40も 12
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表 2 出土遺物観察表 単位 :cna( )は 反転実測 に よる推定値

番
号 出土位置。遺構 器 種

法
推定生産lt 色 調 岸 凧 備 考

番 号 ロイ垂 器 高 底 径

図24 l 堀 跡 土器・焙烙 (344) (10 5) (312) 在地 7 5YR明 褐灰 7/2 翼堀 外面スス添着 内面指頭跡・砂広

2 堀跡・下層 灰釉陶器・壷 美濃 5PB明青灰 7/1 盛痴

堀 跡 土器・かわらけ (36) 在地 2 5YR鈍い赤褐 4/4 良妬

4 1号堀跡 下 層 須恵器・壷か甕 在 地 N 7/白灰 翼痴

1号堀跡 須恵器・甕か壷 在 地 10YR 褐灰 史痴

1号 fln跡 土器・土鍋か (240) 在 地 5YR 鈍い橙 7/3 良 妬

7 1号堀跡 陶器・輪禿皿 11 8 肥 前 25Y灰責 7/2,同緑矛山 罠痴

1号堀跡・下層 土器・焙烙 (24 4) (55) (24 0) 在地 2 5YR 鈍い橙 6/4 史妬 外面スス付着

9 1号堀跡 陶器・皿 (4.6) 古瀬戸 25Y灰白 8/1 良如 占瀬戸後Ⅳ新

1号堀跡・下居 絢器 ・ 鉄 Xt碗 (50) 産地不明 10YR灰 白 7/1鉄矛山 罠妬

11 1号堀跡 狗器 。鉄釉碗 (54 飛 戸 葵 鴻 10YR浅責橙 8/3鉄釉 良珂 2次被熱

1号堀 肋 絢器・志野皿 (70) 瀬戸美濃 35Y灰白 8/1長石釉 良 頻

1号堀跡 絢器 ・ 片 口鉢 (200) 瀬戸美濃 10YR灰 臼 8/2 盛痴

1号堀跡 lkl器・鍋 180 瀬戸美濃か 10YR灰白 8/1 良痴

1号堀跡 均器・行平θRの把手 在地 (須玉 ) み5Y貢灰 5/1 罠頻 卜倉焼

1号堀跡 磁器・くらわんか硫 (93) (5_2) (38) 肥 前 染 付 良痴 18世紀後半

1号堀跡 磁器・端反碗 (10 8) (57 4_5) 肥前 染付 良痴 暁継あ り

1号堀跡 磁器・丸碗 110 肥 前 染 付 貝珂 19世紀前半

1号堀跡 磁器・徳利 肥 前 染 付 良痴 やや陶胎

1号堀跡 眩器・徳利 瀬戸か 型押・青白罪由 礎痴

1号堀跡 磁器・輪花皿 12.2 31 6.2 産地不明 染 付 良珂

1号堀跡 下耀 絢器・油壷 瀬戸美濃 25Y灰自 8/1透明釉 良痴

1号堀跡 磁器・徳利 一刷 染付 (蛤唐草 ) 史痴

� Z【 1号堀跡 瓦・軒平冗 在 地 N4/灰 盛如

1号堀跡 瓦・軒平冗 在 地 N4/灰 良痴

1号堀跡 瓦・軒平瓦 在地 N4/灰 民痴

1号堀跡・下層 陶器・括鉢 (31 3) (14 5) (112) 瀬 戸 25Y】灰自 8/1 盛珂

1号堀跡 F肖子製品 。化粧瓶 産地不明

1号堀跡 石製品

1号堀跡 石製品・ 印

1号土塁跡 陶器・灰釉皿 瀬戸美濃 25Y灰 白 7/1灰好由 良痴 大窯Ⅲ後半

1号土塁跡 陶器・鉄矛由皿 51 瀬戸美濃 5Y灰白 8/1鉄矛由 史痴

1号土塁跡 陶器・志野織部皿 8.2 美 濃 10YR鈍い貢橙7/4長石釉・鉄記盛刻 第 1小期

1号土塁跡 陶器・山茶碗 美 濃 25Yオ天白 7/1 良痴 14世紀前半

l号土塁跡 緑釉陶器・碗 美濃 N灰 白 7/緑汗山 翼痴

l号土塁跡 土器・ 火鉢 在 地 5YRオ登 6/6 良痴

1号土塁跡 陶器 。責瀬戸鉢 31 0 瀬戸美濃 25Y淡黄 8/3責釉・緑れ 良痴 第 1小期

1号土塁跡 陶器・志野皿 114 瀬戸美濃 N灰 白 8/長石釉 斑痴

1号土塁跡 陶器・鉄釉碗 (10 8) 産地不明 N灰 口 7/ 良刻

1号土塁跡 土器・焙烙 (32 0) (30 0) 在 地 5YR鈍い橙 6/4 良痴 外面スス付着・砂底

1号土塁跡 土器・柱状高台 在地 5YR赤褐 4/6 盛痴

1号溝跡 陶器・天 目茶碗 (110) 瀬戸芙濃 10YR灰白 8/1鉄オ由 良 如 17世紀前半

1号澪跡 灰釉陶器・碗 (70) 美 濃 10YR灰 白 7/ユ 良痴

2号溝跡 狗器・天 目茶碗 (103) 瀬戸美濃 10YR灰 白 8/2 良痴 17世紀第 1四半期

2号溝跡 土器 。かわ らけ 17 在 地 75YR ε屯い橙 6/4 貝如 タール付着

2号焉跡 絢器・茶壺 (64) 瀬戸美濃 10YR灰 白 7/1鉄汗山 良痴 17世紀前半

2号溝跡 石製品・砥石

2号溝跡 土器 。かわらけ 13 在 地 7 5YR 釦卜 オヽ登 6/4 良 痴

7号凝跡 土器 。かわらけ 在 地 7 5YR '屯い橙 6/4 良痴

7号溝跡 瓦質土器・取瓶 (132) 左地 10YR灰白 8/1 良

7号溝跡 土製品 。土鈴 13 在 地 10YR灰白 8/2 良 如

8号溝跡 瓦質土器・括鉢 在 地 10YR灰 白 8/2 良 内面磨耗 している

8号溝跡 陶器・ 常滑壷か 常滑 10YR灰白 7/1 良 高台片内面 に付着

8号溝跡 土器・かわらけ (147) (30) (81) 在 地 5YRオ登 7/6 良 痴

9号澪跡 殉器・天目茶碗 瀬戸美濃 10YR浅黄橙 8/3 良痴

9号溝跡 土器 。かわらけ 11 6 在地 5YR橙 翼痴

9号溝跡 石製品 。砥石

10号凝跡 瓦質土器・内耳鍋 27 5 在 地 25Y黄 褐 6/1 良痴 外面スス付着

10号溝跡 土師器・邦 在地 5YR鈍い橙 6/4 良痴

13号溝跡 瓦質土器・茶釜 13_ユ 在 地 25Y貢灰 5/1 良 如

13号凝跡 瓦質土器 。内耳鍋 30.2 在 地 10YR鈍 い責橙 7/2 良痴 外面スス付着

13号溝跡 石製品・硯 19 墨付着

13号溝跡 土器・土製円盤 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 翼痴 内耳鋼転用

13号溝跡 須恵器 。長頸壷 在 地 10YR I屯 い責橙 7/2 良頻

図24 13号溝跡 土器・悟鉢 33 8 在地 7 5YR θ屯しサ登 6/4 良妬

13号溝跡 土器 。かわらけ (25) (66) 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 史痴

13号凝跡 土器・ かわらけ 125 76 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 良如

13号溝脚 土器・かわらけ 145 3ユ 在 地 7 5YR ε屯い橙 7/4 翼如

14号溝肋 磁器・蛇ノロ高台皿 一刷 染付 貝妬 18世紀後半

14号議肋 磁器・色絵筒形碗 一則 赤・緑・自・紫釉 良珂 18世糸己後半
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図2; 14号溝跡 磁器・鍋島皿 15 0 肥 前 染 付 礎翔 18世紀後半

15号議跡 土器 。か わ ら ) 10 0 22 在地 7 5YR I屯 い橙 6/4 熙堀

15号溝跡 土器 。かわ ら す 在地 5YR'ttヽ 赤褐 5/4 県猫

15号溝跡 土器 。かわら す 23 53 在 地 10YR鈍い黄褐 5/3 礎灯

15号溝跡中層 土器 。かわら ナ 在地 10YR鈍 い貢褐 5/4 里翔

15号溝跡 土器 。かわら す (98) 在地 10YR褐灰 4/ユ 東珂

15号溝跡 七器・かわ ら ) (93) 25 (57) 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 寵妬

15号凝肋 上器・ かわ ら ナ (92) (61) 在地 7 5YR I屯 い褐 5/3 良 珂

15号 溝跡中層 土器・ かわ ら す 在地 5YR鈍 い赤褐 5/4 東痴

15号 溝跡 土器・ かわら ) 2_2 56 在 地 10YR鈍い黄褐 5/3 翼菊 口縁 部 にスス付着

15号溝跡 土器・かわら す 在地 7 5YR,屯 い褐 5/4 良珂

15号溝跡上層 土器 。かわら す 在地 7 5YR I屯 い褐 6/4 良月

15号溝跡 土器・かわら ナ 27 在地 10YR鈍い黄橙 7/4 翼月 口縁部にススTNl^着

15号灘 17・

yl・ 中層 土器 。かわら す 29 (50) 在地 7 5YR鈍い褐 5/3 磯珂

15号溝跡 土器・かわら す (90) 在地 10YR ε屯し巧簑褐 6/4 翼珂

15号溝跡 :L器 。かわら す 29 在地 10YR鈍い黄褐 6/3 翼痴

15号溝跡 土器・かわら ナ 100 28 47 在地 10YR εtい 貢イ島 5/3 盛翔

�2〔 15号溝跡下層 土器 。かわ ら す (104) 在地 10YR黒褐 3/1 良翔

15号溝跡 土器・ かわ ら す 27 47 在地 10YR鈍い黄褐 5/3 羮痴

15号溝肋 土器 。かわら す 7 55 在地 75YR I屯い橙 6/4 盛幻 口縁部にスス付着

15号溝助下層 土器・ かわ ら す 72 在地 10YR α屯し巧箕褐 5/3 翼翔

15号溝F711 土器 。かわ ら す 72 在地 10YR鈍い黄橙 6/4 喪痴 内面一部にスス付着

15号溝跡 土器・ かわら す 在地 5YR金屯い赤褐 5/4 裏翔

15号溝跡 土器・かわら す 7 在 地 5YR鈍い赤褐 5/4 翼媚 口縁部にスス付着

15号溝跡 土器 。かわら , 33 在地 7 5YR鈍い橙 6/4 翼妬

15号斎跡 土器 。かわら ナ 16 在 地 10YR ε屯い貢褐 5/4 罠妬

15号溝跡 土器・かわら す 17 在 地 10YR鈍 い黄褐 5/3 良月

15号溝跡 土器 。かわら , 17 35 在 地 2 5YR黄 褐 5/3 良好

15号浦肋 土器・かわら ナ 17 在 地 5YR鈍い赤褐 5/4 良堀

15号溝跡 土器 。かわら す 55 上 6 在 地 10YR ε屯い黄褐 6/3 良堀

15号瀧跡 上器・ かわら ナ 13 在 地 10YR鈍い黄褐 5/3 史堀

15号 凝 跡 土器 。かわら す 16 在 地 10YR,と い貢褐 5/3 泉媚

15号溝跡 土器・ かわ ら す 32 在 地 7 5YR鈍い褐 6/3 翼好

15号溝跡 土器・かわ ら す 13 37 在 地 7 5YR鈍い褐 5/3 史好

15号凝 跡 土器 。かわらす 57 1_6 40 在 地 10YR I屯 い貢褐 5/3 翼妬

15号滞跡 土器・ か わ らけ 53 12 32 在 地 5YR鈍い赤褐 5/4 実好

15号溝跡 上器・かわらけ 17 在 地 25Y責褐 5/3 翼好

15号 置 柳 土器・かわらけ 54 16 在 地 10YR鈍い貢褐 6/4 翼珂

15号 職跡 土器 。かわらけ 1 7 在 地 10YR鈍 い責褐 5/4 翼好

15号 溝 F7Jl 上器 。かわら , 15 42 在地 10YR鈍 い責褐 5/4 契好

15号溝跡石積 上器 。かわら ナ 56 14 在 地 10YR ε屯い貢褐 5/4 良好

15号議跡下層 土器・かわら ) (51) 在 地 Z5Y暗 灰貢 5/2 良好

15号溝跡 土器・かわら す 52 15 在 地 10YR灰黄褐 6/2 良好

15号溝TI 土器 。かわら , 52 15 在 地 5YR鈍い赤褐 5/4 良好

15号溝肋 上器・かわら ) 11 在 地 7 5YR'屯い褐 6/4 良 好 口縁部にスス付着

15号溝跡 土器 。かわら ナ 11 在 地 10YR鈍 い責褐 6/3 良 好

15号溝跡 陶器・鉄釉オヽれを 37 芙 濃 10YR灰白 8/1鉄釉 良 珂

15号涵跡 陶器・鉄牙由オヽ碗 (88) 芙 濃 10YR灰白 8/1鉄汗由 良JIJ

15号溝肋 陶 器 ・ 鉄 釉 小 碗 (80) 芙 濃 10YR灰 白 8/1鉄汗由 良好

15号溝跡 陶器 。鉄矛山/1ヽ碗 (40) 美 濃 5Y灰白 8/1鉄罪山 良 好

15号溝跡 陶器・鉄釉丸碗 美 濃 25Y灰白 8/1鉄釉 良珂

122 15号溝跡 陶 器 ・ 鉄 粕 丸 碗 (118) 瀬 戸 25Y灰 白 8/1鉄矛由 良月

15号溝跡 陶器・端反碗 (116) 瀬戸 5Y灰白 8/1鉄釉 良 好

15号溝跡 陶器 。尾呂茶碗 美 濃 10YR灰口 8/1欽オ由 良 好

15号溝跡 陶器 。鉄釉丸碗 67 美 濃 25Y灰 自 8/1鉄罪山 良媚

15号溝跡 陶器・尾呂茶碗 10 4 美濃 25Y灰 白 8/1鉄汗由 良 好

15号溝跡 陶器・尾呂茶碗 (56) 美 濃 5Y灰白 8/1鈴 釉 良 好

15号浦跡中層 陶器・尾呂茶碗 11 0 美 濃 25Y灰 貢 7/2ε台矛山 良媚

図2〔 15号溝跡中層 矧 恭 ・ 犀 呂 余 炒両 11 2) 72 美濃 10YR灰 白 7/1官台不由 良 好

15号溝跡 陶器・尾呂茶碗 (122) 75 57 美 濃 25Y灰 白8/1薄 い鈴汗‖良 好

15号凝 柳 陶器・尾呂茶碗 (119) 73 美 濃 25Y灰 自 8/1官台キ由 良媚

15号溝肋 絢 器 ・ 犀 呂 黍 碗 (117) 美濃 10YR褐灰 6/1信合矛由 良好

15号溝跡 陶器・尾呂茶碗 (118) 芙 濃 10YR灰白 7/1飴矛由 良 好

15号凝 帥 陶器・尾呂茶碗 美 濃 25Y灰 白 8/2貢矛由 R媚

15号凝跡 陶 器 ・ 犀 昌 黍 碗 (118) 美 濃 25Y灰 白 7/1β台汗由 良好

15号溝跡 陶器・尾呂茶碗 (116) 75 芙 濃 25Y灰 白 7/1飴 釉 良 幻

15号溝跡 均器・尾島茶碗 (10 8) 71 美 濃 10YR灰自 7/1鉄オ前 良用

15号巌跡中層 絢 器 ・ 屁 出 黍 碗 11 4 67 美 濃 10YR灰 臼 7/1黄 T由 良婿

15号溝跡 陶器・灰 T血丸碗 (116) (55) 瀬 戸 25Y灰白8/2灰 釉・銅緑汗J 良 媚

15号 凝 昴 均器・灰釉丸碗 (10 7) 瀬 戸 25Y灰 口 8/2灰袖 良用 鉄絵あり

-85-



単位 :cn( )は 反転実測による推定値

珂赫 番

号 出上位置。遺構 器 種
法

推定生産地 色 調 暁顔 備 考
番号 ロイ墨 器 高 底 径

珂2C 15号溝跡中層 陶器・灰釉丸碗 (10 6) 74 (52) 瀬 戸 25Y灰 白 7/1灰汗由 良 好

15号澪跡上層 陶器・灰釉丸碗 (10 3) (53) 瀬 戸 25Y灰白 8/2灰釉 良好

15号溝跡 陶器・灰釉丸碗 (10 8) (53) 瀬 戸 25Y灰 自 3/2灰矛山 良好

15号溝跡中層 陶器・呉器手碗 (104 71 (44) 肥 前 25Y灰 自 8/1透明釉 良月

15号澪跡 陶器・呉器手碗 肥 前 25Y灰 白 8/2透明釉 良痴

15号溝跡 陶器・呉器手碗 (10 2) 肥前 25Y貢 灰 8/2透明釉 良如 畳付部分無TH117C後 ～18C初
15号 凝跡 陶器・呉器手碗 月巴前 25Y灰 白 8/2透明矛山 良如

15号再 PTl 陶器・呉器手碗 (11 0) (50) 月巴前 25Y灰 白 8/2透明汗由 良如

15号溝跡 陶器・呉器手碗 (10 6) 肥前 25Y灰 白 8/2透明汗山 良珂 高台部分無罪由17C後～18C初
15号溝跡 陶器・京焼風陶器碗 肥 前 10YR鈍い黄橙 7/2褐刈 良痴

15号溝跡 陶器・ 京焼風陶器薇 (98) (50) 一刷 25Y灰 白 8/1透明釉 良痴

15号溝跡中層 陶器・京焼風陶器碗 (88) (50) 肥前 5Y灰自 7/2透明矛山 良珂

15号 凝柳 陶器 。京焼風陶器硫 (50) 月巴前 25Y灰 自 8/1透明釉 良痴 底部に「福次」の銘 あ り

15号溝跡 陶器・刷毛 目碗 (102) 唐 津 10YR灰 黄褐 6/2 良如

司 RI 15号溝跡 陶器・鉄釉片 口鉢 72 美濃 25Y灰 臼 8/2鉄牙由 良堀

15号溝跡 陶器・片口鉢 (19 4 芙 濃 N7/灰 自 外・口縁鉄矛[ 良月

15号溝 PTl下層 陶器 。片 口鉢 瀬 戸 25Y灰 白 8/2鉄禾由 良幻

15号溝跡 陶器・輪禿鉢 (21 4) 肥前 25Y灰 自 7/2透明汗由 良
y/J

15号溝跡中層 陶器・灰釉丸皿 (133) 64 美 濃 25Y貢 灰 6/1灰釉 翼幻

15号凝 掛 陶器・菊皿 (14.4) 瀬戸美濃 25Y灰 白 8/1 良郷

15号溝肋中層 陶器 。輪禿皿 (11 4) 33 肥 前 2 5Y 万てE] 7/1 CH帷井由 貝媚

15号溝跡 陶器 。片 口鉢 (140) 美濃 25Y灰 白 8/2信台汗由 罠好

15号凝 掛 絢 番 ・ 片 口 f71N 美濃 25Y灰 白 8/2薄 い含台刑 翼媚

15号溝跡 陶器・徳利 美濃 25Y灰白 8/2透明釉 泉好

15号溝跡 陶器・香炉 (10 0) (82) 美濃 25Y灰 臼 7/1薄 い飴利 翼好

15号凝 跡 翻 呑 ・ 否 甲 (84) (70) 美濃 25Y灰 白 7/1鉄汗由 翼好

15号溝跡 陶器・香炉 (10 8) 美濃 2 5Y う更B 8/2 つ豆井古 棄媚

15号溝跡 絢器・土瓶 美濃 25Y灰 臼 7/2透明オ山 良 好

15号凝 跡 翻 洛 。二 形 鉢 (11 6) 唐 津 10YR灰黄褐 6/2鉄釉・銅緑れ良好

15号浦跡 陶器・仏飯器 美濃 2 5Y う更に] 8/1つ て井由 民jlT

15号溝跡中層 均器・仏飯器 (86) 54 美濃 25Y灰 白 8/2飴矛由 良媚

15号凝 跡 中 層 翻 驀 ・ 本 江 68 美濃 25Y灰 白 7/1鉄矛由 良舞

17 15号浦跡下層 陶器 。小壷 美濃 10YR鈍い責橙 7/3透明干J 罠jlT

15号溝跡中層 陶器・合子 27 古 瀬 戸 25Y貢 灰 6/1灰釉 良奸 占瀬戸中期。底部に墨書
劉3] 15号凝 掛 中 層 畷 洛 ・ 引

`19「 (42) 肥 前 染 付 良堀 17C後半「大明年製J

15号溝跡 磁器・ 丸碗 肥前 染付 良痴 17C後半
15号溝跡 磁器・九碗 肥 前 染付 良痴 17C後半
15号澪跡上層 厩 番 ・ 引 ,41F 一刷 染付 良痴 18C初頭「角枠渦福 J

15号溝跡下層 磁器・丸碗 (88) (38) 一削 染付 良 珂 17C後半

15号溝跡 磁器・丸碗 (98) 62[ (42) 一則 染付 罠痴 17C後半
15号焉跡上層 旺 君事。¬′衝 (16 0) (44) 一則 染 付 良対 18C初頭 (高尾窯)

15号溝跡下層 磁器・丸碗 10 7 一刷 染付 良珂 18C初 頭か

15号溝跡上層 磁器 ・ 丸 碗 10 6 一削 楽付 翼堀 18C初頭「丸福」
15号焉跡下層 磁器 。日磁大碗 (19 8) 月巴前 白磁 罠好

15号溝跡下層 磁器 。自磁小不 (61) 一削 白磁 良珂

15号溝跡中層 磁器 ・ 青 磁 II (70) 肥 前 青磁 良好

15号焉跡下層 磁器・仏飯器 肥 前 染 付 良好

15号溝跡 磁器・小香炉 肥 前 染付 良媚

15号溝跡 磁器・油市 (46) 肥 前 色絵 。緑釉 。赤釉 良 好

15号浦跡 匂器・灰お とし 10 0 肥 前 狗胎染付 良男

15号溝跡上層 磁器・皿 (14 6) 27 (90) 肥前 染付 良如

15号溝跡中層 磁器・徳利 肥 前 染付 良如

15号澪跡 磁器 。徳利 (48) 肥 前 泡室κ会 。糸表罪由 ・ ブ【矛由 良如 17C後半

15号溝跡中層 磁器・徳利 (60) B巴 前 染付 R頻 17C前半 (初期伊万里)

15号溝跡中層 磁器・端反皿 (138) 肥 前 染付 良堀 17C前 半 (初期伊万里 )

15号澪跡中層 磁器 。徳利 肥 前 染 付 良痴 17C後半

15号溝跡 陶器・悟鉢 (34 0) 瀬 戸 25Y灰 口 8/2鉄矛由 貝如 嘉 4月 到ヽ雪

15号溝助 陶器・括鉢 (330) 瀬 戸 5Y灰白 8/2鉄汗由 良妬 第 4小期

15号焉跡中層 陶器・橋鉢 瀬 戸 5Y灰白 8/1錆禾由 盛如

15号溝跡中層 陶器・悟鉢 (32 0) 瀬 戸 5Y灰 口 a失弄百 良如 幕 5小期

15号溝跡中層 陶器・括鉢 (310) (14_0 (100) 瀬 戸 10YR浅責橙 8/3鉄矛由 罠痴 幕 4小期

15号凝 FVIN中 層 比・ 封ィ■ 在 地 75Y灰 5/1 良

15号溝跡上層 瓦 。軒瓦 左 地 N灰 5/ 艮

15号溝跡石積 瓦・九瓦 在 地 10Y 灰 良 石積の部材 として転用

Σ]3モ 15号凝 謝 中 層 土 器 ・ 焙 烙 鍋 (30 2) (28 4) 在 地 10YR鈍 い黄橙 6/3 良

15号溝跡中層 土器 。焙烙鍋 (19 2) (176) 在 地 7 5YR O車 しサ06/4 良

15号溝跡 土器・焙烙鍋 29 5 27 5 在 地 10YR ε屯い黄褐 5/3 良

15号凝 柳 中 層 土 器 ・ 焙 烙 鍋 (33 6) (296) 在 地 10YR ε屯い黄橙 4/3 良

15号溝跡中層 土器・焙烙鍋 31 6 29 0 在 地 10YR灰黄褐 5/2 長

15号溝跡 土器・贈烙鍋 31 2 71 29 6 在 地 10YR鈍 い黄褐 4/3 良
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単位 i cm( )は 反転実損1に よる推定値

番
号 出上位置・遺構 器 種

法 重

推定生産兇 色 調 生 耐 備 考

罫掲 ロイエ 器 高 底 径

15号溝跡 土器 。焙烙鍋 30 0 29 6 在 地 75YR O屯い橙 6/4 長

15号凝跡 土器・焙烙鍋 29 6 7 45 28 5 在地 10YR鈍 い黄褐 5/4 良

15号溝跡 土器・婿烙鍋 (28 6) 81 在 地 10YR鈍 い黄橙 6/3 良

15号溝跡 土器・焙烙鍋 31 8 75 30 1 在 地 7 5YR'屯 い橙 6/4 良

1 15号澪跡 土器・香炉 (80) 在地 5YR金屯い橙 6/4 良

15号溝跡 土器・香炉 (118) 在 地 7 5YR O屯 い褐 5/3 良好

15号溝跡中層 土器・香炉 24) 51 (90) 在 地 7 5YR鈍い褐 5/4 良

15号澪跡 土器・香炉 (104) 在地 5YR鈍い橙 6/6 良 llT

15号溝跡 土器・焼塩蓋 72 産地不明 10YR浅黄橙 8/4 良舞 「泉州麻生」の蓋か

15号 溝跡中層 上器・土錘 在地 7 5YR Oも い褐 5/7 罠男

15号溝跡中層 土器・ かわ らけ (10 6) 28 i64 在地 10YR鈍い黄橙 7/3 RJIT

222 15号満跡 土器・かわらけ (96) 30 在 地 7 5YR鈍い橙 6/4 良

223 15号溝跡 土師器・皿 (120) 27 (30) 在地 7 5YR鈍い橙 7/4 良 好

15号溝跡 土師器・ lTh (12.0) 36 在地 7 5YR鈍い橙 7/4 良媚

15号澪跡 土師器・邦 (12 0) 33 在 地 7 5YR緒 7/6 良 好

15号溝跡 土師器・邦 (110) 在 地 5YR明赤褐 5/6 良好 底部に塁言「大親」甲斐型Vn期

15号溝跡下層 土師器・皿 (50) 在地 7 5YR鈍い橙 6/4 翼珂 底部に墨書

15号澪跡中層 土師器・ 不 (54) 在地 5YR明赤褐 5/6 ミ好 だミ言|にξttε肇

15号溝跡上層 土師器・碗 61 在地 10YR鈍 い黄褐 7/4 翼好

15号溝跡旧路 陶器・尾呂茶碗 (52) 美濃 25Y灰 自 8/1鈴 TIH 翼媚

15号濤跡旧路 陶器・天目茶碗 瀬戸 5Y灰 白 8/1鉄矛山 泉好

15号溝跡旧路 土器 。かわらけ 19 54 在 地 10YR鈍 い黄橙 6/3 譴妬

15号溝跡旧路 磁器・碗 肥 前 ,豪 磁矛山 盛珂 内面蛇ノロ釉制 高台部砂付着

234 15号溝跡旧路 土器・S字甕 150 25Y,夫芸そ7/3 輿珂

15号 溝跡 漆器 。椀蓋 10 4 産地不明 外・黒 内・朱

15号溝跡 公器・椀蓋 産地不明

15号溝跡 黍器・椀蓋 産地不明

15号溝跡 漆器・椀蓋 10 8 産地不明 外・黒 内・朱

15号溝跡 i黍 器・椀蓋 (98) 25 (54) 産地不明 外・内朱

15号溝跡 公器・椀蓋 産地不明 外・内朱 中′じヽに穿子し

15号溝跡 漆器・椀孟 産地不明 外・黒 内・朱

15号溝跡 漆器・椀蓋 10.9 産地不明 外・黒 内・朱

15号薦跡 公器・椀蓋 産地不明 外・ 内朱 絵・黒

15号溝跡 漆器・椀孟 10 4 産地不明 外 。内 朱

4 15号溝跡 漆器・椀蓋 10 3 57 産地不明 外・黒 内・朱 絵・朱 中心穿子し

15号薦跡 漆器・椀蓋 産地不明 外・黒 内・朱 絵・黒

嘲 全f 15号溝跡 漆 器 ・ 椀 奉 12.4 27 産地不明 外・黒 内・朱

15号溝跡 漆器・平椀 蔵地不明 外・茶 内・朱

15号澪跡 漆器・壷椀 産地不明 外・黒 内 。朱

15号溝跡 漆器 。汁椀 56 産地不明 外・ 内 朱

15号溝跡 漆器・汁椀 産地不明 外・黒 内・朱 絵・朱

252 15号斎跡 漆器・汁椀 14_4 66 産 地 不 明 外・黒 内・絵・朱

253 15号溝跡 漆器・飯椀 (13 6) (68) 産地不明 外 。黒 内・朱 絵・朱

15号盾柳 漆器・飯椀 62 産地不明 外・黒 内・絵・朱

15号薦跡 添器・飯椀 114 産地不明 外・茶 内・朱 絵・黒

15号溝跡 漆器・飯椀 12 4 産地不明 ホ・ 内黍

15号溝跡 漆器・飯椀 産地不明 朴・ 内朱

15号澪跡 漆器・飯椀 (63) 産 地 不 明 外・黒 内 。朱

15号溝跡 黍器 。飯椀 産地不明 朴・黒 内・朱

15号溝跡 漆器・飯椀 12 1 65 産地不明 外・内朱

15号溝肋旧路 漆器・飯椀 13 2 78 巌地 不明 外・黒 内・絵・朱

15号溝跡 公器・不明品 31 77 産地不明 外・内黒

15号溝跡 木製品 。箆 産地不明

15号薄跡 木製品・箆 産地不明

15号溝跡 木製品・不明品 産地不明

15号溝跡 木製品・不明品 産地不明 先端部金属

15号溝跡 木製品 。人形頭部 産地不明

15号溝跡 木製品・不明品 産地不明

珂3( 269 15号溝跡 木製品 。桶 巌地不明

15号 議跡 木製品・不明品 産地不明

15号 溝跡 木製品・不明品 産地不明

15号溝跡 木製品・ 曲物 産地不明

15号澪 fln 木製品・山物 産地不明

15号溝跡 木製品・曲物 産地不明

15号溝跡 木製品・曲物 産地不明

15号斎肋 木製品 。曲物 産地 不明

15号溝 P/1 木製品 。曲物 産地不明

15号溝跡 木製品・ 曲物 産地不明

15号浦跡 木製品 。曲物 産地不明

15号溝跡 木製品・不明品 産地不明 燃えた痕跡がある
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単位 i cm( )は 反転実毅1に よる推 定値

番

号 出上位置。遺構 器 種
法

推定生産批 色 調 焼 成 備 考ビ
Ｆ
コ

番 日 登々 器 高 底 径

剛34 15号溝跡 木製品・桶 産地不明

15号澪跡 木製品・箸 産地不明

15号溝跡 木製品・箸 産地不明
15号溝跡 木製品・箸 産地不明

15号斎跡 木製品・箸 産地不明

15号溝跡 木製品・箸 産地不明

15号溝帥 木製品・箸 産地不明

15号澪跡 木製品・箸 産地不明

15号溝跡 木製品・鍬 産地不明
15号溝跡 木製品・櫛 産地不明

15号斎跡 木製品・櫛 産地不明

15号溝跡 木製品・櫛 産地不明

15号溝跡 竹製品・不明品 産地不明

15号澪肋 木製品 。包丁 産地不明

15号溝跡 木製品・下駄 産地不明

15号溝跡 木製品・下駄 産地不明

15号澪跡 木製品 。下駄 産地不明

15号溝跡 木製品・不明品 産地不明

15号溝跡 石製品・ 凹石

15号馬肋 石製品・ 凹石

15号溝跡 石製品・ 凹石

15号溝跡中層 石製品

図3( 17号凝柳 豆 森I・ /1ヽ 引しれ如 (86) 肥 前 染 付 良 好

304 17号澪跡 lal器 。小不 (70) 44 (32) 瀬戸美濃 25Y灰 白 8/1灰汗由 良媚

17号溝跡 均器・碗 (40) 瀬 戸 葵 鴻 25Y灰白 8/1灰 釉 良 好

18号溝跡 土器 。かわら す (13.4) 29 (75) 在 地 75YR ε屯い橙 7/4 良好

307 18号溝跡 土器 。かわら す (13.0) (64) 在 地 10YR鈍い黄橙 7/2 RllT

18号溝跡 上器 。かわら ナ (126) (25) (80) 在 地 10YR灰責褐 6/2 良媚

18号凝跡 土器 。かわら す (116) 26 (64) 在 地 7 5YR鈍 い橙 7/4 良舞

18号溝跡 土器 。かわら ナ (116) 22 (64) 在 地 7 5YR鈍い橙 6/4 嚢婿

18号溝跡 土器・ かわら ナ 10 7 在 地 7 5YR布登 7/6 良好

18号溝跡 土器 。かわ ら ) 57 在 地 7 5YR浅 黄橙 7/4 史舞

18号凝跡 土器・ かわ ら ナ 13_4 在 地 10YR鈍い責橙 6/4 良如

18号溝跡 土器・ かわ ら ナ 在 地 10YR鈍い貢橙 7/4 罠痴

18号溝跡 上器 。か わ ら ) 17 在 地 7 5YR ε屯い布登 7/4 翼珂

18号濡跡 土器・かわら } (70) (16) (40) 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 良珂

18号溝跡 土器 。かわら ナ 在 地 7 5YR鈍い橙 6/4 良幻

18号溝跡 土器・茶釜 (170) 在 地 5YR橙 6/6 良珂

18号澪跡 土器・茶釜 136 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 良月

18号溝跡 上器 。括鉢 (150) 在 地 7 5YR ε屯いた登 6/4 良

18号凝 跡 上 番 ・ 火 鉢 (23 6) 在 地 5YR鈍 い赤褐色 5/4 良 好 内外面にミガキ
322 18号溝跡 土器・ 内耳鍋 在地 10YR鈍い責橙 7/4 良好

18号溝跡 上器・括鉢 在地 7 5RY橙 7/6 良 好

18号溝跡 土 器 ・ 鉢 在地 25Yガ灰白 8/1 良好

図4( 18号澪跡 土器・焙烙鍋 33 6 30 0 在地 10YR灰黄褐 6/2 良珂

18号溝跡 土器・焙烙鍋 33 4 10 0 29 6 在地 10YR鈍い貢褐 5/3 良男

327 18号溝跡 陶器・天 目茶碗 瀬戸美濃 25Y灰 白 8/1鉄矛由 罠如 大窯 2。 3

18号凝跡 陶器・鉄絵皿 (76) 瀬戸美濃 27Y灰白8/1長石釉鉄需罠頻 第 1小期

18号溝跡 陶器・小邦 (68) (44) (44) 初 山 N黒 2/鉄汗由 良如 大窯 3後半
18号溝跡 匂器・鉄 IEI皿 (10 6) 1,9 (60) 瀬戸美濃 25Y灰 白 8/2鉄牙山 盛痴 大窯 3

18号澪跡 陶器・茶入 瀬戸美濃 25Y灰 白 8/2鉄釉 良如 大窯期 (不 明)

18号溝跡 陶器・船徳利 (126) 顔戸美濃 25Y淡貢 8/3錆釉 翼痴 大窯 3

18号溝跡 珂 呑 ・ TH鉢 瀬戸美濃 10RY浅責橙 7/3 翼如 大窯 3後半
18号濤跡 陶器・橋鉢 瀬戸芙濃 10RY浅黄橙 8/3 良珂 大窯 2・ 3

18号溝跡 掏器・卸 目大皿 加 戸 表 鳩 25Y力灰白 8/2 里珂 占瀬戸後Ⅳ新
18号溝跡 絢器・貢瀬戸鉢 (28 2) 瀬戸美濃 25Y灰 白 8/2黄釉 良痴 第 1小期  2次被熱

18号澪跡 陶器・甕 中津,IIか 25Y黄灰 7/1灰釉 臭妬

18号溝跡 陶器・常滑警 常滑 5RY橙 6/6 翼好 常滑■期
18号溝跡 旬 器 ・ 志 戸 呂 鉢 (116) 志戸呂 75Y灰 5/1鉄釉 良好 第 1小期 2次被熱

4 18号溝跡 石製品・ 凹石

�4 18号溝跡 漆器・杓子 産地不明 外・黒 内・朱
4 18号溝跡 石製品・凹石

4 18号凝跡 石製品・凹石

19号溝跡 土器 。かわら ) (140) (30) (78) 在地 10YR Ctい 貢橙 6/3 R好 |

スス付着
4 19号溝跡 上器 。かわら 14 5 在地 5YR'屯い橙 6/4 良好 |

ス付着

19号澪跡 土器・かわ ら ) (126) (2_7) (63) 在地 OYR灰責褐 6/2 良好
|

スス付着
19号溝跡 土器 。かわら ナ 12 6 在 地 10RY減貢橙 8/3 喫好 |

19号溝跡 土器・ かわ ら (106) (24) (57) 在 地 5YR¢屯い,燈 7/4 良好

19号薦跡 土器 。かわら 10 6 27 在地 10YR鈍い責橙 6/3 良好 口縁部周辺にスス付着
19号溝跡 土器・かわらけ (96) (20) (54) 在地 5YR ttiい 1登 7/4 良

-88-



単位 ( )は反転 実測 に よる推定値

当 淑

番号

番
号 出上位置。遺構 器 種

法 重

推定生産地 色 調 4武 備 考
口径 器 高 底 径

図4を 19号溝跡 土器・かわらけ (74) 在 地 10YR鈍い貢橙 7/2 良婿 見込み部 にナデ調整

19号溝跡 土器 。かわ らけ 12 2 在 地 7 5YR ε屯い橙 7/4 良婿

R「Aイ 19号凝跡 土器・ かわ らけ (122) (28) (73) 在 地 10YR鈍い黄橙 6/4 良珂

19号溝跡 土器・かわらけ 在 地 7 5YR ε屯いな登 6/4 良

19号 溝跡 土器 。かわらけ 26 在 地 7 5YR α屯い橙 7/4 良媚

19号 浦跡 灰釉陶器・碗 73 美 濃 5RY灰白 8/1 良 好 貼 りつけ高台

357 19号溝跡 土器 。内耳鍋 (262) 153 (212) 在 地 10YR鈍い貢橙 7/3 望好

19号溝跡 土器・ 内耳鍋 在 地 10YR ε屯い責橙 6/4 良好

19号溝跡 土器・茶釜 (128) 在地 10YR鈍 い責橙 6/4 翼娼 ミガキ痕 あ り

19号溝跡 瓦質土器・茶釜 在地 5Y灰白 驚痴

19号溝跡 瓦質土器 。人鉢 (31 4) 在地 N暗灰 3/ 駐珂

19号溝跡 土器・香炉 在 地 10YR鈍 い責橙 7/3 翼婦

19号溝跡 上器・香炉 (134) 74 (96) 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 史如

19号溝跡 上器・ 土錘 在 地 5RY灰 白 良妬

19号 溝跡 土器・土製円盤 在 地 10RY鈍い責褐 5/3 盛珂 内耳鍋 を転用

19号溝跡 瓦質土器・括鉢 在 地 10YR α屯い貢だ釜 7/3 良痴

19号溝跡 瓦質土器・情鉢 (170) 在 地 75Y灰 4/1 良頻

図4( 368 19号溝跡 土器・悟鉢 (13 4) 在 地 5YR橙 6/6 良頻

19号溝跡 土器・橋鉢 15 0) 在 地 10RY鈍い貢橙 7/3 良如

19号溝跡 土器・悟鉢 35 2 11 4 14 9 在地 10YR ε屯い責橙 6/3 良如

19号溝跡 磁器・ 臼磁輪花皿 中 国 N灰白 8/透明釉 良 堀

9号溝跡 1磁器 。青磁碗 中 国 N灰 自 7/青磁釉 良 好 15C

19号溝跡 陶器 。古瀬戸瓶子カ 瀬 戸 25Y灰 黄 6/2 良媚

19号溝跡 陶器・瀬戸祖母懐盛 12 3 瀬 戸 25Y責灰 6/1灰釉 良好 15C

19号溝跡 均器・ 常滑甕 営 滑 25Y黒褐 3/1灰釉 良幻

19号溝跡 陶器・常滑甕 常滑 25Y黄 灰 6/1灰 釉 良媚

19号溝跡 陶器・常滑甕 常滑 5Y 灰 良 好

19号溝跡下層 土師器・邪 在 地 10YR浅貢橙 8/2 良珂 塁書 「小介」

19号溝跡下層 土師器 。不 在 地 7 5YR ε屯い橙 7/4 翼妬 暴書「安 J

19号溝跡 漆器・椀 16 8 在 地 外・黒 内・黒 絵 。朱

19号溝跡 黍器 ・ 布死 (72) 在 地 外・黒 内・朱

19号溝跡 木製品 。下駄 在 地

�4J 19号溝跡 木製品・下駄 在 地

19号溝跡 石製品・凹石

19号溝跡 石製品 。凹石

19号溝 lTB 石製品・凹石

19号溝跡 石製品・凹石

19号灘跡 石製品・凹石

389 22号 溝跡 土師器・不 12 0 在地 3YR橙 6/6 良 用

22号溝跡 土師器…邦 在 地 10YR ε屯い貢褐 7/2 良 堀

22号 溝跡 土師器・ 内黒不 (18 0) 在地 10YR灰黄褐 5/2 良媚

22号 澪跡 土師器・皿 (130) 31 (50) 在 地 5YR橙 6/6 良好 塁書 「大」

22号溝跡 土師器・郷 在 地 7 5YRた登 6/6 錠好 墨書 「安」

22'チ 輝写IVTh 土師器・拝 在地 5YR橙 露好 墨 書

22号溝跡 土師器・不 10 8 51 在 地 5YR橙 6/6 盛朔 塁書「円」か ?

22号溝跡 土 師 器 ・ 孟 (170) 在 地 5YR明赤褐 5/6 翼痴

B2号溝跡 灰釉陶器 。蓋 (150) 美濃 N灰 6/ 翼珂

22号 澪跡 黒色土器・不か碗 在 地 5Y 灰 喪痴

22号溝跡 内黒土器・片口鉢 在地 7.5YR橙 6/6 良痴

22号溝跡 土師器・皿 19 在 地 5 「ゝR 中缶 6/6 良如

22号 溝跡 土師器・皿 ( 26) (47) 在 地 7 5YR橙 6/6 斑痴 塁書記号か ?

22号溝跡 土 師 器 。皿 (13 0) 在地 5YR橙 6/6 良痴

22号 溝跡 土師器・大型写 在 地 5YR橙 良痴

22号 澪跡 土師器・皿 133 52 在地 5YR明赤褐 5/6 礎痴 塁書「小介」か ?

22号溝跡 土師器 。高必 在地 10YR灰責褐 5/2 良如

〕2号溝跡 土師器・高邦 在 地 2 5YR明 赤褐 5/6 良痴

22号溝跡 土師器・小型甕 (140) (60) 在地 75Y鈍い褐 5/4 良痴

22号溝跡 土師器・甕 20 0 在地 5YR明赤褐 5/6 良如

22号溝跡 須恵器・壷 (13 0) 在 地 75Y灰 5/1 良如

1 22号 溝肋 須恵器・壷 (170) 在 地 75Y灰 5/1 良

22号溝跡 須恵器・壷 在地 5YR灰褐 5/2 良

22号溝跡 緑釉陶器・皿 業鴻 か 猿 投 75Y灰 白 8/1緑罪曲 良珂 内面陰刻花弁

22号焉跡 緑釉陶器・皿 美濃か猿投 75Y灰白 8/1緑釉 良好

22号溝跡 灰釉陶器・碗 140 猿投 5Y灰 白 7/1灰釉 良好

22号溝跡 灰釉陶器・碗 芙 濃 5Y灰 白 7/1 良好

22号 篇跡 灰釉陶器・碗 美 濃 25Y灰 口 7/1 良 媚

22号溝跡上層 内黒土器・碗か郭 在 地 10YR鈍い貢褐 7/4 良月

22号溝跡上層 土師器・邪 (120) (40) 在 地 5YRオ登 6/6 良珂 墨書 「安Jか ?

22号溝跡上層 上師器・皿 12 8 27 在 地 10YR鈍い責褐 5/3 翼月 言己;チ か ?

22号澪跡上層 土師界・不 在 地 7 5YRオ登 6/6 良t4 墨書「安」
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単位 i cm( )は 反転実測 による推定値

凶 淑

番号

番
号 出土位置・遺構 器 種

法
推定生産地 色 調 兜威 備 考ロイ墨 器 高 底 径

�4( 22号凝跡 L層 上師器・邪 (122) (43) (50) 在 地 2 5YR明 赤褐 5/6 良
22号溝跡上層 灰釉陶器・市か甕 美濃か N灰 6/ 良
22号溝跡上層 須恵器・ 不 (160) (57) (112) 在 地 5YR灰褐 4/2 良

22号溝跡 L層 須恵器・壷 (120) 在 地 5Y 灰 不揆

425 22号溝跡上層 土師器・甕 36 0 在 地 7 5YR鈍い褐 5/4 良痴

1号土渡 石製品 。凹石
2号土疲 絢器・刷毛 目碗 (103) 唐津 5YRれ登 6/6 良

3号土頻 itl器 ・瑞反碗 (10o) 瀬 戸 N灰 白 8/ 良珂 17C後半
3号土媛 上自雨器・ 邪 在地 5YR赤褐 4/2 良舞

3号土羨 狗器 。不明 (18 8) 美 濤 か N灰 白 7/ 良 好

3号土娠 土師器・羽釜 在地 5YR赤褐 4/8 民媚

3号土壊 弦器・碗蓋 32 瀬戸芙濃 染付 良

3号土羨 磁器 。広東碗 62 (64) 肥前 楽付 良

3号 土頻 陶器・碗 (84) 芙濃 5Y黄灰 6/1鉄釉・飴雅 良 嘉 8小期
3号土娠 土器 。かわらけ (56) 在 地 5YR鈍 い橙 6/4 良

3号土羨 石製品 。砥石

6号土媛 陶器・天 目茶碗 (100) 瀬戸美濃 N7灰白 7/ 翼頻

6号土墳 陶器・尾呂茶碗 (98) 美 濃 N灰 白 7/ 県痴

6号土羨 土器 。かわらけ (118) 在地 5YR鈍い橙 6/6 箕堀

6号土獲 土師器・羽釜 (26 5) 在 地 10YR鈍い黄橙 7/4 良媚
6号土墳 上器・鍋 P (26 0) 在 地 2 5YR鈍い橙 6/4 罠痴

6号土羨 磁器・ 皿 (54) 中国 染付 良

6号土壊 石製品 。祗石

7号土壊 土器 。かわらけ (46) 在地 2 5YR緒 6/6 罠好

図 4と 11号土羨 上 驀 ・ 帯 体 (15 8) 在地 5YR淡橙 8/4 良好

■号土頻 土器 。かわら (58) 在地 7 5YR鈍い橙 7/4 良舞

18号土娯 土器・ かわらけ 29 在地 5YR椅 6/6 良
18号土羨 土器・かわら す (88) (26) (46) 在地 5YR橙 6/6 良

18号土娠 土器 。かわらけ (90) (29) (48) 在 地 5YR疱ま6/6 艮

18号土装 土器 。かわ らけ (90) (25) (44) 在地 5YR橙 良
18号土羨 土器 。かわ ら ナ 在地 5YRオ登6/6 良

18号土援 土器・ かわら 87 27 在 地 5YRオ登 6/6 艮

18号土装 土器 。かわらけ 在 地 5YR袴 6/6 良
18号土羨 土器・かわらけ 86 在地 5YR橙 6/6 良

22号土媛 土器 。甕 (35 0) 在 地 5YRオ登 6/6 良

24号 土墳 土器・ かわらけ 116) 在 地 2 5YR袴 7/6 良好

24号 土残 灰井由llal器 ・郭 (118) 美濃 7 5YR明掲灰 7/ 礎好

25号 土娠 土師器・郷 14 5 在 地 2 5YR橙 7/6 斑頻
26号 土墳 土師器・ lTh 113 0) 在地 テYR橙 6/6 良妬

26号土羨 土師器 。不 (15 8) 在地 ;YR橙 7/6 翼痴

27号 土娠 土器・緒鉢 (155) 在地 5YR鈍い橙 7/4 熙妬

29号 土羨 土器・灯明皿 22 在地 2 5YRオ登6/6 盛如

463 29号土羨 土器 。かわらけ (90) (20) (50) 在地 2 5YR鈍い橙 6/4 翼痴

30号土頻 灰釉陶器・碗 ? 美濃 10YR鈍い責橙 7/4 長

30号 土壊 録汗由陶器 。皿 ? (140) 美濃か 10YR灰貢褐 5/2 良

30号 土娠 土器 。かわらけ (70) 在 地 7 5YRオ登 6/6 良

30号土媛 土製円盤 在 地 7 5YR橙 6/6 長 層鉢 を転用
30号土装 土製円盤 在 地 10YR鈍 い貢褐 5/3 良 内耳鍋 を転用
30号土壊 土器 。かわらけ 在 地 10YR黒褐 3/1 良

30号 土媛 土器 。かわらけ (8_0) 在 地 7 5YR橙 6/6 良

30号 土装 陶器・常滑甕 常滑 5Yオ リーブ黒 良

30号土羨 陶器・甕か壷 常滑 25Y黒 褐 3/1 良

30号土娠 瓦質土器・悟鉢 35 6 在地 5Y 灰 良

30号 土壊 土器・橋鉢 27 1 在 地 OYR,屯い貢橙 6/4 良

30号 土墳 土器・ 内耳鋼 30 0 在 地 5YR ε屯い褐 5/3 良

30号 土娠 土器・ 内耳θn 30 0 160 21_0 在地 OYR明黄褐 7/6 良 外面スス付着
30号 土装 瓦質土器 。括鉢 120 在地 N灰 4/ 良

30号土羨 瓦質土器・揺鉢 12 8 在 地 OY 灰 良

34号土頻 灰釉陶器・主 美濃か 5Y黄褐 6/1 良
34号土羨 土師器 。小型甕 在 地 5YR鈍い褐 5/4 良

34号■羨 土師器・邪 149) 在 地 10YR ε屯い責橙 6/4 良

34号土頻 土師器・界 13 7) 在 地 とOYR鈍い責橙 6/4 良

34号 土獲 土師器・郭 14 6) 在 地 5YR橙 6/6 良

34号土羨 須 黒 恭 ・ 不 68) 在地 10BG青灰 5/1 良

』501 35号土頻 瓦質土器・内耳鍋 (23 8) 在地 5Y黄灰 6/1 良

35号土装 灰釉陶器・皿 ? 美濃 5Y灰費 7/2 好 |

35号土羨 土器・ かわらけ 13 0 在地 5YR ε屯い橙 6/4 良

35号 土頻 土器 。かわらけ 在 地 YR鈍 い赤褐 5/4 一史

44号土装 土器 。かわ らけ 97) 57) 在地 5YR鈍い褐 5/3 好

44号土獲 磁器・ くらわんか碗
|

肥 前 楽付 好 8C後半
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単位 :cm( )は 反転実測 に よる推定値

番
号 出上位置・遺構 器 種

法
推定生産地 色 調 暁成 備 考

番将 口径 器 高 底 径

44号土壊 磁器 くらわんか碗 (94) 50 月巴前 染付 良 好 18C後半
44号土羨 陶器・半球碗 京・信楽 5Y 灰白8/1透明釉青・赤・緑れ 良 18C後半

493 44号土頻 陶器・碗 瀬戸 5Y灰白 8/1鉄矛山 良好

44号土媛 弦器・神酒徳利 一削 染付 良好

44号土獲 木製品・曲物 産地不明

44号 土 婚 土器・ かわ らけ 在地 5YR 橙  7/6 良珂

53号 土娠 土器・ かわ らけ 123 73 在地 5YR 橙 7/6 史痴

54号土紫 土器 。かわ らけ 102 在地 5YR 橙 6/6 盛珂

57号土獲 上師器・邪 124 在地 5YR 播  6/6 良痴

57号土墳 石製品・五輪塔 地輪・水輪 との接点にスス

57号土墳 ltl器 。常滑甕 常滑 25Y黄 灰 5/1 翼珂

502 57号土頻 頂恵器・長頸壷 在地 5YR C車 い赤褐 4/3 翼痴

503 61号土壊 土師器・ lTN (12 0) 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 盛痴

504 61号土獲 土師器・邪 70 在地 7 5YR浅黄橙 8/6 良幻

凶 51 505 61号土頻 土師器・甕 34 0 在 地 7 5YR σ主い持 6/4 実妬 2次被熟
506 62号土羨 絢器・呉器手碗 (11 8) 月E前 25Y灰 白8/2透明釉 翼痴

507 62号土渡 土器 。かわらけ (57) (46) 在 地 7 5YR鈍い橙 7/4 良珂

508 62号土頻 陶器 。灰釉皿 (56) 瀬戸美濃 10YR灰貢褐 6/2灰釉 良好

509 65号土娠 土器 。かわ らけ (136) (78) 在 地 5YR本登 7/6 良 好

510 73号土壊 土器・焙烙鍋 (284) (26 4) 在 地 5YR鈍 い赤褐 5/4 良好

73号土羨 土器・ かわ らけ (94) 24 57 在 地 7 5YR鈍い橙 6/3 罠珂

512 74号土頻 土器・ かわ らけ (80) 17 (50) 在 地 7_5YR鈍い橙 6/4 良珂

513 74号土獲 土器 。かわらけ (69) 在 地 5YR鈍い橙 6/4 真ガ

514 1号集石遺構 石製品 。石臼

515 2号集石遺構 土器・かわらけ (58) 在地 5Yを天白 盛媚

516 2号集石遺構 須恵器・長頸壺 P 在 地 N 灰 4/0 史舞
嘲 民ラ 517 2号集石遺構 土 器 ・ 補 鉢 (33 4) 在地 N 灰 6/0 良珂

518 3号集石遺構 灰釉陶器・壷 (40) 美濃 25Y貢 灰 6/1 翼痴

519 3号集石遺構 石製品・凹石
520 5号集石遺構 |グ(赤 BⅣ珂ぞ辞・ ●, (11 0) 猿投 5Y灰 白 8/1 良媚

521 6号集石遺構 上器・かわらけ (116) 23[ (30) 在地 10YR万灰白 7/1 良tJ

6号集石遺構 土器 。かわらけ (12 6) 在地 5YR鈍 い赤褐 5/4 良 妬

6号集石遺構 青磁・碗 (52) 中国 N灰白 8/0青磁 良好

7号集石遺構 土器 。かわらけ (110) 在 地 7 5YR褐 灰 4/1 良 好

7号集石遺構 土器・かわらけ (58) 在地 7 5YRオ天白 8/2 良 好

526 7号集石損穏 土器・土錘 在 地 2 5YR鈍い赤褐 5/4 良珂

527 7号集石遺構 土器・土錘 在 地 10YR I屯い貢橙 7/3 良好

528 8号集石遺構 土器・内耳φA (29 0) 在 地 25Y黄 灰 6/1 罠媚

529 10号集石遺構 二 番 ・ FR鉢 (75) 在 地 7 5YR明褐灰 7/ 良如

530 10号 集石遺構 土器・橋鉢 在 地 N灰 白 7/ 良痴

53■ 12号集石遺構 青磁・碗 中国 N灰 白 8/ 史痴

532 12号 集石遺構 瓦質土器・ 内耳鍋 在 地 N灰白 8/ 良痴

533 12号集石遺構 陶器・常滑甕 常滑 N灰 白 翼痴

534 13号集石遺構 土器 。かわらけ 130) 在 地 7 5YR浅 黄橙 8/4 翼幻

535 13号集石潰構 土器 。かわ らけ (12 4) 在地 7 5YR Ctい 播 7/8 嚢珂

536 13号 集石遺構 瓦質土器・内耳鍋 (27 0) 在 地 N灰 白 7/ 翼珂

537 14号 集石遺構 灰釉陶器・壺 美濃 N灰 白 8/ ●k妬
538 15号 集石遺構 陶器 瀬戸美濃 10YR減貢橙 8/3灰 THl 良好 2次被熟

�5t 539 1号井戸跡 土器・括鉢 (7.0) 在 地 7 5YR明褐灰 7/2 良 好

540 1号井戸跡 石製品・石臼

1号井戸跡 凹石

1号井戸跡 須恵器・ 在 地 N灰 4/ 良好

2号井戸跡 白磁・皿 (150) 中国 良媚

544 2号井戸跡 土器・ かわらけ (76) 1,7 (38) 在 地 5YR鈍い橙 7/4 良婿

2号井戸跡 土器 。かわらけ (88) (55) 在 地 2 5YRオ登 /6 曳舞

2号井戸跡 土器・悟鉢 在 地 7 5YR褐 灰 5/1 翼好

1号 子 穴 状 漬 標 狗器・天 目茶碗 瀬戸美濃 5Y 万疋Eヨ  8/2 1失弄由 良頻 2次被熟
1号竪穴状遺檸 灰釉陶器・皿 (10 6) 美濃 5Y力灰臼 翼痴

1号竪穴状遺檸 灰釉陶器 。碗 (64) 美 濃 10YRオ天白 7/1 良痴

1号 騒 穴 状 潰 輝 土器 。かわらけ 12 在地 5YR鈍い赤褐 5/4 良tJ

4号竪穴状遺標 磁器・青磁盤 (26 6) 中国 10Y灰 白 8/1青磁 良痴

4竪穴状遺構 土器・かわらけ 74) 14 (48) 在地 7 5YR鈍い褐 5/4 良 幻

4号竪穴状遺標 土器 。かわらけ (60) 在地 7 5YR橙 7/6 良好

6号竪穴状遺標 土師器・邦 (15 2) 在地 7 5YR褐 灰 4/1 良 好

6号竪穴状遺梓 土師器・邪 12 6 在地 5YR鈍 い赤褐 5/4 良好

6号竪穴状遺標 二 BRI驀・ 奉 (15 0) 在 地 5YR橙 6/6 罠媚

557 6号竪穴状遺梓 土師器・不 (18 5) 在 地 5YR ε屯い橙 7/4 良好

558 6号竪穴状遣擢 土師器・邦 (136) 在 地 2 5YR布登 6/6 良痴

瑠5` 559 ピット1 砥石 罠痴

560 ピ ノ ト13 上器・悟鉢 12 6 左地 5YR灰 白 8/1 里痴
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単位 :cm( )は 反転実測による推定値

図 版

番 号

番
号 出上位置 。遺構 器 種

法 中重
推定生産批 色 調 備 考ロイ墨 器 高 底径

図54 ピット33 土器・土錘 在地 5YR ε屯い橙 6/3 譴好

ピ ン` ト66 上器・ かわ らけ 在地 5YR橙 6/6 農好

563 ピ ッ 卜76 上器・ かわ らけ 72 47 在地 5YR橙 7/4 盛好

ピット103 須恵・甕 在地 2 5YR黄灰 5/1 史好

565 ピット128 須恵器・市 在地 10YR褐灰 5/1 罠好

ピ 'ン  ト146 上器・悟鉢 31 4 11 3 10 0 在地 5YRオ登 6/6 嚢好

ピット157 灰釉陶器 。壺 13 4 芙濃か猿投 7YR】天白 7/1 翼好

568 ピット158 土器・かわらけ 75 在地 5YR↑登 6/6 婁好

ピッ ト183 上製品 。人形 在 地 10YR灰 自 8/1 翼好

ピット204 土師器・甕 11 1 在地 2 5YR明赤褐 5/6 翼好

3号土装 銅製品・銭貨 27 不 明

572 3号土頻 銅製品 。銭貨 27 寛永通宝

3号土壊 銅製品 。銭貨 24 寛永通宝

574 22号 土装 銅製品・銭貨 皇宋通宝

22号 土頻 銅製品・銭貨 皇宋通宝

22号 土羨 銅製品・銭貨 24 元祐通宝

577 22号 土残 銅製品・銭貨 永楽通 宝

578 22号 土頻 銅製品・銭貨 24 不 明

22号 土羨 銅製品 。銭貨 伴符元宝

70号土獲 銅製品 。銭貨 (15) 冶平元宝

70号土頻 笠同要壁占と・ 笠党
′
雪 治平元宝

75号土娯 銅製品・銭貨 皇宋通宝

75号土獲 銅製品・銭貨 元豊通宝

75号土頻 銅製品・銭貨 24 元祐通宝

75号土羨 銅製品 。銭貨 孜禾Π→静
=

75号 土媛 銅製品・銭貨 皇宋通宝

75号土頻 銅 製 品 ・ 銭 管 景祐元宝

79号土頻 銅製品・銭貨 開元通宝

18号溝跡 銅製品 。銭貨 皇宋通宝

19号焉師 鬱同製 古告・ &莞
′
営 元豊通宝

19号溝跡 銅製品 。銭貨 至道元宝

19号溝跡 銅製品・銭貨 正睦元 宝

15号焉肋 金同製 品 ・ 不日鏡 i64
15号溝跡 銅製品 。キセル

E-7 銅製品・銭貨 元豊通宝

E-7 鬱同製 占古・ 笠莞
′
賞 淳化元宝

E-7 銅製品・銭貨 元祐通宝

598 E-7 銅製品・錢貨 元量通宝

E-7 銅製品・銭貨 皇宋通宝

図5〔 D-7 上師器・不 在地 7YRオ登 6/6 良好 線亥」あり
D-8 土師器・邦 (13 1) (67) 在地 7 5YR橙 7/6 良媚 甲斐型 XI型
D-9 土師器・写 (14 0) (46) 在地 5YR企登 6/6 良珂

G-10 上器 。かわ らけ 58 在地 75YR ε屯い褐 5/4 良 天

D-8 土師器・ jTN (64 在地 テYR橙 良 甲斐型XI期
G-10 石kttB肘 ¶ぞξ・ 窃荒 柔濃か猿援 〕5Y灰貢 6/1 良 痴

G-10 緑釉陶器・碗 (142) 美濃か疲桜 25Y灰 責 6/2 良如

D-7 縦 χ常陶 米 ・ 続 (88) 美濃か猿投 25Y灰 白 7/1緑罪由 良

E-5 陶器・ 卸 目大皿 (32 0) 古瀬戸 5Y灰 /1灰汗由 良如 後IV古

E-7 陶器・ 常滑甕 常滑 5Y灰白 7/1灰矛由 良頻 12世紀後 半

E-6 吾 脇 ・ 稀 中国 2 5Y ,天 貢 6/2 帰子Tlk R如 13C
6 ユ F-6 H`管土恭 。TH鉢 (29 6) (160) 在 地 N灰 6/ 良痴

6 F-6 陶器・ 常滑甕 常滑 N灰 6/ 良痴

6 F-12 土器・かわらけ 左地 良如

6 4 D-8 陶器・灰 THI丸碗 (10 0) (55) 瀬 戸 妄 濡 25Y灰 貢 7/2灰釉 良珂 大窯 III段 階 2次被熱

6 5 F-7 陶器・折縁皿 瀬戸美濃 5Y灰白 8/2灰オ由 盛菊 大窯 III後半

D-7 陶器・向付 (128) 唐津 5Y 灰 5/1 1失井由 良堀 17C前半

6 7 F-10 陶器 。折縁皿 (136) 瀬戸美濃 25Y灰 自 8/2灰イ由 罠痴

6 8 E-6 陶器・天 目茶碗 51 瀬戸美濃 25Y専夫書を7/3 糞菊 17C前半

6 D-8 陶器・天 目茶碗 (10 7) 瀬戸美濃 10YR Ctい責褐 7/4鉄矛[ 良珂 大窯IV段階

D-8 ,創恭 。色夫芥8引れ矩 (10 8) 芙 濃 25Y灰 白 7/1鉄矛由 罠幻 17C後半

一 括 陶器・徳利 (68) 瀬戸美濃 25Y浅 黄 7/3鉄釉 良婦

D-4 陶器・菊皿 (124) 美濃 25Y灰責 7/2灰釉 良 17C後半

D-5 陶 器 ・ 菊 皿 (12 6) (70) 美濃 25Y貢灰 6/1灰汗由 嚢好 17C後半

E-5 陶器・皿 (67) 美濃 25Y黄 灰 6/1灰釉 史好 18C初
一 括 磁器・広東碗 11 0 肥前 染付 柔珂 暁糸凶あ り

F-8
'何

番 ・ I翻月含孫釧寸炒置 10 3 70 肥 前 5Y灰 6/1灰オ山 良媚 18C
I―-12 磁器・皿 (47) 肥 前 染 付 良 媚

I―-12 陶器・碗 (33) 唐 津 か 10YR ItB灰 良幻
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第 4章 察

第 1節 古

1. 検 出遺 構 につ いて

古代 の遺 構 と して、大 規 模 な水路 で は な い か と判 断 した東 西 方 向 の 22号溝 跡 につ いて考

察 を加 えた い。検 出 した 22号溝 跡 の断 面 中 に は、 常時流 水 の あ る河 ,Iは うな土 砂 の堆 積状

況 はな く、 自然 流 路 とは考 え に くい。 また検 出状 況 か ら判 断 して南 北 方 向 に延 び る他 の溝

が接 して い る可 能性 が あ り、 22号溝 跡 の性 格 と して、 9世 紀 後 半代 か ら10世紀 にか けて主

に機 能 した、 条 里 な どに関連 す る地 割 の一 画 、 あ るい は現在 本遺 跡 東 と西 に流 れ る荒 川 と

沼川 を結 ぶ 運 河 的 な役 割 を有 す る水路 と して の利 用 が考 え られ る。 ただ し、 条 里 な どの地

割 の一 画 と考 え るに は検 出範 囲が 余 りに部分 的 で あ り、 可 能性 を示 唆 す るに留 め る。

古代 の交 通 路 に関 して は、 甲府 か ら荒 川 を渡 り、 高畑 、 西条 を経 由 して鰍 沢 へ つ なが る

駅 路 の記 述 を 『甲斐 叢 記』『甲斐 国志』 に確 認 で きる。渡 河地 点 は定 か で はな い が、高畑 に

は、 4■_記 に よれ ば、倉可建 が奈 良 日寺代 に遡 る とされ る水 ネ申を祭 ネ申とす る住 吉神 社 が あ り、 こ

の近 くを経 由 して い た可 能性 もあ る。 22号溝 跡 の調 査 は部 分 的 で あ り、 安 易 で は あ るが、

関 わ りもあ っ たの で は な いか と思 わ れ る。

22号溝 跡 か らは 甲斐 型 土 器Ⅸ ・ X期の土 師 器 を主体 と して、須 恵器 、灰 釉 陶 器 、緑 釉 陶

器 を合 ん だ 良好 な一 括 資料 が得 られ た。 土 師 器 の構 成 は、 不・ 皿 な どの食 膳 具 が ほぼ 7割

を 占め、 煮 炊 具 は少 な い。 食 膳 具 の 中 に は、 黒 色 土 器 (註 1)が 多 く混 じ り、 破 片数 に し

て黒 色 処 理 しな い土 師器 食膳 具 の お お よそ 3割 ほ どを 占め る。黒 色処 理 しな い土 師 器 食膳

具 の作 りは丁 寧 で 内面 に暗 文 を施 す もの が大 半 で あ る。 黒 色 土器 は内面 の み、 黒 色処 理 が

施 され 、 内外 面 黒 色処 理 す る遺 物 は検 出 して い な い。特 記 すべ き事項 と して、 黒 色 土 器 の

中 に、 甲斐 型 Ⅸ 期 の大 型 郭 (図 45)が出土 して い る。大 型 邦 は、 日径 19cm、 器 高 8.5cm、 底

径 7 cm、 体 部 は 内湾 しなが ら立 ち上 が り、 日縁 部 はや や外 に開 き、 端 部 は若 千 玉 縁 状 とな

る。 器壁 はや や厚 め で、外 面撫 で調 整 、 体 部 下 半 よ り回転 ヘ ラ削 り、 底 部 は糸 切 り後 、 ナ

デ調 整 を施 し、 土 器 内面 に は放射 状 の暗 文 を施 して い る。 県 内で の 出土例 は少 な く、 韮 崎

市宮 ノ前 遺 跡 な どで 1点 み られ るの み で あ る。 また全体 に 占め る割 合 は非 常 に少 な いが、

祭 所E行為 を 目的 と した と思 わ れ る墨 書 土 器 を検 出 して い る。墨 書 土器 につ いて は後 述 す る。

この他 、特 殊 な土 器 と して、 8面 の面 取 りを した高 界 が 出上 して い る。 高 不 は軸 部分 を検

出 したが 、 胎 土 は 甲斐 型 の上 器 とは異 な り、粒 子 が非 常 に細 か く、 外 面 を面 取 り した後 、

丁 寧 なナ デ調 整 が施 され て い る。 こ う した形 式 の高 界 は平城 京 な どで 高 邪 Aと 分 類 され る

土 器 に類 似 して い る。 高 邪 Aは、奈 良時代 か ら出土例 が あ り、 器形 の変化 が 余 り見 られ な

い器種 で あ る こ とか ら (古代 の上 器 研 究会 1993)、 時期 比 定 に は用 い られ な いが、本遺 閉 出

土 土 器群 の特 殊性 を物 語 る もの で はな いか と思 わ れ る。 部分 的 な検 出 に よる一 括 資料 で あ

るが 、 22号溝 跡 出土 土 器群 の構 成 は平 安 時代 の一 般 的 な集 落 の 出土遺 物 とは考 え に くい点

が 多 い。

9世紀 前 半代 に は、韮 崎 市宮 の前 第 2遺跡 、 甲府 市桜 井 畑 遺 跡 な どか らの 発 見 例 に よっ

て、 村 落 内 に小規 模 な寺 院 な どの公 的施 設 が 設 け られ て い るこ と も証 明 され つ つ あ り、少

な くと も 9世紀 後 半代 には高畑 周 辺 にそ う した施 設 を有 した大 規 模 な古代 の 集 落 跡 が存在

して い た可 能性 が 高 い と考 え られ る。

註 1)黒 色 処 理 を施 した土 器 の 中 に は処 理 の違 いか ら甲斐 型黒 色 土 器 と黒 色 土 器 に区別 す

考

代
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るこ ともあ るが (韮崎 市教 育委員会 1992)今 回 は細 かな分析 を してお らず、一括 して黒色

土器 と呼ぶ こ とにす る。

2.墨 書土器 につ いて

墨書土器 は、 15号溝跡 よ り 3点 、 19号溝跡下層 よ り 2点、 22号溝跡 よ り 6点 、 23号溝跡

よ り 3点検 出 してい る。最 も多い文字 は「安」で、他 に「小介」、「太」の文字 を判読 して

い る。 15号溝跡 の資料 で 「大規 」 と判読 した もの は、 甲斐 型ⅥI期 の資料 で他 と時期 が若千

異 な る。 出土総数 に比 し、資料 の絶対 数 は限 られてい るが、墨書の あ る土器 は内黒処 理や

暗文が施 された特殊 な資料 の他 に、 ご く普通 の調整 を施 した邪、皿 な どの食膳具 で あ り、

いずれの上器 も甲斐型土器Ⅸ oX期 に属 す る資料 で あ る。墨書 が施 されているの は体 部 あ

るいは底部で あ る。

律令期 か ら平安時代 にか けての高畑 周辺 は、先学 の研究 に よ り、巨麻郡青沼郷 (坂 本 1984)

に属 していた と考 え られてお り、荒川 両岸 には青沼遺跡 な ど該期 の遺跡が点在 してい る。

旧郡域 内の墨書土器 の集成が平野 (平野 1992)に よって な されてい るが、出土資料 は単

漢字の ものが多 く、北 巨摩地域 中心 に非常 にバ ラエ テ ィに富む資料 で あ り、文字資料 を遺

跡 に還元 して郷名 の比定 な ど集落周辺の様相 を読 み取 るこ とは難 しい。

9～ 10世紀代 の墨書土器 は、官衡・寺院 を選 ばず、住居 内の電周辺 な どよ り検 出 され る

事 Trllも 多 く、一概 に墨書土器 =公的施 設 を連想す るこ とはで きないが、 9世紀後半代 には

秋 山氏館跡周辺 に、文字 を扱 える集団が存在 していた こ とは確 かで あ り、平安時代 の 甲府

盆地 内の様子 を窺 え る事例 の一つ として重要 な資料 にな る と思 われ る。今後 の資料 の蓄積

を待 ちたい。

第 2節  中 世

1.中 世遺構 の変遷 (図 56)

調査成果 で明 らか とな った ように、中世 の秋 山氏館跡一 帯 は墓域 とな る。墓 は、土羨 墓、

集石 墓 を検 出 してい るが、木村 (木村 1997)の分類 に基づ き、土葬 を目的 とした墓 を土葬

墓、石 を集積 して造 った人葬墓の用語 として集石墓 を使用 している。

中世段階 と判断 した遺構群 には、 3時期 の変遷が確 認 で きる。

中世 第 1期 には、 19号溝 を境 として、土羨墓、集石 墓 を配置 した墓域が形成 され る。

19号溝跡西側 には、対応 す る溝跡 として13号溝跡 がつ くられ区画 内南寄 りに 2・ 3・ 6・

8。 9号集石遺構 が配置 され る。19号溝肋東側 に対応 す る溝跡 は、検 出 していないが、 74・

75号土羨 な どの土療墓 が配置 され る。

墓域 の構成 に、計 画性 が考 え られ るこ とか ら、墓域 を管 理す る宗教施設が調査 区北側 に

存在 していた と思 われ る。

秋 山氏館跡 に近接 す る宗教施設 につ いては、高源寺、永照寺 2寺 が ある。高源寺 は本遺

跡 Jヒ側 に所在 し、 室田丁中期 の創建 とイ云える。永照寺 は もとイま永I寺 と言 しヽ、 永正午 FBlに 倉可

建 された とも伝 え る。 2寺のいずれかが検 出 した墓羨群 に関連 す るか は不 明で あるが、本

遺跡一帯が突然墓域 とな る背景 には、造墓主体 で あ る村 落 の居住形態 の変化、宗教 の変化

な ど、社会 の変化 が大 き く関わ つて くると思 われ、 15世紀代 には中世 の村落 としての形 態

を整 えつつ あった高畑 の様 子 を窺 うこ とがで きる。

中世第 2期 には、 13号溝跡 は機 能 しな くな り、 18号溝跡 を利 用 した 8。 11・ 12号溝跡 に

よる区画が最初 の墓域 を破壊 す る形でつ くられ る。 区画 内 には、 1号井戸、 4号建物跡、

5。 7・ 10・ 13号集石 遺構 が造 られ る。 区画外 で はあ るが、西側 に造 られ る 4。 11号集石
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遺構 もこの段 階 と判 断 して い る。

18号溝 跡 東側 に イよ土 羨 墓 とは判 断 で きなか ったが 、

の造墓 も続 い て行 わ れ て い た もの と考 え られ る。

中世 第 3期 に は、新 た に 9・ 18号溝 跡 の 区画 がつ く

この段 階 に終 了 した もの と判 断 して い る。

多数 の土羨 を確 認 して お り、 土羨 墓

られ るが 、 墓域 と しての土 地利 用 は

2.墓填群 につ いて

検 出 した墓羨 は、15世紀 か ら16世紀初頭 に造 られた とみ られ る土羨 墓 7基、集石 墓 16基、

墓 に関わ る施設 として、茶毘状遺構 を 2基検 出 してい る。

土羨墓、集石 墓各 々の分布 をみ る と、調査 区の南北 とほぼ 中央 に位 置す る19号溝 を境 と

す る空間 を看取 で きる。調査 区の南北 に関 しては特 に区画 は検 出 していないが塀 な どなん

らかの施 設 は設 け られていた可能性 もある。

土羨 墓 は、 円形 を呈 す る もの、やや 方形 を呈す る もの、楕 円形 を呈す る ものが あるが、

楕 円形 を呈す る ものが全体 の 7割 を占め る。

土療墓 は調査 区北側 に分布 してお り、配置 に特 に規則性 、切 り合 いはみ られない。検 出

した土羨墓の うち、人骨 を検 出 したの は22号土羨、 74号 土羨 、 75号 土羨 で あ る。骨の埋葬

方法 は、土葬 、北枕 で あ り、 22号土療 を除 き、西向 きの埋葬 で ある。墓標 な どは確 認 して

いない。確認 した土羨 墓以外 に19号溝西側 D7グ リッ ドか ら六道銭 とみ られ る銭貨が出土

してお り、土羨墓 が存在 した可能性 が高 い。副葬 品 を伴 う土羨墓の うち、初鋳年代 の古 い

銭貨 を出土す る74号 土羨 、 75号土羨 は、土羨墓の中で も最 も古 い と考 え られ る。 19号溝跡

を挟 んで、西側 に造 られてい る22号土羨 は永楽銭 を合 んで お り、六道銭 を伴 う土療墓 の中

では、新 しい遺構 とみ るこ とがで きる。

集石墓 は、調査 区南側 に分布 してお り、蔵骨器 を伴 う もの は検 出 していない。構 造か ら、

以下の 3形態 に分類 してい る。

1群.石組 み を もち内部 に石 を充壊 す る集石墓

2群.掘 り込みが浅 くまば らに石 を配置す る集石 墓

3群.掘 り込みが深 く集石 は墓羨 の上面 のみ に認 め られ る集石墓

遺存状態が悪 い こ とか ら残 りの集石 墓 は分類 していないが集石 の縁 帯 を設 け、 内部 に土

を充填す る形式の集石 墓 も存在 していた可能性 が あ る。

1群の集石 墓 は 2・ 3・ 6・ 8・ 9号 集石遺構 を分類 してい る。平面形 には方形 と円形

の 2種類が認 め られ る。規模 は まちまちで ある。埋葬 方法 は、 ほぼ均等 な大 きさの石 を用

いて、 2段程度 の石組 み をつ くり、 内部 に火葬 した人骨 を埋納 し、埋 めてい く過程 で拳大

の礫 を集積 す る。

2群の集石 墓 には 5・ 7・ 10・ 13・ 15号 集石遺構 を分類 してい る。平面形 は特 に区画が

設 け られないこ とか らきちん とした形 を呈 さず、不整形 とな る。埋葬 方法 は、浅 い掘 り込

み を設 け、人葬 した骨 を埋納 し、拳大 の礫 を平積 み して埋葬 す る。礫 は均等 に集石 されず、

まば らに配置 され る。遺物 は 1群の集石墓 と同 じく小 片で あ るが、 15号集石墓か らは大 窯

期 の灰釉陶器の底部 を検 出 してい る。

3群の集石 墓 には 4。 11号集石遺構 を分類 してい る。平面形 は、円形 で あ る。埋葬 方法

は、 2群の集石墓 とほぼ同 じで あるが、 2群の集石墓 よ り、掘 り込み を深 く設 け、火葬 し

た骨 を土で埋葬 した後 に、上面 に拳大 の礫 を集石 す る。 2群 の集石墓 に比較 して、骨の遺

存状態が よしヽ。

1群に属す る集石 墓 は E6・ 7、 F6～ F8グ リッ ド周辺 に まとまって検 出 してい る。

2群 に属 す る集石墓 は 1の 西隣、D5・ 6グ リッ ド周辺 に分 布 し、19号溝跡 を挟 んで I-13

-95-



グ リッ ドに も検 出 してい る。 3群 に属 す る集石 墓 は、集石墓の分布範 囲の最 も西側 C3グ
リッ ド周辺 に位 置 してい る。分類 ご とに切 り合 いはみ られない こ とか ら、若千 の時期差 は

ある ものの、 ほぼ同時期 に造 られた墓で あ る可能性 が高 い。 出土遺物が少 ない こ とか ら時

期差 の比較 がで きないが、区画 を伴 う 1群の集石 墓 が若千古 い と考 え られ、大 窯期 の灰釉

皿の底部 を出土す る集石 墓 を合 む 2群の集石 墓、 3群 の集石 墓がほぼ同時期 に墓域 を形成

していったので はないか と思 われ る。

今 回検 出 した集石 墓 には、興味深 い現象 と して、 3・ 5。 11・ 14号 集石墓か ら、 くぼみ

石 の出土が確 認 で きた。 くばみ石 の用途 は不 明な点が多 く、副葬 とみて よい ものか、判断

に迷 う。 中世 の墓 制 の 中で は、地 下式羨 か ら臼 を伴 う事例 を考察 した論 文が あ る (今井

1994)。 今井氏 は、地下式羨 の性格 を墓羨 と位 置づ けた上 で葬式 の際、臼を使用す る事例 と

して枕 団子 をつ くる、死体 を運 び出 した後 に臼、 あ るいは篭やザル を転が して、霊魂 を付

着 させ て追 い出す とい う民俗事例 を引 き、使 用 した石 臼を破壊 して、魂 の依 り代 と しての

器物 の破壊 を行 い、一部 を副葬 したので はな いか と してい る。地下式羨 の事例 との共通性

は不明だが、検 出 した集石墓 に伴 う事例 の一つ として報告 してお く。

奈昆状遺構 は、楕 円形、方形 を呈 してお り、煙道 な どは確 認 していない。 出土遺 物 も少

な く時期比定 はで きないが人葬 を目的 としたで あろ う遺構 の性格 か ら、集石墓 に関連 した

施設の遺構 で あ る可能性 は高い。

19号溝跡 を挟 んで分割 された墓域空間 は、 19号溝跡東側 の空間 に土羨墓の構 築が始 まる

の とほぼ同時期 に、 13・ 19号 溝跡 に区画 され た西側 の空間 に分布す る 1群の集石墓 の造墓

が始 ま り、 13号溝 跡埋設後、 1群の集石 墓 と若千 の時期差 を持 ちなが ら、 2群、 3群 の集

石墓が造 られ た と考 え られ る。 また今 回は土羨墓 と判 断で きなか ったため、土羨 と してい

るが、 2群、 3群 の集石 墓が造 られた時期 に も、東側 の空間 には、最初 に造 られた土羨 墓

を切 る形 で、冨U葬 品 を持 たない土羨墓が造 られ続 けていた と思 われ る。土羨墓、集石 墓の

時期、造墓期 間の比較 はで きなか った。

墓域全体 の時期 としては、 15世紀前半代 に遡 る墓 もあ るので はないか と思 われ るが、区

画 とな る19号溝 跡 の年代観 か ら、 15世紀 中頃 に造墓 が盛 ん とな り、 16世紀初頭 まで首 まれ

ていた墓域 と判 断 してい る。

墓域 にみ られ る意識 された空間は、造墓主体 で あ る集 団内の階層差 な どが反映 され た も

の と思 われ るが、造墓期 間が長 い こ とか ら、空間 を管理す る寺 な どの施設が近接 して いた

可能′隆が高 い。

山梨県 内の 中世墓の集成 は、野代幸和氏 に よって行 われてい る (野代 2000)。 県 内の 中世

墓の事例 は、 13世紀代 か ら報告 されてお り、野代 氏 に よれば14世紀以前で は、平安 時代 の

方形プ ラ ンを引 き継 いだ形式 を呈す る ものが多 く、主車山方位 に関す る意識 はみ られ ない。

15～ 17世紀 にか けては、長方形・ 方形 。隅丸方形 を呈 し、覆土 に礫 を伴 う形式 の ものの ほ

か、集石墓や五輪塔 を伴 う墓が報告 されてい る。

秋 山氏館跡 で検 出 した墓域 は、村落 に伴 う墓址 と思 われ るが、 山梨県 内で火葬 墓 、土羨

墓が あ る程 度 ま とまった状態で検 出 された事例 は韮 崎市石 之坪遺跡のほか、明野村 深 山田

遺跡、高根 町横森赤 台 (東下)遺跡の報告例 が あ り、 いずれ も14～ 15世紀代 に機 能 した墓

域で あ るが、 甲府盆地 内での まとまった中世墓地 の検 出はほ とん どな く、本遺跡 の事例 は

重要 な資料 とな る。

墓域 のみの検 討 に終始 したが、 山梨県 内での 中世墓 の調査事例 は近年、急激 に増 加 しつ

つ あ り、墓 単独 で取 り上 げるので はな く、墓域成立 の経過 を中世村落 との関連 のなかで位

置付 けて い け る研 究 の進 展 が望 まれ る。
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第 3節  近世・ 近代

1.検 出遺構 の変遷

本遺跡の名称 に もなってい る秋 山氏 の館跡 に関連 す る遺構群 であ り、 17世紀初頭 か ら近

現代 まで継続 した土地利用が認め られた。調査 当初 は地割 と伝承 に基づ き中世 の方形居館

として周知 されていた遺跡 で あつたが、調査成果 で明 らか に した ように、 中世段 階 には居

館 ではな く墓域が存在 し、寺院 との関連性 が考 え られ るため、正 しくは近世 の秋 山氏屋敷

跡 と言 った方が正 しいだ ろ う。残 されてい る文書等か ら秋 山氏 は当初郷士 であったが、江

戸後期 には高畑村名主や長百姓 として位置づ け られてい るこ とか ら、 ある段 階か ら村役人

と して在 地支 配 の一翼 を担 って いた ようで あ る。秋 山家 に伝 わ る由緒 に よる と慶 長 10年

(1605)に 当地 に居 を構 えた とされ、万延元年 (1860)に秋 山長 四郎 か ら弟の仕官 につ い

て、大和郡 山藩主で あった柳沢保 申に宛て出 された奉公願書 の中に もその詳細が記 されて

い る。幕末の史料 であ るため中世段 階 に関 してはどこまで湖 るか不明であ り、歴史背景 と

して調査 に関係 す ると思 われ る部分 のみ簡 単 に整理 してお くと次の とお りで ある。

○秋 山氏 は武 田家 に仕 えて各地 を転戦 し、武 田滅亡後 は西郡 中野村 (現櫛形町か)に蟄

居 していたが、慶 長 10年 に兵部介 が 当地 に移転 し居 を構 える。

○甲府城 主 となった松平 甲斐守 (柳沢 吉里)の在城時 に召 し抱 え られたが、吉里が甲斐

か ら大和郡 山に転封 された際 には、 当主幼少 の理 由に よ り甲斐 に残留 した。

以上 の よ うに高畑 と秋 山氏 のつ なが りは定 か で はな い もの の、慶 長 10年 に 当地 に移 転 し

た ほか秋 山氏 は柳 沢 吉 里在 城 時 に召 し抱 え られ て い るこ とが記 載 され て い る。したが って、

少 な くと も宝永 7年 (1710)以 降 に は、柳 沢 家 の家 臣 とな って い るこ とが わか る。 お そ ら

く実質 的 な 甲斐 国 内 の整備 に乗 り出 した柳 沢 氏 に とって は、領 国経 営 を よ り確 か な もの に

して い くため地 理 に明 るい在 地 の人材 が必 要 とな ったの で あ ろ う。 その後 は柳 沢 吉 里 の大

和郡 山国替 に は同行 せ ず在 地 に残 った ため、 名 主 を始 め村 方 三役 に組 み込 まれ て い くの は

享保 9年 (1724)以 降 と考 え られ る。

同時 に秋 山家 に は天 保 7年 (1836)に描 かれ た屋敷 絵 図 が残 され て い る。 絵 図 に は南耳ヒ

1町、東 西 半町 規模 の長 方形 の敷 地 の 中 に幾 つ か の屋 敷 と付 随 す る施 設等 が描 か れ、調 査

区 とな った場所 には長屋 門 と厠 が描 か れ て い る こ とか ら、 ち ょう ど屋敷 の前庭 的 な空 間 で

あ った こ とが わ か る。 この こ とを踏 まえて、調 査 成果 とЛRら し合 わせ る と実 に興 味深 い こ

とが わか る。

近 世 面 は遺構 の切 り合 いや 展 開状 況 か ら幾 つ か の変遷 が確 認 され た。 ただ し、掘 立柱 建

物 跡 や柱 穴列 につ い て は共伴 遺 物 等 の制 限 もあ り、 どの段 階 に位 置づ け られ るか判 然 と し

なか った。

近 世 第 1期 (17世 紀 ～ 18世紀初 頭 )

秋 山氏 に よる初 期 の屋敷 割 に関 わ る遺構 群 で あ る。屋 敷 地 西側 は検 出 され た 1号堀 跡 と

1号土 塁跡 に よって屋敷 地 を囲 い込 ん で い た と考 え られ るが、 東側 で は同規模 の施 設 は確

認 で きなか った。 C区北側 の調 査 区隣接 地 に小規模 土 塁 ら しき土 山が存在 す る もの の、延

長上 に あ る C区で は堀 跡 な い しは溝 跡 を確 認 で きなか った た め、秋 山氏 屋敷 の東側 につ い

て は、 15号 溝 跡 が屋敷 境 と想 定 され る (図 57)。 15号 溝 跡 につ いて は、 18。 19号 溝 跡 とほば

並行す る形 で掘 られてい るこ とか ら、 中世段 階か らの土地 区割 りをある程度踏襲 しつつ、

屋敷地 の造成が行 われた ようで ある。

また、 1号堀跡 と15号溝跡で区画 され る屋敷地 内には、掘立柱建物跡及び柱 穴列が重複

して検 出 されてお り、数次 にわた り建 て替 えが行 われた もの と考 え られ るが、区画外 であ
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る東側 の状況 につ いて は時期 を断定 で きる遺構 が検 出 され なか った。

時期 的 には土塁跡 内部 か ら16世紀末 ～17世紀初頭 の瀬 戸美濃・ 唐津・ 津州窯系の陶磁 器

群 が出土 した こ とと、 15号溝跡 に隣接 す る18号溝跡 の廃絶期 を考慮 す ると、近世初頭 には

屋敷 が形成 されつつ あった と考 え られ る。 この こ とか ら、高畑へ の移転時期 を慶長 10年 と

す る由緒 とも大 きなズ レは生 じていない。

近世第 2期 (18世 紀前葉～ 19世紀前半 )

1号土塁跡 を利 用 しつつ、南側 に 6号建物跡が設 け られ、東側 は15号溝跡が廃絶 し、代

わ って 1号石垣 が築 かれ る。 6号建物跡 は位置や建物構 造 か らみて、絵図 に描 かれ てい る

長屋 門 と考 え られ る。 1号石垣 は調査 区 A・ B区の ち ょうど境界か ら検 出 され てお り、現

在 の地境 とほぼ重複す る。石垣 を隔 ててA区側 が一段 高 く、 B区側 が低 い構造 とな って い

た ようであ る。不透 明で あった調査 区東側 には生垣跡 と考 え られ る17・ 21号溝跡 に よる小

区画が形成 され、1号石垣 と17号溝跡 の間 には43～ 45号 土羨 を伴 う 5号建物跡が出現 す る。

17・ 21号 溝跡 内側 には柱 穴列 は確認で きなか った ものの、 多数の柱 穴が検 出 されてい るた

め、何 らかの施 設が存在 した可能性 が高 い。 A区北側 で検 出 された 3号 土羨及 び 1号 竪穴

状遺構 は、別 々の遺構 と して記録 したが、検 出位 置や検 出状況 か ら判断 して、絵図 にあ る

厠で ある可能性 が想定 され る。

幕末～近代

A地区で は建物群 が機 能 を停止 し、 1・ 2・ 4号溝跡 に見 られ るような畑 の畝 が確 認 さ

れ るこ とか ら、耕作地 となった ようであ る。畑 内 には水溜や埋桶 も検 出 されてお り、貯 水

施設等 も存在 した ようで ある。明治 40・ 43年 に県下 を襲 った大洪水 の砂層が調査 区 に堆積

していたこ とか ら、畑 の機 能 もこの段 階で一時終 了 して い る。調査対象 がこの段 階 まで で

あったため、現代 までの間 は撹舌Lと して扱 われたため以 降 につ いて は言及 を避 けたい。

以上 の ように調査成果 か ら大 き く 3つ の画期 が存在 した と考 え られ、秋 山氏屋敷 の変遷

を概 略的 にま とめ た。秋 山氏屋敷 の母屋 は調査 区北側 に存在 した と考 え られ、地元 での聞

き取 りで も昭和 まで屋 敷 に存在 した池跡 が窪地 と して残 され てい た こ とが記憶 され て お

り、調査 区 は前庭 空 間で あった と考 え られ るこ とか ら、今 回報告 された遺構・遺物 はほん

の一部 に過 ぎない と考 え られ る。近世 の村落遺跡 につ いて は、県埋蔵 文化財 セ ンターで調

査 された宮沢 中村遺跡 を始 め、近年調査例 が増加傾 向 にあ る。宮沢 中村遺跡 の場合 は寺 院

関連 の遺跡 で あ り、本遺跡 は名主 クラスの人物 の屋敷 で あったため、今後 は社会 の底 辺 を

支 えた作人層 の屋敷 に関わ る調査例 が増加す るこ とを期待 したい。

2,15号 溝跡 出上の陶磁器 につ いて

15号溝跡 出土資料 につ いては、時期 的 に17世紀後 半 か ら18世紀初頭 に位置づ け られ る土

器 。陶磁器群 とともに木 製品、金属 製品 といった当時 の生活用 品が まとまって出土 して い

る。特 に南側 で はかわ らけや焙烙鍋等の土器類 の集 中箇所 があ り、何 らかの理 由に よ リー

括廃棄 された もの と考 え られ る。

陶磁 器の組成 は、全体 的 に磁器 に比べ て陶器 の割合 が高 い と言 える。陶器の 中で も美濃

製 品が55%を 占めてお り、次 いで肥前唐津製品が 24%、 瀬 戸製品が21%と なってい る。美

濃 の 中で も多 くは下半 田川村 (現瀬戸市)の尾 呂窯で生産 された製品で全体 の約 8害1を 占

めてお り、特 に碗類 の多 くはいわゆ る尾 呂茶碗 で ある。器種組成 は碗 を主体 とし、皿 、香

炉、水注、片 日鉢 、徳利 、仏飯器、土瓶 な ど多岐 に渡 るが、碗類 に比 して皿 が極 めて少 な

い。
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尾 呂茶碗 の出土状況 は、過去 に も甲府市 内 を始 め県 内各地 で確 認 されてい るが、 15号溝

跡 の ように量的 にまとまって出土 したの は今 回が初 めてで あ る。尾 呂茶碗 につ いては 『瀬

戸市史 陶磁史篇六』で検 討が行 われ、「名古屋城 三の丸遺跡 で は当該期 の他 の瀬戸・美濃

焼 に比べ る と量的 に少 な く、江戸や南関東 で も、尾張藩邸 を除 くとほ とん どみ るこ とがで

きない。」 とした上 で、「東海地 方 で は遠江 。三河・尾張・美濃 の村 落部、 さ らに北関東や

東北北部大平洋側沿岸の本寸落部 で は一定量 出土 してお り、尾 呂茶碗 は、 明 らか に都 市で は

な く村落 を対象 に生産 され てい る。」と述べ られてい る。甲斐 で は甲府城 下町 内で も少 ない

なが ら出土す るが、や は り他県 の事例 同様 、郊外 の村落 内の方が よ りまとまって出土す る

傾 向が認め られ る。

流通経路 につ いては、『瀬 戸市史  陶磁史篇六』で は、享和 2年 (1802)尾 張藩 による陶

磁 器専売制度の導入 に大 きな画期 を求 めてい る ものの、 それ以前 の流通状況 につ いては未

だ不 明な部分 が多い ようで あ る。東海地 方や関東、東北沿岸部へ は海上輸 送 された ものが

流通 してい ると考 え られ、内陸部 にあ る甲斐、上 野 な どは江戸後期 の史料 か ら分析 す ると、

上 野 には江戸経 由で陶磁 器が搬 入 されてい るこ とが想定 されてい る。 おそ ら く利根川水系

を利用 した もの もあるだ ろ うと思 われ る。 甲斐 につ いて も、や は り海運 に よ りもた らされ

た ものが富士 ,II舟運 に よ り鰍沢 河岸等 を通 じて荷場 げ され、各地 に流通 していた もの と思

われ る。 しか し、 15号溝跡 の主体 年代 で あ る17世紀後 半か ら18世紀初頭段 階の流通経路 は

果 た して江戸後期 と同 じといえ るだ ろ うか。

分布 に特徴 の ある尾 呂茶碗 につ いてみてみ る と、 甲斐や上 野で は出土量が多 いの に対 し

て、村落 とい う共通の性格 の追跡群 で あ るはずの江戸郊外や 多摩地 区、相模、駿 河等 での出

土例 は極 めて少 ない。また 15号溝跡 出土陶磁器 に占め る美濃 製品の割合 に比べ、橋鉢 を除 く

瀬 戸製品の割合が少 ない ところに も疑 問点が残 る。美濃製品が何 らかの形 で尾張藩及び名

古屋商人 を経 由 してい るので あれ ば、同時 に流通す るで あろ う瀬 戸製品の 占め る割合が も

う少 し高 くて も良い と思 われ るが、 15号溝跡で は肥前産 の呉器手碗 及び京焼風 陶器碗 が比

較 的高 い割合 を占めてい る。 この ような状況か ら江戸前期 には美濃 製品は瀬 戸製品 とは違

う独 自の販売ル ー トで甲斐 に搬 入 されていた可能性 も考 え られ る。

甲斐 は美濃か らみれば距離 的 に水陸 どち らか らで も輸 送可能 な位 置 にあ り、船 を利用 し

た場合 は美濃か ら桑名 まで出て、駿 河か ら富士川 を上 って くる経路 が最 も妥 当 と考 え られ

る。陸路 を想定す るので あれば、信濃経 由で馬の背 に荷 を積 んで輸 送す るこ ととな る。江

戸後期 には信濃 (高遠・諏訪方面 )か ら甲斐へ米 の輸 送が盛 んで あったが、信濃への帰荷

の 中に瀬戸物の記載 もあ り、 この頃 には名古屋経 由の船便 の荷 が富士川 を上 が って信濃 ま

で流通 していたこ とが窺 える。史料 内容だ けみれば、海運 を通 じての流通 とも捉 え られな

くはないが、逆 に信濃 までの移動距離 を考 えれば、美濃 か ら甲斐へ の陸送 も決 して不可能

で はなか った と思 われ る。仮 に時代 が下 って美濃 か ら甲斐へ の直接 的 な陸送が あった とす

れば、信濃 で も北信濃や松 本城 下町近辺で は尾 呂茶碗 はほ とん ど出土 しない こ とか ら、 中

山道 を利用 しつつ、諏訪 を分 岐点 として上 野 と甲斐へ枝分 かれ していた と想定 したい。残

念 なが ら、 中継 とな る南信濃 の状 況が不 明で あるため現段 階で断定 は難 しく、今後美濃 製

品の流通状況の把握 につ なが る調査成果 の蓄積 を待 ちたい。

肥前陶磁器の中ではいわゆ る初期伊万里図31194・ 195が確 認 され、図化 で きなか った中

には初期伊万里ではないか と思 われ る染付吹墨鷺文皿 の破 片 も出土 している。他の磁器類

は17世紀後 半 ～18世紀初頭 の もので 占め られ、染付 を主体 として青磁、 自磁 、色絵 の もの

も少 ないなが ら出上 してい る。磁 器碗皿類 は染付主体 で、瀬 戸美濃 同様皿 の 占め る割合が

極 めて低 い。 また、良質 な磁 器が少 ない割 に漆継 ぎの痕跡 を残 す ものが多 く、破損 した も

の も丁寧 に修復 して使用 してい る様 子が窺 われ る。 そ こまで して使 用 して きた肥前陶磁 器
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の廃棄 と尾 呂茶碗 な ど安価 であった と考 え られ る美濃製品の廃棄状況の背景 には新 たな製

品の補充が考 え られ、 ち ょうどこの時期前後 か ら流通が活発化 していた肥前磁器への切 り

替 えが あったので はないか と考 え られ る。遺物 の廃棄状況 と年代 幅、遺構 の変遷 を考慮す

ると、背景 として柳沢氏 による秋 山氏 召 し抱 え、 ない しは柳沢氏の転封 による村方支配ヘ

の移行が契機 となってい ると考 え られ るこ とか ら、 15号溝跡 出土陶磁器 の年代 は、柳沢氏

在城 の宝永 7年 (1710)か ら享保 9年 (1724)に 設定で きる。更 に限定すれば、 15号溝跡

上層 には洪ア∫くに よる と考 え られ る粗粒砂 層が吉Б分的 に堆積 していた。享保 13年 (1728)に

大洪水の記録 が あ り、 15号溝跡 は最終 的 にこの段階 には埋没 した と考 え られ る。

3.秋 山氏 出上の鍋 島焼 について

一般 に鍋 島 と言 った場合、鍋 島藩 に よって将軍家への献上 品や大名への贈答品 として厳

しい管理体制の もと生産 されていた高級磁器 を思 い浮かべ る。 したが って、 当遺跡 の よう

な村落遺跡 か ら出土す るこ とは鍋 島本来 の性格 か らすれば極 めて特異 な例 と言 えるが、大

名屋敷以外 の場所 か ら出土 した鍋 島につ いては、水本氏 に よ り興味深 い検討がな されてい

る (水 本 1998)。 氏 は消費地 における鍋 島 を集成す る中で、下級武士や町人地等 か らの出土

例 を取 り上 げて 「鍋 島」の様相や性格 につ いて言及 してい る。更 に18世紀後半以降町家で

検 出 され る鍋 島が木盃形 の染付皿 であ るこ とに着 目 し、文様 の構 成 も柳 文・ 岩牡丹文 。菊

文 に裏文様 は七宝結文、高台は櫛 目文 に限定 されて くるこ とか ら、町人向けに商品 として

販売 された ものが存在 す る可能性 を示唆す る と同時 に、江戸後期以降鍋 島 とい うブ ラン ド

の価値 が低 下 した こ とを指摘 してい る。

その上 で本遺跡か ら出上 した図 27・ 71を み る と、文様 は染付菊 文皿 で裏文様 は七 宝結文

に高台が櫛 目文で、器形 も木盃形 であ るため、氏の指摘 す る町家等 で出土 してい る鍋 島 と

まった く同 じ文様構 成である と言 える。類例 に新宿 内藤町遺跡 出土資料 が あ り、時期的 に

も18世紀後半以降の もの と考 え られ る。 甲府で はこの他 に同様 の鍋 島が平成 7年度 に調査

された甲府城 関係遺跡で も 1点 出土 してい る (図 59)。 甲府城 関係遺跡 は18世紀前半 には柳

沢氏の国家老 で あった柳沢権太夫保格 の屋敷 の一部で あ り、柳沢氏転封後 は山之手勤番支

配役 宅 として機 能 していた甲斐の政治 中枢 に近 い場所 であ るが、鍋 島の時期 か らす ると山

手勤番支配役 宅 に存在 した もの と考 え られ る。価値 の低 い菊文皿 で あるの は江戸か ら派遣

され る勤呑士の階級 に よる もの と考 え られ る。 それでは本遺跡の場合 は どうだろ うか。

18世紀後半段 階の秋 山氏 は、大和郡 山に移動す るこ とを選択せず、在地 にあって村 方三

役 として名主 ない しは長百姓の地位 にあ り、幕府機構 の末端 に位置 していた。 出上 した鍋

島は、水本氏の指摘 す る価値 の低 い もので あるため、商品 としての購 入 も充分考 え られ る。

しか し、 出土地点や数量か らみて、大量生産 され誰で も簡 単 に入手で きる もので はなか っ

た と推預1さ れ、鍋 島の中では価値 の低 い製品で あった として も、鍋 島 とい う商品価値 自体

は他の製品 に比べ高かった もの と考 え られ る。 したが って、 甲府 における商品流通 の流 れ

が不明な状況下で、江戸 を離れた甲斐の一村落での入手法 を考慮すれば、商 品 として購 入

した もの とは断定 しがたい。む しろ村役 人 としての側面 を捉 えれば、商品 としてではな く

あ くまで下賜 された もの として位置づ ける方が考 え易 い。秋 山氏 は奉公願書 に柳沢吉里 に

よ り絞付土器 の御盃等 を拝領 し、今で も所有 してい るこ とを記 してい るため、柳沢氏段 階

では実際 に秋 山氏へ の下賜行為が行 われていた ようであ る。絞付土器の御盃 が如何 な る も

のであったか不 明で あ り、現段 階での年代観 か らも今 回検 出 された鍋 島 とは残念 なが ら断

定 はで きない。鍋 島藩か ら直接贈 与 され る可能性 はないため、二次的、 または二次的 な下

賜 品 と して の性 格 が高 い こ とを示 唆 して お く。
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近世第 1期

美濃  小碗    5
美濃  皿     2
美濃  片口鉢    5
美濃  香炉    5
美濃  仏飯器    5
美濃  小壺
美濃  徳利
美濃  水注
美濃  土瓶
瀬戸  碗
瀬戸  橋鉢
瀬戸  片口鉢
肥前  碗
肥前  皿
肥前  鉢
唐津  碗
唐津  鉢

図57 秋山氏館跡近世遺構変遷図

秋山氏照跡 15号溝獅隠器
(肥前のみ )

器種  破片点数
碗

碗皿産地別割合

肥前磁器皿
4%

図58 15号溝跡陶磁器一覧・碗皿産地別割合

肥前磁器碗
23%

美濃陶器皿
2%

唐津陶器碗
1%

肥前陶器碗

図59 甲府城関係遺跡出土鍋島

劃鞘却却却却却却却却却却却誡誡誡輔醜餘餘

小碗
皿

大皿
端反皿
仏飯器
小香炉
捨ロ
徳利
灰落し
油壷
不明
瓶
丸碗
折縁皿
大碗
小杯
徳利
油壷

美濃陶器碗
36%

ノ

15

11

3

28
2

1

1

1
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第 5章 結 三五
HH

調査の結果、 出土遺物 か らみ る と古墳時代 か ら近現代 まで連綿 と続 く土地利用が裏 付 け

られた ものの、検 出 された遺構群 は時期 的 に大 き く 3つ の画期 が設定 され、前章 にお いて

古代 。中世 。近世 として時代別 に本追跡の状況 を整 理 し、若千の考察 を加 えた。

古代 で は甲斐型Ⅸ・X期 を主体 とす る集落 に関連 す る と思 われ る溝跡 を確 認 したが、我 々

の力量不足 か ら充分 な調査 を行 うこ とがで きない まま発掘 を終 了 してい る。 そのため全体

像 の解 明 まで は至 らなか った ものの、少 な くとも本地 区北側 には 9～ 10世紀段階 に古代 寺

院 を有す る大規模 な集落が展開 してい る可能性 が高 くな った。 また、東西方向に延 び る大

溝跡 も条里地割 の一部 とみ られ、規模 と溝跡覆上 の堆積状況か ら水 の流 れ は緩や かで あ つ

た と考 え られ る。荒川 を始 め とす る付近 の河チIIが 当時 どの流路 で あったのかは定かで はな

いため推測 の域 を脱 しないが、 おそ ら く本遺跡 の西 を流 れ る沼川 と荒川本流 を結ぶ水路 と

して利用 されて いた もので あ るこ とも考 え られ、人や小規模 な物資 を運搬 す る程 度 の小船

が航行可能 な規模 で あった と想定 され る。

中世 で は日寺期 的 に15世糸己か ら16世糸己にか けて営 まれ た墓跡や人葬場 が検 出 され てい る。

土羨墓 と集石 墓が「司日寺に検 出 されてい るが、 調査 区 を中央 か ら南耳ヒに分 ける と引ヒ椒Jに L療

墓、南側 には集石墓 が展開す る領域 が存在 し、住 み分 けがな されてい るこ とがわか った。

集石墓 は、 B区 18・ 19号溝跡付近 を挟 んで A区側 とC区側 に分 かれてお り、異な る造墓集

団が存在 していた可能性 が あ る。時期的 には土療墓・ 集石墓 とも年代決定資料 とな る遺 物

が少 ない中で、土療 墓 につ いては六道銭 と考 え られ る銭貨 の副葬 がみ られたが、 22号土羨

には永楽銭 が 1枚合 まれていた。集石墓 には大 窯段 階の灰釉皿 の底部が出上 して い る こ と

か ら16世紀 中葉 まで に造営 された ものが あるこ とが 明 らか にな り、銭 と数点の遺物 だ けで

判断 しがたいが、土羨墓 と集石 墓が41Bね 同時期 に登場 す ることが想定で きた。 しか し、集

石墓 自体 も、掘 り込 み を石組 で囲む もの と、石組 を持 たず石 を集 めて投 げ込 んだだ けの も

の と 3類型 に分類 で きるため、時期差 が存在 す る可能性 もある。石組 を伴 うもの には確 認

段 階で掘 り方周囲 に薄 い白色 の細粒砂層が確 認 され たが、砂質 の上壌 で あ り、造墓 当 日に

雨が降 ったため に形成 された もの と考 え られ、墓穴 を掘 り、石 組 を して納骨す るまで に時

間差 が あった こ とも想定で きた。墓域 自体 が何 らかの理 由で機 能 を停止 したのか、意 図的

に墓域 を破壊 す る目的で あったか定かで はないが、墓地群 を破壊 す る形 で 8・ 11・ 12号溝

跡 に区画 され る 4号建物跡が登場す る。共伴 す る遺 物 が少 な く、正確 な時期設定 はで きな

いが、集石 墓 の廃絶時期 と調査 区全体 での大 窯 3段階の遺物群 の ま とまった出現状況 を考

慮す る と、 16世紀後 半以降の土地利 用 に大 きな変イとが起 こった もの と考 え られ る。

出土遺物 か らみ る と、市 内の武田氏館跡や城 下町等 で は大窯 1・ 2段階の瀬 戸美濃 が多

く、 3段階以 降 につ いては極 めて少 ない。 しか し、本遺跡 では大 窯 1・ 2段階の製 品 が少

な く、 3段階以 降の ものが比較 的 まとまってい る。 中で も静岡で生産 された初 山窯の製 品

は県下で も類例 が ほ とん どな く、 当時の物流 を考 え る上 で貴重 な発見 となった。

近世 につ いて は、 中世 か ら続 く独Ь士で、江戸後期 には高畑村 の村 方三役 を歴任 した秋 山

氏の屋敷前庭部 が調査 され、江戸期 における甲府城 下町郊外の本寸役 人の生活 を知 る貴 重 な

資料 が検 出 された。特 に15号溝跡 出土資料 は土器・ 陶磁 器 に加 え、漆製品 もまとまって 出

上 した一括資料 で あ り、時期 的 に も17世紀後 半か ら18世紀初頭 と限定 され る。今後 の調 査

研究 において甲斐 にお ける一つの指標 となろ う。陶器 は尾 呂窯の製品が ま とまって 出土 し

てい る。県下 で も農本寸部 を中心 に出上が確 認 されて いたが、今 回の ようにまとまった量 が

出土 したの は初 めてで、 当時の流通 を考 える上 で様 々な問題 を提起 して くれた。
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近世遺跡 の取 り扱 いにつ いて は各 自治体 の判 断す る ところ とな ったが、 ともすれば こう

した近世村落 は調査対象 と して は最初 に除外 され る可能性 が高 い遺跡 であ る。近世 に限 ら

ず、 当時の社会構 造 を明 らか にす る上 で、社会基盤 の根底 とな る村落遺跡 を無視す る訳 に

はいかない。 その意味 で は よ り実証 的 な歴 史 を語 るための材料 と して、今回の ような調査

事例 が増加す るこ とが望 ま しいが、同時 に村落遺跡 その ものの価値や評価 につ いて今後 間

い直 さね |ゴ な らないだ ろ う。                        (佐 々木満 )
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調 査 区 全 景

A地 区 全 体 写 真
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B地区

全 体 写

C地区

全 体 写
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A地区

金 景

1号堀跡

1号土塁跡

1号水溜状

遺構

3号建物跡

1号堀跡護岸 6号建物跡

8号溝跡 9号溝跡 22号土損
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30号土填

35号土損

2号集石

遺構

3号集石

遺構

6号集石

遺構

13号清跡

35号土墳

4号集石

遺構

3号集石

遺構

3号・6号集石

遺構集合
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―  i 鰹 秘―|

5号集石

遺構

8号集石

遺構

10号集石

遺構

11号集石

遺構

2号井戸跡

7号集石

遺構

9号集石

遺構

13号集石

遺構

11号集石

遺構断面

3号土堰

1号竪穴状

遺構
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B区仝景

(1回 目)

1号石垣

14号清跡

B区仝景

(2回 目)

I号石垣

15号溝跡 18号清跡 19号溝跡確認状況

19号溝跡 17号溝跡 20号溝跡
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15号・18号
。19号溝跡

15号溝跡

石積

15号溝跡

断面

22号溝跡

サブトレンチ

22号溝跡

サブトレンチ

18号 。19号

溝跡断面

15号溝跡

出上遺物

19号溝跡

断面

22号溝跡

サブトレンチ

22号溝跡

サブトレンチ
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44号土帳

61号土損

C地区

金 景

75号土墳

74号土損

57号土娯

4号竪穴状

遺構

2号水溜状

遺構

75号土填

15号集石

遺構
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跡

器

溝

磁

口τ
一副

‐５

肥

1号堀跡

14号清跡

鍋  島

15号溝跡

美濃陶器

15号溝跡

漆椀蓋

1号土塁跡

15号溝跡

肥前磁器碗

15号溝跡

初期伊万里

1鎧�¶筆 館鼻〒瞥津

擢∞∈韻勢ピ
器

にに悦
15号溝跡

漆 椀

轡 ‰ ‰
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爾∞悦(錢

|,1,II

ミ籠ヽ、たと基|

19号清跡

在地上器

22号溝跡

灰釉・緑釉

陶器、須恵器

平成11年度

参加者

平成11年度

現地説明会

22号溝跡

墨書上器

22号溝跡

甲斐型上器

平成11年度

参加者

平成12年度

参加者
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